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20

07
年
度
 
南
米
農
業
総
合
試
験
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 
運
営
指
導
調
査
（
中
間
評
価
）
 
日
程

 
 

C
ET

A
B

O
L：

ボ
リ

ビ
ア
農

牧
技

術
セ

ン
タ

ー
、

C
ET

A
PA

R
：
パ
ラ
グ
ア
イ
農
業
総
合
試
験
場

 

月
日

 
 

 
①
団
長
（
農
村
開
発
部
長
）

 
②
計
画
評
価
（
農
村
開
発
部
担
当
職
員
）
、
③
評
価
分
析
（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

 
宿
泊
地

 

20
07

年
 

11
月

28
日

 
水

 
 

 
 

【
評
価
分
析
】
団
員

 
 
（
発
）

18
:4

0
成
田
→

(J
A

L-
04

8
便
）
→
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
経
由
→

 
（
機
中
泊
）

 

11
月

29
日

 
木

 
 

 
 

【
評
価
分
析
】
団
員

 
→
（
着
）

08
:1

5
ブ
ラ
ジ
ル
国
サ
ン
パ
ウ

ロ
 

（
発
）

10
:1

0
ブ
ラ
ジ
ル
国
サ
ン
パ
ウ
ロ
→
（

JJ
-8

04
1
便
）
→
（
着
）

10
:4

0
パ
ラ
グ
ア
イ
国
エ

ス
テ

 
 
・

C
ET

A
PA

R
調
査

 

イ
グ
ア
ス
移
住
地

 

11
月

30
日

 
金

 
 

 
 

【
評
価
分
析
】
団
員
 
 
・

C
ET

A
PA

R
調
査

 
イ
グ
ア
ス
移
住
地

 

12
月

1
日

 
土

 
 

 
 

【
評
価
分
析
】
団
員
 
 
（
資
料
整
理
）

 
イ
グ
ア
ス
移
住
地

 

12
月

2
日

 
日

 
 

 
 

【
評
価
分
析
】
団
員
 
 
（
資
料
整
理
）

 
【
計
画
評
価
】
団
員
 
 
（
発
）

18
:4

0
成
田
→

(J
A

L-
04

8
便
）
→
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
経
由
→

イ
グ
ア
ス
移
住
地

 

12
月

3
日

 
月

 
 

 
 

【
評
価
分
析
】
団
員
 
 
・

C
ET

A
PA

R
調
査

 
【
計
画
評
価
】
団
員

 
→
（
着
）

08
:1

5
ブ
ラ
ジ
ル
国
サ
ン
パ
ウ

ロ
 

（
発
）

10
:1

0
ブ
ラ
ジ
ル
国
サ
ン
パ
ウ
ロ
→
（

JJ
-8

04
1
便
）
→
（
着
）

10
:4

0
パ
ラ
グ
ア
イ
国
エ

ス
テ

 
 
・

C
ET

A
PA

R
調
査
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

、
資
料
分
析
）

 

【
計
画
分
析
】

 
イ
グ
ア
ス
移
住
地

 
【
計
画
評
価
】

 
（
機
中
泊
）

 

12
月

4
日

 
火

 
 

 
 

 
・

C
ET

A
PA

R
調
査
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
資
料
分
析
）

 
イ
グ
ア
ス
移
住
地

 

12
月

5
日

 
水

 
 

 
 

【
評
価
分
析
】
団
員

 
 
（
発
）

11
:0

0
頃
パ
ラ
グ
ア
イ
国
エ
ス
テ
→
（

PZ
-7

07
便
）
→
（
着
）

12
:0

0
頃
ア
ス
ン
シ
オ
ン

（
遅
延
）

 
 
（
発
）

14
:3

0
頃
ア
ス
ン
シ
オ
ン
→
（

PZ
-7

02
便
）
→
（
着
）

16
:3

0
頃
ボ
リ
ビ
ア
国
サ
ン
タ
ク

ル
ス
（
遅
延
）

 
【
計
画
評
価
】
団
員
 
・
パ
ラ
グ
ア
イ
国
ミ
ニ
ッ
ツ
案
作
成
 
（
資
料
分
析
）

 

【
計
画
分
析
】

 
オ
キ
ナ
ワ
移
住
地

 
【
計
画
評
価
】

 
イ
グ
ア
ス
移
住
地

 

12
月

6
日

 
木

 
 

 
 

【
評
価
分
析
】
団
員
 
・

C
ET

A
B

O
L
調
査
 
（
資
料
分
析
）

 
【
評
価
計
画
】
団
員

 
（
発
）

09
:0

0
パ
ラ
グ
ア
イ
国
エ
ス
テ
→

（
PZ

-7
07

便
）
→
（
着
）

09
:4

0
ア
ス
ン
シ
オ
ン

 
オ
キ
ナ
ワ
移
住
地
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月
日

 
 

 
①
団
長
（
農
村
開
発
部
長
）

 
②
計
画
評
価
（
農
村
開
発
部
担
当
職
員
）
、
③
評
価
分
析
（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

 
宿
泊
地

 

（
発
）

12
:3

0
ア
ス
ン
シ
オ
ン
→
（

PZ
-7

02
便
）
→
（
着
）

14
:3

0
ボ
リ
ビ
ア
国
サ
ン
タ
ク
ル
ス

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
の
打
ち
合
わ
せ

 

12
月

7
日

 
金

 
 

 
 

・
C

ET
A

B
O

L
調
査
 
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
資
料
分
析
）

 
オ
キ
ナ
ワ
移
住
地
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 12

月
8
日

 
土

 
1 

（
発
）

12
:0

0
成
田
→
（

JA
L-

01
0
便
）
→
（
着
）

08
:2

0
米
国

シ
カ
ゴ

 
（
発
）

15
:2

0
米
国
シ
カ
ゴ
→
（

A
A

-4
94

便
）
→
（

着
）

19
:2

5
米
国
マ
イ
ア
ミ

 
（
発
）

23
:0

0
米
国
マ
イ
ア
ミ
→
（

A
A

-9
22

便
）
→

 

・
中
間
評
価
報
告
書
検
討

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

【
団
長
】

 
（
機
中
泊
）

 
【
他
団
員
】

 
オ
キ
ナ
ワ
移
住
地

 

→
ラ
パ
ス
経
由
→
（
着
）

09
:0

5
ボ
リ
ビ
ア
国
サ
ン
タ
ク
ル
ス

 
（
発
）
サ
ン
タ
ク
ル
ス
→
（
車
両
）
→

(着
）

C
ET

A
B

O
L 

・
中
間
評
価
報
告
書
案
作
成

 

12
月

9
日

 
日

 
2 

13
:0

0
団
内
打
ち
合
わ
せ

 
14

:0
0～

16
:0

0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
事
業
紹
介

 
16

:0
0 

C
ET

A
B

O
L
視
察

 

オ
キ
ナ
ワ
移
住
地

 

・
10

:2
0～

12
:3

0 
日
系
農
協
（

C
A

IC
O
、

C
A

IS
Y
）
と
の
移
管
合
同
準
備
委
員
会
 
（
合
意
事
項
の
署
名
交
換
）

 

12
月

10
日

 
月

 
3 

午
後
：
 
オ
キ
ナ
ワ
日
ボ
協
会
表
敬
 
（
移
住
資
料
館
）

 
 
 
 
 
オ
キ
ナ
ワ
農
協
協
議

 
 
 
 
 
オ
キ
ナ
ワ
第

2
移
住

地
、
第

3
移
住

地
視
察

 
午
後
：
 
調
査
結
果
の
と
り
ま
と
め

 
オ
キ
ナ
ワ
移
住
地

 

12
月

11
日

 
火

 
4 

・
移
動
（
オ
キ
ナ
ワ
移
住
地
→
サ
ン
フ
ァ
ン
移
住
地
）

 
・
サ
ン
フ
ァ
ン
日
ボ
協
会
表
敬

 
・

C
A

IS
Y
事
務

所
、
旧

JI
C

A
サ

ン
フ
ァ
ン
試
験
場

 
・
サ
ン
フ
ァ
ン
移
住
地
視
察

 
→
（
着
）
サ
ン
タ
ク
ル
ス

 

（
発
）

7:
30

サ
ン
タ
ク
ル
ス

(5
L-

10
0)
→

（
着
）

8:
30

ラ
パ
ス
 
＊
国
内
便

 
14
：

00
 
農
村
農
業
環
境
省
に
ミ
ニ
ッ
ツ
案
の
説
明

 
16
：

30
 

V
IP

FE
に
ミ
ニ
ッ
ツ
案
の
説
明

 

【
団
長
】

 
サ
ン
タ
ク
ル
ス

 
【
そ
の
他
団
員
】

 
ラ
パ
ス

 

（
発
）
サ
ン
タ
ク
ル
ス
→
（
着

）
ラ
パ
ス
 
＊
国
内
便

 
09
：

00
農
村
農
業
環
境
省
と
の
協
議

 

12
月

12
日

 
水

 
5 

14
：

00
農
村
農
業
環
境
省
と
の
協
議
、
ミ
ニ
ッ
ツ
署
名

 
16
：

30
在
ボ
リ
ビ
ア
日
本
大
使
館
報

 
17
：

30
 JI

C
A
事

務
所
報
告

 

ラ
パ
ス

 

12
月

13
日

 
木

 
6 

10
：

30
（
発
）
ラ
パ
ス
（

5L
-2

00
）
→
（
着
）

12
：

30
サ
ン
タ
ク
ル
ス
（

*遅
延
）

 
午
後
：
サ
ン
タ
ク
ス
ル
空
港
で
待
機
 
（
結
局
、
機
体
故
障
に
よ
り
フ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
セ
ル
）

  
サ
ン
タ
ク
ス
ル

 

12
月

14
日

 
金

 
7 

午
前
：
出
発
待
機

 
（
発
）

14
:5

0
サ
ン
タ
ク
ル
ス
→
（

PZ
-7

01
便
）
→

(着
）

17
:3

0
パ
ラ
グ
ア
イ
国
ア
ス
ン
シ
オ
ン
着

 
19

:0
0 

JI
C

A
パ

ラ
グ
ア
イ
事
務
所
打
ち
合
わ
せ

  
 

ア
ス
ン
シ
オ
ン
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 12

月
15

日
 

土
 

8 

06
:0

0 
ア
ス
ン
シ
オ
ン
発
→

10
:3

0 
イ
グ
ア
ス
着

 
09

:3
0 

イ
グ
ア
ス
農
協
協
議

 
10

:3
0 

イ
グ
ア
ス
日
本
人
会
協

議
 

午
後
：

 C
ET

A
PA

R
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
の
意
見
交
換

・
中
間
評
価
報
告
書
案
作
成

 

【
団
長
】

 
イ
グ
ア
ス
移
住
地

 
【
そ
の
他
団
員
】

 
ア
ス
ン
シ
オ
ン

 

12
月

16
日

 
日

 
9 

 (
資
料
整
理
）

 
・
中
間
評
価
報
告
書
案
作
成

 

【
団
長
】

 
イ
グ
ア
ス
移
住
地

 
【
そ
の
他
団
員
】

 
ア
ス
ン
シ
オ
ン

 

12
月

17
日

 
月

 
10

08
:0

0 
イ
グ
ア
ス
移
住
地
発
→

ラ
パ
ス
移
住
地
着

 
11

:1
0 

ラ
パ
ス
日
系
農
協
意
見

交
換

 
12

:0
0 

ラ
パ
ス
移
住
地
発
→
ピ

ラ
ポ
移
住
地
着

 
14

:0
0 

ピ
ラ
ポ
日
系
農
協
意
見

交
換

 
16

:3
0 

C
R

IA
意

見
交

換
（

JI
C

A
ダ

イ
ズ

シ
ス

ト
セ

ン
チ

ュ

ウ
、
大
豆
さ
び
病
抵
抗
性
品
種
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

 

・
パ
ラ
グ
ア
イ
農
牧
省
へ
パ
ラ
グ
ア
イ
ミ
ニ
ッ
ツ
案
の
説
明

 
・
ミ
ニ
ッ
ツ
修
正

 

【
団
長
】

 
エ
ン
カ
ル
ナ
シ
オ

ン
 

【
そ
の
他
団
員
】

 
ア
ス
ン
シ
オ
ン

 

（
発
）
エ
ン
カ
ル
ナ
シ
オ
ン
→

（
車
両
）
→
（
着
）
ア
ス
ン
シ

オ
ン

 
・
 

パ
ラ
グ
ア
イ
ミ
ニ
ッ
ツ
修
正

 
12

月
18

日
 

火
 

11
16

:0
0～

17
:3

0 
日
系
農
協
中
央
会
と
の
協
議
、
議
事
録
署
名

 
19

:3
0 

C
ET

A
PA

R
関
係
機
関
と

の
意
見
交
換
会

 

ア
ス
ン
シ
オ
ン

 

12
月

19
日

 
水

 
12

08
:0

0 
パ
ラ
グ
ア
イ
農
牧
省
と

の
協
議
、
ミ
ニ
ッ
ツ
署
名

 
09

:0
0 

副
大
統
領
府
協
議
（

JI
C

A
「
総
合
的
農
村
開
発
」
開
発
調
査
に
つ
い
て
）

 
10

:0
0 

JI
C

A
パ

ラ
グ
ア
イ
事
務
所
打
ち
合
わ
せ
、
報
告

 
11

:0
0 

在
パ
ラ
グ
ア
イ
日
本
大

使
館
報
告

 
（
発
）

16
:3

0
ア
ス
ン
シ
オ
ン
→
（

PZ
71

2
便
）
→
（
着
）

20
:0

5
ブ
ラ
ジ
ル
国
サ
ン
パ
ウ
ロ

 
（
発
）

23
:2

5
サ
ン
パ
ウ
ロ
→
（

A
A

-9
50

便
）
→

 

（
機
中
泊
）

 

12
月

20
日

 
木

 
13

→
(着

）
06

:1
0
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

 
（
発
）

12
:2

5
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
→
（

JA
L-

00
5
便
）
→

 
（
機
中
泊
）

 

12
月

21
日

 
金

 
14

→
(着

）
16

:3
5
成
田
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主要面談者リスト（2007 年度南米農業試験場プロジェクト運営指導調査） 
 
A. ボリビア 
１．日系農業協同組合 
 比嘉 武浩  コロニアオキナワ農牧総合協同組合 組合長 
 伴井 富雄  サンファン農牧総合協同組合 組合長 
 福地 清司  コロニアオキナワ農牧総合協同組合 総支配人 
 近藤 勇  サンファン農牧総合協同組合 総支配人 
 松堂 薫  コロニアオキナワ農牧総合協同組合 畜産委員会 委員長 
 大城 淳  コロニアオキナワ農牧総合協同組合 雑作委員会 委員長 
 太田 清孝  コロニアオキナワ農牧総合協同組合 監査委員長 
 ブラボ 研二  コロニアオキナワ農牧総合協同組合 職員 
 大西 和重  サンファン農牧総合協同組合 幹事長 
 八田 俊作  サンファン農牧総合協同組合 副組合長 
 水島 琢磨  サンファン農牧総合協同組合 幹事 
 
２. ボリビア農村農業環境省（MDRAyMA） 
 Roxana Liendo Bustos 農牧次官 
 Cesar Funado  農牧次官補佐官 
 Carlos Espinosa  農村開発局長 
 Ramiro Villapando 農牧開発局農業ユニット長 
 橋田 幸雄  JICA「農牧政策アドバイザー」長期専門家 
 
３．開発計画省 公共投資庁（VIPEF） 
 Maria Eugenia Jurado 執行協議促進ユニット（DGFE)日本担当 
 
４．ボリビア農牧技術センター（CETABOL) 
 西山 甲子男  「場長/チーフアドバイザー」長期専門家 
 深澤 公雄  「次長/業務調整」長期専門家 
 宮里 幸弘  サービス班 班長 
 大田 勉  試験生産班 班長 
 恩河 和美  総務班（会計） 
 真栄城 健  総務班（建物、施設管理、農業サービス） 
 諸見里 マキ  総務（一般管理） 
 友利 聡  サービス班（優良肉牛遺伝的改良、乳牛遺伝的改良） 
 仲松 久巨  サービス班（土壌地図作製） 

Vergas Melgarejo Marco サービス班（有用肉牛遺伝的改良、輪換体系実証展示） 
Marioly Gonzales Valverde サービス班（化学分析） 
Eddy Ajhuacho Yugar サービス班（施肥指導） 
Ernesto Miranda Chambi サービス班（農薬効果試験） 
Takashi Bravo  サービス班（化学分析） 
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５．在ボリビア日本国大使館 
 長沼 始  参事官 
 山内順也  書記官（経済協力担当） 
 
６．JICA ボリビア事務所 
 江塚 利幸  所長 
 武田 浩幸  次長 
 名井 弘美  担当職員 
 
B. パラグアイ 
１．日系人会、日系農業協同組合 
 河野 敏  日系農業協同組合中央会会長（ラパス農業協同組合長） 
 内山 新一  日系農協協同組合中央会副会長（イグアス農業協同組合長） 
 松岡 章夫  日系農業協同組合中央会 参事 
 平井 初治  日系農業協同組合中央会 
 菅野 和彦  アマンバイ農業協同組合 
 Wataru ASADA  アマンバイ農業協同組合 
 中森 栄二  コルメナアスンセーナ農業協同組合 
 金澤 要二  コルメナアスンセーナ農業協同組合 
 高橋 幸夫  ピラポ農業協同組合 
 山下 年彦  ピラポ農業協同組合 
 土居 卓也  ピラポ農業協同組合 理事 
 柴田 隆一  ラパス農業協同組合 
 渡辺 保夫  ラパス農業協同組合 総務理事 
 上村 明壮  ラパス農業協同組合 
 Miguel KITAGAWA ラパス農業協同組合 
 福井 一朗  イグアス農業協同組合 
 伊藤 勉  イグアス農業協同組合 営農推進委員長 
 久保田 洋史  元日系農協中央会会長、元イグアス農業協同組合長 
 中村 明雄  職員（パラグアイ農業総合試験場派遣） 作物優良種子生産等 
 干場 健 職員（パラグアイ農業総合試験場派遣） 土壌分析、施肥指導      

等                 
 
２. パラグアイ農牧省 
 Miguel Angel Pangrazio 農牧次官 
 Carmen A. Galdona 企画総局長 
 
３. パラグアイ副大統領府 
 Francisco Oviedo 副大統領 
 Carlos Walde  大統領府経済補佐官 
 Miguel Gomez  大蔵次官 
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 Hugo Gimenez  副大統領顧問 
 
４．パラグアイ農業総合試験場（CETAPAR) 
 有賀 秀夫  「場長/チーフアドバイザー」長期専門家 
 藤井 智   「次長/業務調整」長期専門家 
 池田 博司  「次長/業務調整」長期専門家 *後任 
 関 節朗  畑作班班長 
 堀田 利幸  畜産班班長 
 園田 八郎  総務班・環境班班長 
 関 富夫  総務班（作業員、施設、機材管理） 
 平野 繁  総務班（車両運転業務、管理） 
 佐藤 収  総務班（サイロ管理、農業機械管理） 
 三浦 りか  総務班（経理） 
 白沢奈美枝  総務班（文書管理、庶務、図書管理） 
 Manuel Mayeregger 作物班（大豆交配、生産力検定） 
 Jorge Bordon  環境班（土壌試験研究） 
 Felicita Fernandez 環境班（大豆病害虫） 
 Fabio Centurion  環境班（大豆害虫、害虫防除技術） 
 関 富美男  環境班（大豆病害虫、機材調達、種子生産） 
 
５. 在パラグアイ日本国大使館 
 山本 哲史  参事官 
 宍戸 孝志  書記官（経済・技術協力担当） 
  
６． JICA パラグアイ事務所 
 桜井 英充  所長 
 渡辺 土佐男  農業班長 
 井上 裕二  農業班職員 
 
７．パラグアイ国立地域農業研究センター（CRIA） 
 土屋 武彦  JICA「ダイズシストセンチュウ及び大豆さび病抵抗製品種の育成」 

プロジェクト 「大豆育種」長期専門家 
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1. INTRODUCCION 
 

１－１ Objetivos del Estudio de Evaluación 

La evaluación intermedia fue desarrollada bajo los siguientes objetivos 

 

(1) Evaluar el grado de avance en general del proyecto, basados en el Récord de Discusiones, (Denominada 

de aquí en adelante como “R/D”), Minutas de las reuniones (Denominada de aquí en adelante como 

“M/M”), El Diseño Matriz del Proyecto (Denominada de aquí en adelante como “PDM”) y el Plan de 

Operación (denominada de aquí en adelante como “PO”) 

 

(2) Identificar los desafíos y recomendar las medidas necesarias al Gobierno respectivo para el periodo que 

queda en la misión y luego de que la misma concluya. 

 

(3) Considerar las lecciones de las actividades del proyecto para reflejarlos en futuros proyectos con el fin 

de realizarlos de manera eficiente y efectiva.  

 

１－２ Composición de la Misión de Consulta para el Proyecto 

(1) Motofumi KOHARA (Sr.), Líder de la Misión 

 Director General, Departamento de Desarrollo Rural, JICA 

 

(2) Shin-ichi NOGUCHI (Sr.), Planificación de Evaluación 

Funcionario de 2º Grupo de la Unidad de Desarrollo Rural, 1er Equipo de Áreas de Granjas, JICÇA 

 

(3) Yutaka NOZAKI (Sr.), Evaluación y Análisis 

 División de Manejo de Desarrollo de Recursos, Gerente Sénior de Proyecto  

 

１－３ Itinerario del Estudio 

La Misión de Consulta para el Proyecto dispuso de 9 días a partir del 5 de Diciembre de 2007 hasta 13 de 

Diciembre de 2007 para la evaluación del proyecto concerniente a la fase II del proyecto Centro 

Tecnológico Agropecuario en Bolivia (CETABOL) 

 

2.  Perfil del Proyecto 
 

２－１ Trasfondo de la ejecución del Proyecto 

La Granja demostrativa de San Juan se estableció en la colonia San Juan en 1961 y la Granja demostrativa 

de ganadería de Nueva Esperanza se estableció en la colonia Okinawa 2 en 1970 con el objetivo de 

estabilizar la agricultura de los descendientes japoneses. Por la fusión de las dos granjas demostrativas en 
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1985, la administración de la Granja demostrativa de San Juan se transfirió a la Cooperativa Agrícola San 

Juan. En 1990, la granja demostrativa de ganadería de Nueva Esperanza fue reorganizada como Centro 

Tecnológico Agropecuario en Bolivia (CETABOL), y se agregaron nuevas actividades como el cultivo 

agrícola, cultivos perennes y ganadería 

 

El papel original de CETABOL era la ayuda técnica para el desarrollo agrícola en pagos de Okinawa y  

San Juan. Junto con el progreso de su desarrollo por lo que se refiere a la producción agrícola, la función de 

CETABOL se revisó tiempo después de tiempo. CETABOL ha proporcionado los servicios técnicos 

directamente e indirectamente a las sociedades bolivianas desde 1980.  

 

Entonces, el Japón la Agencia de Cooperación Internacional (JICA) decidió que el papel de CETABOL 

bajo la dirección directa por JICA fue completado, mientras juzgando de la situación de desarrollo de esos 

pagos y la reciente estrategia japonesa en la cooperación. Por otro lado, JICA reconoció la necesidad por el 

funcionamiento extenso de CETABOL en un esquema de Proyecto-tipo la Cooperación Técnica para la 

promoción de producción agrícola del Departamento de Santa Cruz a través del establecimiento de 

CETABOL como la investigación técnica y estación de la extensión. Después de una serie de discusiones 

entre JICA y las organizaciones relacionadas de Bolivia en la ejecución del proyecto, el Ministerio de 

Desarrollo Rural Agropecuario y Medio Ambiente, Prefectura de Santa Cruz y JICA estaban de acuerdo la 

ejecución del proyecto y firmaron en las minutas de comprensiones (M/U) el 21 de febrero de 2001. 

 

Con el fin de prestar diversas técnicas y conocimientos a los productores agropecuarios de la región, desde 

el 2001, JICA ejecuta el Proyecto de Asistencia Técnica de granja de pruebas agropecuaria generales 

(CETABOL 1) En la evaluación de conclusión del proyecto efectuado el 2004, la Misión de Consulta 

(Evaluación Final) para el Proyecto concluyó que se podrán conseguir las metas propuestas dentro del 

periodo del proyecto. 

 

En Septiembre de 2004, El Gobierno de Bolivia solicita Al Gobierno de Japón el Proyecto CETABOL 2 

que tiene como meta aplicar los logros de CETABOL1 para un desarrollo sostenible de los productores 

bolivianos y productores Nikkei (Descendientes japoneses). Recibiendo la solicitud, El gobierno de Japón 

considera que este proyecto aportará al desarrollo agropecuario de Bolivia y como resultado, en Diciembre 

de 2004, JICA realiza el estudio de evaluación preliminar considerando diversas alternativas de 

cooperación, además de identificar la necesidad de fortalecer los sistemas de desarrollo agropecuario y 

difusión. En Marzo de 2005, JICA envía una misión de estudio y discusión para la implepeteción, y luego 

de realizadas las discusiones entre el Gobierno Boliviano y la Misión, se intercambiaron firmas del Récord 

de Discusiones para la Ejecución (R/D) de inicio del Proyecto. El Proyecto está siendo ejecutado en un 

periodo de 5 años a partir de Abril de 2005. 

En esta ocasión, en Diciembre de 2007, se envió una Misión de Consulta (Evaluación Intermedia) para el 

  61



 

Proyecto con el fin de evaluar el grado de avance en general del proyecto e identificar los desafíos a 

enfrentar además de asimilar las lecciones pasadas. 

 

En esta ocasión, en Diciembre de 2007, se envió una Misión de Consulta para el Proyecto con el fin de 

evaluar el grado de avance en general del proyecto e identificar los desafíos a enfrentar además de asimilar 

las lecciones pasadas. 

 

Al finalizar el Proyecto, el Centro Tecnológico Agropecuario en Bolivia (CETABOL) se espera que 

funcione como un centro base para mejorar y difundir las técnicas agrícolas en el Departamento de Santa 

Cruz, la cual puede proporcionar investigaciones, desarrollo de técnicas y actividades de extensión 

considerando las necesidades sociales. En 2010, las actividades funcionales y las facilidades de CETABOL 

están siendo transferidas a la nueva organización, la cual será establecido por la Cooperativa Agropecuaria 

Integral Colonias Okinawa (CAICO) y la Cooperativa Agropecuaria Integral San Juan de Yapacaní 

(CAISY), y luego CETABOL será utilizado continuamente para el desarrollo de la agricultura en Bolivia. 

 

２－１ Resumen del Proyecto (De acuerdo al PDM de Evaluación, Anexo  

Los objetivos del Proyecto descritos en el Plan Maestro del Récord de Discusiones (R/D) para la 

Ejecución son los siguientes: 

 

２－２－１ Objetivo Superior 

  Las técnicas agrícolas sustentables son difundidas en la zona del trópico húmedo del Departamento de 

Santa Cruz. 

 

２－２－２ Objetivo del Proyecto 

  Se prepara la base en el Centro Tecnológico Agropecuario en la República de Bolivia (CETABOL) como 

centro de referencia para mejorar y difundir las técnicas agrícolas en la zona del trópico húmedo del 

departamento de Santa Cruz, Bolivia. 

 

２－２－３ Resultados 

1. Se prepara el sistema para recopilar y verificar las técnicas e informaciones agropecuarias. 

2. Se prepara el sistema para poner en práctica la difusión de las técnicas agropecuarias verificadas. 

3. Se prepara el sistema para realizar pruebas, análisis y otros de laboratorio como institución 

reconocida por organismos oficiales. 

4. Se prepara el sistema para proveer servicios técnicos para una producción agrícola estable. 

 

２－２－４ Actividades 

1-1 Establecer un organismo para la obtención de información sobre tecnología agropecuaria 
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1-2 Efectuar la recopilación y análisis de información para control de plagas, enfermedades y 

maleza. 

1-3  Efectuar la recopilación y análisis de la información tecnológica relacionada a los fertilizantes 

para el suelo. 

1-4  Efectuar la recopilación y análisis de la información tecnológica relacionada al ganado bovino 

de carne. 

2-1 Se construyen herramientas y organismos para difundir diversas tecnologías. 

2-2  Reajustar los indicadores de control de enfermedades, plagas y maleza 

2-3  Facilitar información relacionada a la orientación de fertilizantes y al uso apropiado de 

terrenos agrícolas basado en el diagnóstico del suelo. 

2-4  Elaborar manuales técnicos relacionados al ganado bovino de carne. 

2-5  Realizar una administración de centro respondiendo a las demandas de las colonias y 

localidades. 

3-1  Preparar un laboratorio que pueda realizar análisis compatibles con los estándares  

3-2  Elaborar manuales de metodología de análisis y medidas de seguridad. 

3-3  Se forman recursos humanos que administran los laboratorios y granjas de prueba. 

3-4  Asistir los trámites de obtención de certificaciones de organismos alternativos 

3-5  Efectuar análisis de suelos, forraje y calidad del agua además de pruebas de efectos de los 

fertilizantes. 

4-1  Efectuar la expansión del régimen de préstamo de ganado bovino y administrar la remate de 

estos. 

4-2 Se efectúa el servicio de contratos relacionados a la producción de lácteos y carne. 

4-3 Efectuar el servicio de contratos agrarios. 

 

3. METODOLOGÍA DE LA EVALUACIÓN 
 

３－１ Puntos de Evaluación 

La evaluación del proyecto fue conducida en base a los puntos 1 al  

 

(a) Análisis de los Logros 

Análisis de las movilizaciones, progreso de las actividades, grado de avance del objetivo del proyecto en 

pase a la planificación del proyecto (R/D, M/M, PDM, PO) 

 

(b) Análisis del proceso de ejecución 

 

(c) 5 criterios de Evaluación 

La Evaluación fue realizada desde los puntos de vista basados en los siguientes 5 criterios: 
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(1) Relevancia 

La relevancia del Proyecto se entiende como la validez del objetivo real del proyecto en su meta 

global en conexión con la política de desarrollo y desenvolvimiento del gobierno boliviano y las 

necesidades de los beneficiarios teniendo en cuenta la relación entre los objetivos en los distintos 

niveles el PDM. 

 

(2) Efectividad 

La efectividad involucra hasta qué punto el Objetivo del Proyecto en el PDM se ha logrado, o se 

espera lograr en relación a lo desarrollado por el Proyecto.  

 

(3) Eficiencia 

Se analiza eficacia de la ejecución del proyecto teniendo en cuenta la relación entre los resultados y lo 

propuesto en el PDM a fin de determinar, calidad y cantidad de lo logrado. 

 

(4) Impacto 

El impacto es confirmado evaluando los cambios positivos y negativos, imprevistos, directos e 

indirectos con relación a los resultados del Proyecto. Inclusive el impacto del Proyecto en la Meta 

Global del PDM, como cambio positivo. 

 

(5) Sostenibilidad 

La sostenibilidad del Proyecto es evaluada según los siguientes aspectos; organizacional, financieros y 

técnicos siendo examinados hasta qué punto pueden sostenerse luego de la culminación del proyecto. 

 

３－２ Metodología de la evaluación 

El Proyecto fue evaluado por la comisión evaluadora compuesta por técnicos japoneses. La comisión ha 

visitado todo los locales de ejecución del proyecto y oído alocuciones técnicas de expertos Japoneses, así 

como también del staff del proyecto.   

  

Para dirigir la evaluación del proyecto con precisión y en forma eficaz, el Equipo utilizó el método PCM 

(Project Cycle Management). Dicho método está basado en el Proyecto de diseño Matriz (PDM) que 

muestra las interrelaciones lógicas entre los componentes del Proyecto.   

  

La comisión evaluadora analizó y evaluó el Proyecto teniendo en cuenta cinco criterios de evaluación 

basados en el PDM y han elaborado un resumen de los resultados. Finalmente, la comisión realizo un 

conjunto de recomendaciones y lecciones en base a lo aprendido.  
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4. LOGROS DEL PROYECTO 
 

４－１ Resultados de la movilización  

La movilización del lado japonés fue la siguiente  

 

(1) Envío de Expertos Japoneses (Especialistas) 

(1-1) Expertos de largo plazo 

Cuatro expertos a largo plazo de diferentes especialidades fueron enviados a lo largo del proyecto. Los 

detalles de las especialidades y periodos de envío de cada experto a largo plazo están incluidos en el 

documento adjunto (Anexo 1) 

 

(2) Provisión de equipamiento (Hasta Diciembre de 2007) 

El monto total por aprovisionamiento de equipamiento asciende a aproximadamente 336,000 $us 

(2,570,000 Bs. y 36,963,000 yenes a T/C 1$us = 7,65Bs = 110 Yenes). Los detalles del equipamiento están 

incluidos en el documento adjunto (Anexo 1) 

 

(3) Costo de Administración del Proyecto  

El monto total del costo de administración del proyecto asciendo a 1,300,000 $us (10,200,000 Bs. y 

146,000,000 Yenes al T/C actual 1$us = 7,65Bs = 110 Yenes) 

 

(4) Distribución de los funcionarios del proyecto 

Como funcionarios del proyecto, se distribuyeron 3 funcionarios al equipo de gerencia, 10 al equipo de 

servicios, 3 al equipo de producción-prueba haciendo un total de 16 funcionarios (Abril de 2004)3 ,9 y 3 de 

un total de 15 para Abril de 2006 y 3, 8 y 2 de un total de 13 para el 2007. Además, como obreros en las 

granjas, se distribuyeron 15(2005), 13(2006) y (13) Trabajadores en las granjas. Para referencia, ver el 

documento adjunto (Anexo 1) 

 

４－２ Grado de Avance del Progreso de las Actividades, Logros y Objetivos del Proyecto 

Los detalles del grado de avance de del progreso de actividades, resultados y objetivos del proyecto, están 

incluidos en la documentación adjunta (Anexo 2) 

 

(1) Actividades 

Según el PDM, las actividades del proyecto son 18 puntos, y el resumen del progreso de cada actividad es 

la siguiente: 

 

1) Se prepara el sistema para recopilar y verificar las técnicas e informaciones agropecuarias. 
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Activid

ad 
Contenido Estado de Avance 

1-1 Establecer un organismo 

para la obtención de 

información sobre tecnología 

agropecuaria. 

• Los primeros dos años del proyecto constituyeron un 
periodo de análisis del perfil del organismo para la 
obtención de datos, pero luego de la selección del software 
básico de procesamiento de información, actualmente se 
realizan activamente la recopilación de información y 
acumulación de la misma. Sin embargo, en relación a la 
aplicación de esta información, existen partes que deben 
organizarse considerando la perspectiva del futuro 
agropecuario de las colonias japonesas. 

• En la segunda mitad del 2006, se iniciaron los trabajos de 
introducción de información relacionada a la pecuaria y al 
trabajo de cultivos relacionados a la productividad. Los 
programas utilizados son: Programa ganadero, Farm Works 
y ARCView. Los resultados de las pruebas y estudios, 
incluyendo los obtenidos en el pasado, fueron convertidos a 
información digital. 

1-2 Efectuar la recopilación y 

análisis de información para 

control de plagas, 

enfermedades y maleza 

1-2 Efectuar la recopilación y análisis de información para 
control de plagas, enfermedades y maleza. 
• En Marzo del 2006, se elaboraron y distribuyeron 

lineamientos de control para la soya, trigo, arroz, cítricos y 
macadamia. También se llevó a cabo una reunión de 
explicación a los productores. 

• Se obtiene información de daños por plagas y enfermedades 
a través de búsquedas por Internet y orientaciones a los 
productores. También se coordinó con la Cooperativa de 
Okinawa efectuando estudios sobre el estado de desarrollo 
de la soya confirmando el estado de generación de 
enfermedades y plagas.  

• A solicitud de CAICO y la cooperativa agropecuaria de San 
Juan (CAISY), se efectúan estudios y cesiones de estudio 
relacionados al control de enfermedades, plagas y maleza. 
También es una oportunidad para transmitir las experiencias 
y puntos de vista acumulados por CETABOL hacia los 
miembros de ambas cooperativas agropecuarias.  

• La introducción de la información obtenida y los resultados 
de los estudios son organizados en un documento impreso. 
No obstante, es bueno fortalecer más el procesamiento 
estadístico. 

• A partir del año 2005, se hacen pruebas a 4 productos en las 
exposiciones de CAICO y CAISY. Sin embargo, los 
recursos humanos movilizados no son suficientes y las 
pruebas muestran estar estancados. 

1-3 Efectuar la recopilación y 

análisis de la información 

tecnológica relacionada a los 

fertilizantes para el suelo. 

• Se obtiene información de fertilizantes a través de 
búsquedas por Internet y orientaciones a los productores.  

• Se elabora documentación relacionada a los estándares de 
los laboratorios para garantizar los resultados de los análisis 
de suelo.  

• Se realizan pruebas de fertilizantes (2005 al 2009) 
conjuntamente con técnicos de CAICO y CAISY en soya, 
maíz, arroz y trigo. 

• La introducción de la información obtenida y los resultados 
de los estudios son organizados en un documento impreso. 
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Activid

ad 
Contenido Estado de Avance 

1-4 Efectuar la recopilación y 

análisis de la información 

tecnológica relacionada al 

ganado bovino de carne. 

• Se obtiene información a través de búsquedas por Internet y 
servicios veterinarios. 

• Se analizan medidas para el forraje en época seca, técnicas 
como el mejoramiento genético, y administración de un 
remate propia para mantener una ventaja en ventas. 

• Se recopila información a través de la participación a 
programas de capacitación relacionadas en Brasil. 

• Se efectúan pruebas realizados dentro del centro en forma 
progresiva en granjas de exposición de CAICO y CAISY. 
Aquí, se hace la base para el mejoramiento genético de las 
regiones de Okinawa y San Juan además de presentar el 
control intensivo como modelo para la introducción del 
bono de forraje auxiliar para época seca. 

 

2) Se prepara el sistema para poner en práctica la difusión de las técnicas agropecuarias verificadas. 

 

Actividad Contenido Estado de Avance 

2-1 
Se construyen herramientas 
y organismos para difundir 
diversas tecnologías. 

• Se presentan diversas tecnologías en las gacetas de CAICO 
y CAISY. También se elabora y distribuye manuales 
técnicos resumiendo los resultados de las de los exámenes 
y las pruebas.  

• Se planifican y efectúan seminarios, cursillos y 
capacitaciones en cada gestión. 

2-2 

Reajustar los indicadores de 
control de enfermedades, 
plagas y maleza 

• Se transmiten técnicas de control de enfermedades y plagas 
en oportunidades de exposición como “Día de CAICO” o 
“Día de CAISY” 

• En Marzo del 2003, se reajustó el manual técnico de 
indicadores de control de enfermedades, plagas y maleza 
en la soya y otros productos. En cuanto a la soya, se hizo 
un reajuste complementario en Noviembre del 2006.  

2-3 Facilitar información 
relacionada a la orientación 
de fertilizantes y al uso 
apropiado de terrenos 
agrícolas basado en el 
diagnóstico del suelo. 

• Se publica información relacionada al diagnóstico del 
suelo en oportunidades de exposiciones públicas. 

• Se considera la elaboración del manual técnico “Manual 
para interpretar el resultado del análisis del suelo” 
(Provisional) dirigido a técnicos de CAICO y CAISY  

2-4 

Elaborar manuales técnicos 
relacionados al ganado 
bovino de carne. 

• Se publica información relacionada a las técnicas de 
control de cría en oportunidades de exposiciones públicas. 

• Se prepara la elaboración de manuales técnicos 
relacionados a la administración de cría intensiva. 

• Se elaboró y distribuyó el “Manual de manejo para 
engorde de ganado bovino” (Marzo del 2006) 

• Se tiene planeado elaborar el “Manual relacionado al 
sistema de rotación de cultivos” hasta Marzo del 2008 
luego la siguiente rotación de cultivos con pastizales.  
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2-5 

Realizar una administración 
de centro respondiendo a las 
demandas de las colonias y 
localidades. 

• La ejecución de los análisis y diagnósticos de suelo, 
diagnóstico de enfermedades y plagas además de los 
servicios relacionados a la pecuaria, son canales abiertos 
cotidianamente con el productor contribuyendo al 
conocimiento de los problemas. 

• Se orienta estratégicamente utilizando manuales técnicos 
relacionados a temas de gran importancia como ser la 
generación de roya en la soya. 

 

3) Se prepara el sistema para realizar pruebas, análisis y otros de laboratorio como institución reconocida   

  por organismos oficiales. 

Actividad Contenido Estado de Avance 

3-1 

3-1 Preparar un laboratorio 
que pueda realizar análisis 
compatibles con los 
estándares  

• Se elaboró un proyecto interno para compatibilizar el 
laboratorio de análisis con los estándares y se iniciaron los 
siguientes trabajos: 
1. Inventario de material, equipo y reactivos. 2. Plan de 
refacción 3. Manual de medidas de seguridad 4. Manual de 
metodologías de análisis Entre otros. 

• En Agosto del 2006 se elaboró un reglamento interno 
provisional. 

• En Marzo del 2003 se modificó para compatibilizar el 
laboratorio de análisis a los estándares. 

3-2 

3-2 Elaborar manuales de 
metodología de análisis y 
medidas de seguridad. 

• Se estudiaron las medidas de seguridad de laboratorios de 
análisis químico en países cercanos (Puerto Rico, Madrid), 
y se introdujeron aspectos sobre el uso de equipo y 
reactivos dentro del reglamento interno provisional. 

• Se elaboró un manual de metodologías de análisis de 
suelos y forraje según los estándares exigidos por el ISO 
9001. 

3-3 

3-3 Se forman recursos 
humanos que administran 
los laboratorios y granjas de 
prueba. 

• Debido a que se analiza el plan de formación de recursos 
humanos para el futuro dentro del comité de deliberación 
de transferencia, la formación de recursos humanos en sí se 
realizará durante la segunda mitad. 

• Los miembros del laboratorio participaron en la 
capacitación para la obtención de la certificación ISO 
9001, obtuvieron la capacidad de elaborar los documentos 
de solicitud. 

3-4 

3-4 Asistir los trámites de 
obtención de certificaciones 
de organismos alternativos 

• Los trabajos acordados luego de la transferencia son las 
siguientes 
1. Relacionados a los productos (Formulación de planes de 
uso de tierras agrícolas y orientación sobre la 
administración de suelos, pruebas de efectos de los 
fertilizantes, pruebas de control de enfermedades y plagas, 
evaluación de resistencia a las enfermedades para la 
selección de especies) 
2. Relacionados al análisis (Suelos, cuerpo vegetal, calidad 
del agua, forraje), Relacionados a las capacitaciones y 
difusión. 

• Debido a que no se concluyó la instalación de organismos 
alternativos, no existe asistencia. 
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3-5 
3-5 Efectuar análisis de 
suelos, forraje y calidad del 
agua además de pruebas de 
efectos de los fertilizantes. 

• Se efectúan análisis de suelos, elementos nutritivos, 
calidad del agua y forraje además de pruebas de efectos de 
los fertilizantes en forma cotidiana. 

• Se hace énfasis en la importancia de los análisis y pruebas 
en ocasiones de exposiciones públicas, además de hacerlo 
a través de los servicios cotidianos de análisis y 
diagnóstico de suelos. 

 

4) Se prepara el sistema para proveer servicios técnicos para una producción agrícola estable. 

 

Actividad Contenido Estado de Avance 

4-1 

4-1 Efectuar la expansión 
del régimen de préstamo de 
ganado bovino y administrar 
la remate de estos. 

• En las exposiciones públicas, se explica la efectividad de la 
vaca superior, y se trata de expandir el régimen. 

• El préstamo de los sementales tiene un incremento en cada 
año por lo que es necesario expandir la magnitud de 
producción. 

• El número de realizaciones de los remates en CAICO, y el 
número de cabezas que se exhiben están en incremento. Se 
asiste y prepara la instalación de una remate en CAISY 
para Septiembre del 2007 

4-2 

4-2 Se efectúa el servicio de 
contratos relacionados a la 
producción de lácteos y 
carne. 

• Los servicios de veterinaria (Reproducción) son efectuados 
de manera que toma el trabajo de CAICO por lo que no 
existe un reglamento propio. 

• Los productores de ganado bovino de carne constituyen un 
20 al 30%(60 familias) de agricultores de la colonia, y 
aunque la producción en silos es pequeña, las peticiones 
son realizadas cada año.  

• Existen 6 lugares para el servicio de veterinaria (Solo 
reproducción) en Okinawa, pero se presta servicios a 
aproximadamente 1000 cabezas. 

4-3 

4-3 Efectuar el servicio de 
contratos agrarios. 

• Los productores agrarios en Okinawa constituyen 200 
familias y realizan actividades de siembra, esparcimiento 
de pesticidas y cosecha además de proveer el servicio de 
reproducción de ganado bovino lechero. 

• Existen reglamentos relacionados a la siembra, 
esparcimiento de pesticidas y cosecha. 

• Las demandas de los servicios de cosecha de soya y trigo 
son altas 

• Las demandas de los servicios de esparcimiento de 
herbicidas, plaguicidas e insecticidas son altos. 

 

(2) Grado de avance de los resultados 

(2-1) Grado de avance del resultado 1  

  Desde que se definió el software de la base de datos en la segunda mitad del 2006 los estudios y la 

recopilación e introducción de datos entraron en la etapa plena. En la gestión 2007, se envió una misión de 

estudio a lugares que fungen como modelo de obras, como ser, el Estado de Paraná en Brasil con el fin de 

analizar la formación del modelo de CETABOL. La organización de la base de datos continúa en sus 

inicios y se debe fortalecer en la segunda mitad del proyecto. 
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(2-2) Grado de avance del Resultado 2 

Se avanza en la difusión por publicaciones en las gacetas de las cooperativas y la facilitación de técnicas 

a través de cursillos. Cada manual es elaborado sobrepasando los objetivos. Además, en los días de 

publicación de cada año, se exponen los resultados de las pruebas y se desarrollan numerosos cursillos. 

 

(2-3) Grado de avance del Resultado 3 

Se trató de hacer una preparación del régimen con miras a la certificación ISO, pero como resultado de 

haber analizado el régimen de certificación de Bolivia, se modificó la política en sentido de no obtener la 

certificación. 

 

(2-4) Grado de avance del Resultado 4 

Los préstamos de sementales criados y los trabajos encargados del ganado bovino lácteo y de carne superan 

los objetivos y en cuanto a las remates, a este paso se podrá lograr el objetivo de realizar 5 remates en la 

última gestión. Se piensa que esto refleja un buen avance. 

 

(3) Grado de avance del objetivo del proyecto 

 El reglamento de ejecución de operaciones y el plan de control y administración de CETABOL se 

encuentran en etapa de formulación pero estos serán presentados durante el 2008. 

 

5. Resultados de la evaluación de los 5 Criterios 
 

Tomando en cuenta los resultados del estudio relacionados al grado de avance en el plan del proyecto, se 

efectuó la evaluación en función de los 5 criterios. Los resultados detallados de la evaluación están 

incluidos en el documento adjunto (Anexo 3) 

 

 

(5-1) Relevancia 

  El grado de relevancia de la ejecución del proyecto es alto. 

En el presente proyecto, se desarrollan las técnicas acumuladas hasta la cooperación de 5 años en la fase 1, 

a través de la difusión agropecuaria. También se intenta preparar las bases para cuando concluya el 

proyecto construyendo un sistema que aporte al desarrollo permanente de las regiones agropecuarias en 

torno al Departamento de Santa Cruz. 

 

(5-2) Efectividad 

  La efectividad de la ejecución del proyecto es media 

  A partir de los conocimientos y experiencias de producción agropecuaria en regiones tropicales 

acumuladas durante muchos años, se concentran las actividades a 4 desafíos sintetizados considerando las 
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necesidades de las regiones. Debido a esto, se considera que se aproxima a la construcción de una 

organización de administración agropecuaria de la región, lo que es el objetivo del proyecto. 

 

(5-3) Eficiencia 

  Se considera que la eficiencia en general, tiene un nivel satisfactorio. 

Las movilizaciones y procesos de ejecución son llevadas a cabo bajo la dirección del lado japonés, por lo 

que las actividades son desarrolladas de acuerdo a la planificación. En ese momento, se las desarrolla 

utilizando eficazmente los equipos anteriores y movilizando el mínimo de expertos. 

 

(5-4) Impacto 

  Se pueden esperar algunos impactos positivos. 

  Los impactos del presente proyecto se centran en productores nikkei, pero el proyecto también efectúa 

asistencias hacia instituciones bolivianas relacionadas por lo que a través de las instituciones bolivianas que 

recibieron asistencia técnica, se espera que se comprenda la efectividad del centro tecnológico agropecuario 

en Bolivia, y de esta manera, se incrementen las oportunidades acceso al centro 

  También, el Centro Tecnológico Agropecuario en Bolivia, continúa admitiendo estudiantes de 

investigación de tesis y pasantes de universidades y facultades técnicas, además de realizar investigaciones 

conjuntas con el centro nacional de mejoramiento de ganado bovino (CNMGB) y el Centro de 

Investigación Agrícola Tropical (CIAT), por lo que hace un gran aporte a la formación de recursos humanos 

y al mejoramiento de las técnicas. 

 

(5-5) Sostenibilidad 

  Aunque se encuentran algunos desafíos, se piensa que se garantiza la sostenibilidad. 

  Para que las operaciones de CETABOL puedan ser realizadas continuamente luego de la conclusión 

del proyecto, se trata de revisar las actividades del proyecto y se estructura un sistema de ejecución con 

miras a la conclusión del proyecto. Aquí, se busca diversificar las fuentes de recursos y las relaciones con 

otras instituciones, y se piensa que desarrollar esto de manera activa, aporta en grande a la sostenibilidad 

del centro. El estado de mantenimiento y administración de la infraestructura y equipamiento son buenas y 

no presentan problemas para uso futuro. 

 

6. Conclusiones 
 

La evaluación se basó en el objetivo del proyecto, logros y actividades descritos en el Diseño Matriz del 

Proyecto (PDM) acordado entre ambas partes de Bolivia y Japón para estudiar los logros, resultados y 

proceso de ejecución desde el inicio del presente proyecto hasta la fecha. La evaluación fue realizada 

centrándose en la relevancia y eficiencia del proyecto. El proyecto fue evaluado generalmente basado en su 

planificación y se llegó a la conclusión que se está obteniendo los resultados para la primera etapa.  
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 Tanto el Objetivo Superior como el Objetivo del Proyecto tienen coherencia con las Políticas de Estado de 

Bolivia y las políticas de obras de Japón por lo que se puede decir que existe relevancia en la ejecución del 

proyecto. Además, gracias a la apropiada movilización de las instituciones relacionadas, el proyecto se 

desarrolla con normalidad y según el plan de actividades (PO) y se empiezan a generar resultados. Por esto, 

existe una alta posibilidad de asegurar la alta efectividad del proyecto. De ahora en adelante, para que las 

instituciones receptoras puedan administrar el proyecto luego de su conclusión, es importante tratar de 

fortalecer el sistema de ejecución durante el periodo del proyecto en sentido de personal, financiero y 

reglamentación para así trabajar en el aseguramiento de la sostenibilidad.  

 

7. RECOMENDACIONES Y LECCIONES 
 
７－１ Recomendaciones 

Basados en los resultados de la evaluación, la Misión de Consulta para el Proyecto realiza las siguientes 

recomendaciones para antes de la conclusión del proyecto. 

 

(1) Modificaciones en el Diseño Matriz del Proyecto 

 Al analizar el Diseño Matriz del Proyecto Ver.1 señalado en Récord de Discusiones, (R/D), Minutas de 

las reuniones (M/M) acordados el 30 de Marzo de 2005, se piensa que es necesario una revisión del PDM. 

   Transcurrieron 2 años y medio a partir de la formulación del Diseño Matriz del Proyecto (PDM Ver.1), 

y aunque el proyecto se desarrolla de forma fluida, cambiaron las condiciones externas por lo que s 

considera necesario realizar modificaciones en detalles del proyecto. En especial, para realizar el objetivo 

del proyecto de preparar las bases como un centro para mejorar y difundir las técnicas agropecuarias, será 

importante que primeramente, se construya un sistema necesario para la sociedad regional. Es por esto, que 

es deseable revisar parte del proyecto para adecuar más el mismo a la realidad de las actividades, y por lo 

tanto, se recomiendan las siguientes modificaciones: 

 

Los principales puntos de visa para la modificación del PDR son las siguientes: 

 
1)  Al no existir modificaciones en el objetivo de ejecución del proyecto, no se modificarán ni el 

objetivo del proyecto ni el objetivo superior. 
2)  Debido a que se corrigió la planificación para la obtención de certificaciones, el Resultado 3 “Se 

prepara el sistema para realizar pruebas, análisis y otros servicios de laboratorio como institución 

reconocida por organismos oficiales” será modificado por “Se prepara el sistema y paralelamente, 

se forman recursos humanos para poder realizar pruebas y análisis equivalentes al de una institución 

certificada oficialmente”. 

3)  Las actividades serán corregidas y modificadas de acuerdo a la realidad (2-2, 2-4, 2-6) 

4)  En cuanto a los criterios para evaluar el grado de avance, estos se modificarán a criterios más 
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acordes con la realidad debido a que no fueron puntos suficientes para realizar la medición. 

5) Paralelamente a la modificación de los criterios, se modifican partes de los métodos de recopilación 
de datos para los criterios. 

 

 

El documento modificado del Diseño Matriz del Proyecto (PDM Ver.2) fue incluido como documento 

adjunto (Anexo 4) 

 

 

 

(2) Asistencia para la realización de la Ejecución de Trabajos Anticipados por parte de las instituciones 

receptoras 

   Para alcanzar el objetivo del proyecto “Preparar las bases como un centro para mejorar y difundir las 

técnicas agropecuarias”, es importante que antes de la conclusión del proyecto, las instituciones receptoras 

del Centro Tecnológico Agropecuario de Bolivia acepten los trabajos y asimilen los conocimientos 

administrativos preparando así, el sistema de ejecución del Centro. Se requiere que el equipo del proyecto 

realice una asistencia en segundo plano para poder concluir tempranamente con los trámites de 

transferencia y las instituciones receptoras puedan distribuir el personal y puedan administrar los trabajos 

tomando en cuenta el sistema luego de la transferencia.  

 

(3) Fortalecimiento de la comunicación y fomento a la unificación de opiniones con las instituciones 

relacionadas 

   Para realizar uno de los criterios para medir al grado de avance “Se aprueba el reglamento de ejecución 

de operaciones y plan de control y administración de CETABOL por parte de las instituciones receptoras.”, 

El equipo del proyecto debe guiar a la elaboración de un plan realista verificando la intención de las 

cooperativas nikkei que son las instituciones relacionadas. Para esto, se debe asistir la realización de 

reuniones periódicas entre las cooperativas de Okinawa y San Juan, y también en otros momentos, se deben 

realizar intercambios de opiniones a través de los recursos humanos que fungen como ventanillas de cada 

cooperativa, y de esta manera, evitar la parcialización o estancamiento de la información y desarrollar la 

unificación de las opiniones de los actores relacionados. 

 

７－２ Lecciones aprendidas del proyecto 

1) Los indicadores evaluables del PDM deberán ser fijados cuidadosamente considerando la variacion en el 

grupo del area objetivo, y los datos fundamentales y las informaciones concernientes a los indicadores 

deben ser monitoreados periodicamente para evaluar el proyecto de una manera simple y clara. 
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1.
 U

bi
ca

ci
ón

 d
e 

la
 c

on
tr

ap
at

e 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
N

om
br

e

 

 
Es

pe
ci

al
id

ad
 

Pe
rio

do
 d

e 
as

ig
na

ci
ón

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

K
en

ji 
B

ra
vo

 
C

oo
rd

in
ac

ió
nC

A
IC

O
-C

ET
A

B
O

L 
01

/0
5/

07
 –

 3
1/

03
 /1

0
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
O

sc
ar

 Is
hi

za
w

a 
C

oo
rd

in
ac

ió
nC

A
IS

Y
-C

ET
A

B
O

L 
06

/0
7/

07
 –

 3
1/

03
/1

0
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
2.

 A
po

rt
es

 d
e 

la
s c

oo
pe

ra
tiv

as
 n

ik
ke

i 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
Pr

es
ta

m
o 

gr
at

ui
to

 d
el

 te
rr

en
o 

po
r l

a 
co

lo
ni

a 
O

ki
na

w
a 

2 
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Ta
bl

a 
de

 lo
gr

os
 

 
N

om
br

e 
de

 P
ro

ye
ct

o:
 C

en
tr

o 
Te

cn
ol

óg
ic

o 
A

gr
op

ec
ua

ri
o 

en
 B

ol
iv

ia
 (C

E
TA

B
O

L
) F

as
e 

II
 

N
ot

a:
 L

og
ro

s h
as

ta
 N

ov
ie

m
br

e 
de

 2
00

7 
 

R
es

um
en

 d
el

 P
ro

ye
ct

o 
/ A

ct
iv

id
ad

 
Pl

an
ifi

ca
da

 
H

er
ra

m
ie

nt
as

 d
e 

O
bt

en
ci

ón
 

de
 D

at
os

 
L

og
ro

s d
e 

la
s A

ct
iv

id
ad

es
 

G
ra

do
 

de
 

av
an

ce
 

1-
1 

Es
ta

bl
ec

er
 u

n 
or

ga
ni

sm
o 

pa
ra

 la
 o

bt
en

ci
ón

 d
e 

in
fo

rm
ac

ió
n 

so
br

e 
te

cn
ol

og
ía

 a
gr

op
ec

ua
ria

. 

In
fo

rm
e 

de
 C

ET
A

B
O

L,
 

D
oc

um
en

ta
ci

ón
 d

el
 p

ro
ye

ct
o,

 
en

tre
vi

st
as

. 

• 
Lo

s 
pr

im
er

os
 d

os
 a

ño
s 

de
l p

ro
ye

ct
o 

co
ns

tit
uy

er
on

 u
n 

pe
rio

do
 d

e 
an

ál
is

is
 d

el
 p

er
fil

 d
el

 
or

ga
ni

sm
o 

pa
ra

 la
 o

bt
en

ci
ón

 d
e 

da
to

s, 
pe

ro
 lu

eg
o 

de
 la

 s
el

ec
ci

ón
 d

el
 s

of
tw

ar
e 

bá
si

co
 d

e 
pr

oc
es

am
ie

nt
o 

de
 in

fo
rm

ac
ió

n,
 a

ct
ua

lm
en

te
 s

e 
re

al
iz

an
 a

ct
iv

am
en

te
 la

 r
ec

op
ila

ci
ón

 d
e 

in
fo

rm
ac

ió
n 

y 
ac

um
ul

ac
ió

n 
de

 la
 m

is
m

a.
 S

in
 e

m
ba

rg
o,

 e
n 

re
la

ci
ón

 a
 la

 a
pl

ic
ac

ió
n 

de
 

es
ta

 in
fo

rm
ac

ió
n,

 e
xi

st
en

 p
ar

te
s 

qu
e 

de
be

n 
or

ga
ni

za
rs

e 
co

ns
id

er
an

do
 la

 p
er

sp
ec

tiv
a 

de
l 

fu
tu

ro
 a

gr
op

ec
ua

rio
 d

e 
la

s c
ol

on
ia

s j
ap

on
es

as
. 

• 
En

 la
 s

eg
un

da
 m

ita
d 

de
l 2

00
6,

 s
e 

in
ic

ia
ro

n 
lo

s 
tra

ba
jo

s 
de

 in
tro

du
cc

ió
n 

de
 in

fo
rm

ac
ió

n 
re

la
ci

on
ad

a 
a 

la
 p

ec
ua

ria
 y

 a
l t

ra
ba

jo
 d

e 
cu

lti
vo

s 
re

la
ci

on
ad

os
 a

 la
 p

ro
du

ct
iv

id
ad

. L
os

 
pr

og
ra

m
as

 u
til

iz
ad

os
 s

on
: P

ro
gr

am
a 

ga
na

de
ro

, F
ar

m
 W

or
ks

 y
 A

R
C

V
ie

w.
 L

os
 re

su
lta

do
s 

de
 la

s 
pr

ue
ba

s 
y 

es
tu

di
os

, i
nc

lu
ye

nd
o 

lo
s 

ob
te

ni
do

s 
en

 e
l p

as
ad

o,
 f

ue
ro

n 
co

nv
er

tid
os

 a
 

in
fo

rm
ac

ió
n 

di
gi

ta
l. 

2 

1-
2 

Ef
ec

tu
ar

 la
 re

co
pi

la
ci

ón
 y

 a
ná

lis
is

 d
e 

in
fo

rm
ac

ió
n 

pa
ra

 c
on

tro
l d

e 
pl

ag
as

, e
nf

er
m

ed
ad

es
 

y 
m

al
ez

a.
 

In
fo

rm
e 

de
 C

ET
A

B
O

L,
 

D
oc

um
en

ta
ci

ón
 d

el
 p

ro
ye

ct
o,

 
en

tre
vi

st
as

. 

• 
En

 M
ar

zo
 d

el
 2

00
6,

 s
e 

el
ab

or
ar

on
 y

 d
is

tri
bu

ye
ro

n 
lin

ea
m

ie
nt

os
 d

e 
co

nt
ro

l p
ar

a 
la

 s
oy

a,
 

tri
go

, a
rr

oz
, c

ítr
ic

os
 y

 m
ac

ad
am

ia
. T

am
bi

én
 se

 ll
ev

ó 
a 

ca
bo

 u
na

 re
un

ió
n 

de
 e

xp
lic

ac
ió

n 
a 

lo
s p

ro
du

ct
or

es
. 

• 
Se

 o
bt

ie
ne

 in
fo

rm
ac

ió
n 

de
 d

añ
os

 p
or

 p
la

ga
s 

y 
en

fe
rm

ed
ad

es
 a

 tr
av

és
 d

e 
bú

sq
ue

da
s 

po
r 

In
te

rn
et

 y
 o

rie
nt

ac
io

ne
s 

a 
lo

s 
pr

od
uc

to
re

s. 
Ta

m
bi

én
 s

e 
co

or
di

nó
 c

on
 la

 C
oo

pe
ra

tiv
a 

de
 

O
ki

na
w

a 
ef

ec
tu

an
do

 e
st

ud
io

s 
so

br
e 

el
 e

st
ad

o 
de

 d
es

ar
ro

llo
 d

e 
la

 s
oy

a 
co

nf
irm

an
do

 e
l 

es
ta

do
 d

e 
ge

ne
ra

ci
ón

 d
e 

en
fe

rm
ed

ad
es

 y
 p

la
ga

s. 
  

• 
A

 s
ol

ic
itu

d 
de

 C
A

IC
O

 y
 la

 c
oo

pe
ra

tiv
a 

ag
ro

pe
cu

ar
ia

 d
e 

Sa
n 

Ju
an

 (C
A

IS
Y

), 
se

 e
fe

ct
úa

n 
es

tu
di

os
 y

 c
es

io
ne

s 
de

 e
st

ud
io

 r
el

ac
io

na
do

s 
al

 c
on

tro
l 

de
 e

nf
er

m
ed

ad
es

, 
pl

ag
as

 y
 

m
al

ez
a.

 T
am

bi
én

 e
s 

un
a 

op
or

tu
ni

da
d 

pa
ra

 tr
an

sm
iti

r 
la

s 
ex

pe
rie

nc
ia

s 
y 

pu
nt

os
 d

e 
vi

st
a 

ac
um

ul
ad

os
 p

or
 C

ET
A

B
O

L 
ha

ci
a 

lo
s m

ie
m

br
os

 d
e 

am
ba

s c
oo

pe
ra

tiv
as

 a
gr

op
ec

ua
ria

s. 
 

• 
La

 i
nt

ro
du

cc
ió

n 
de

 l
a 

in
fo

rm
ac

ió
n 

ob
te

ni
da

 y
 l

os
 r

es
ul

ta
do

s 
de

 l
os

 e
st

ud
io

s 
so

n 
or

ga
ni

za
do

s 
en

 u
n 

do
cu

m
en

to
 i

m
pr

es
o.

 N
o 

ob
st

an
te

, 
es

 b
ue

no
 f

or
ta

le
ce

r 
m

ás
 e

l 
pr

oc
es

am
ie

nt
o 

es
ta

dí
st

ic
o.

 
• 

A
 p

ar
tir

 d
el

 a
ño

 2
00

5,
 s

e 
ha

ce
n 

pr
ue

ba
s 

a 
4 

pr
od

uc
to

s 
en

 la
s 

ex
po

si
ci

on
es

 d
e 

C
A

IC
O

 y
 

C
A

IS
Y.

 S
in

 e
m

ba
rg

o,
 l

os
 r

ec
ur

so
s 

hu
m

an
os

 m
ov

ili
za

do
s 

no
 s

on
 s

uf
ic

ie
nt

es
 y

 l
as

 
pr

ue
ba

s m
ue

st
ra

n 
es

ta
r e

st
an

ca
do

s. 

3 

ACTIVIDADES 

1-
3 

Ef
ec

tu
ar

 la
 re

co
pi

la
ci

ón
 y

 a
ná

lis
is

 d
e 

la
 

in
fo

rm
ac

ió
n 

te
cn

ol
óg

ic
a 

re
la

ci
on

ad
a 

a 
lo

s 
fe

rti
liz

an
te

s p
ar

a 
el

 su
el

o.
 

In
fo

rm
e 

de
 C

ET
A

B
O

L,
 

D
oc

um
en

ta
ci

ón
 d

el
 p

ro
ye

ct
o,

 
en

tre
vi

st
as

. 

• 
Se

 
ob

tie
ne

 
in

fo
rm

ac
ió

n 
de

 
fe

rti
liz

an
te

s 
a 

tra
vé

s 
de

 
bú

sq
ue

da
s 

po
r 

In
te

rn
et

 
y 

or
ie

nt
ac

io
ne

s a
 lo

s p
ro

du
ct

or
es

. 
 

• 
Se

 e
la

bo
ra

 d
oc

um
en

ta
ci

ón
 r

el
ac

io
na

da
 a

 l
os

 e
st

án
da

re
s 

de
 l

os
 l

ab
or

at
or

io
s 

pa
ra

 
ga

ra
nt

iz
ar

 lo
s r

es
ul

ta
do

s d
e 

lo
s a

ná
lis

is
 d

e 
su

el
o.

  
• 

Se
 r

ea
liz

an
 p

ru
eb

as
 d

e 
fe

rti
liz

an
te

s 
(2

00
5 

al
 2

00
9)

 c
on

ju
nt

am
en

te
 c

on
 t

éc
ni

co
s 

de
 

C
A

IC
O

 y
 C

A
IS

Y
 e

n 
so

ya
, m

aí
z,

 a
rr

oz
 y

 tr
ig

o.
 

3 

76



 
R

es
um

en
 d

el
 P

ro
ye

ct
o 

/ A
ct

iv
id

ad
 

Pl
an

ifi
ca

da
 

H
er

ra
m

ie
nt

as
 d

e 
O

bt
en

ci
ón

 
de

 D
at

os
 

L
og

ro
s d

e 
la

s A
ct

iv
id

ad
es

 
G

ra
do

 
de

 
av

an
ce

 

 
 

• 
La

 i
nt

ro
du

cc
ió

n 
de

 l
a 

in
fo

rm
ac

ió
n 

ob
te

ni
da

 y
 l

os
 r

es
ul

ta
do

s 
de

 l
os

 e
st

ud
io

s 
so

n 
or

ga
ni

za
do

s e
n 

un
 d

oc
um

en
to

 im
pr

es
o.

 
 

1-
4 

Ef
ec

tu
ar

 la
 re

co
pi

la
ci

ón
 y

 a
ná

lis
is

 d
e 

la
 

in
fo

rm
ac

ió
n 

te
cn

ol
óg

ic
a 

re
la

ci
on

ad
a 

al
 g

an
ad

o 
bo

vi
no

 d
e 

ca
rn

e.
 

In
fo

rm
e 

de
 C

ET
A

B
O

L,
 

D
oc

um
en

ta
ci

ón
 d

el
 p

ro
ye

ct
o,

 
en

tre
vi

st
as

. 

• 
Se

 o
bt

ie
ne

 in
fo

rm
ac

ió
n 

a 
tra

vé
s d

e 
bú

sq
ue

da
s p

or
 In

te
rn

et
 y

 se
rv

ic
io

s v
et

er
in

ar
io

s. 
• 

Se
 a

na
liz

an
 m

ed
id

as
 p

ar
a 

el
 f

or
ra

je
 e

n 
ép

oc
a 

se
ca

, 
té

cn
ic

as
 c

om
o 

el
 m

ej
or

am
ie

nt
o 

ge
né

tic
o,

 y
 a

dm
in

is
tra

ci
ón

 d
e 

un
 re

m
at

e 
pr

op
ia

 p
ar

a 
m

an
te

ne
r u

na
 v

en
ta

ja
 e

n 
ve

nt
as

. 
• 

Se
 r

ec
op

ila
 i

nf
or

m
ac

ió
n 

a 
tra

vé
s 

de
 l

a 
pa

rti
ci

pa
ci

ón
 a

 p
ro

gr
am

as
 d

e 
ca

pa
ci

ta
ci

ón
 

re
la

ci
on

ad
as

 e
n 

B
ra

si
l. 

• 
Se

 e
fe

ct
úa

n 
pr

ue
ba

s 
re

al
iz

ad
os

 d
en

tro
 d

el
 c

en
tro

 e
n 

fo
rm

a 
pr

og
re

si
va

 e
n 

gr
an

ja
s 

de
 

ex
po

si
ci

ón
 d

e 
C

A
IC

O
 y

 C
A

IS
Y.

 A
qu

í, 
se

 h
ac

e 
la

 b
as

e 
pa

ra
 e

l m
ej

or
am

ie
nt

o 
ge

né
tic

o 
de

 
la

s 
re

gi
on

es
 d

e 
O

ki
na

w
a 

y 
Sa

n 
Ju

an
 a

de
m

ás
 d

e 
pr

es
en

ta
r 

el
 c

on
tro

l 
in

te
ns

iv
o 

co
m

o 
m

od
el

o 
pa

ra
 la

 in
tro

du
cc

ió
n 

de
l b

on
o 

de
 fo

rr
aj

e 
au

xi
lia

r p
ar

a 
ép

oc
a 

se
ca

. 

2 

2-
1 

Se
 c

on
st

ru
ye

n 
he

rr
am

ie
nt

as
 y

 o
rg

an
is

m
os

 p
ar

a 
di

fu
nd

ir 
di

ve
rs

as
 te

cn
ol

og
ía

s. 

In
fo

rm
e 

de
 C

ET
A

B
O

L,
 

D
oc

um
en

ta
ci

ón
 d

el
 p

ro
ye

ct
o,

 
en

tre
vi

st
as

. 

• 
Se

 p
re

se
nt

an
 d

iv
er

sa
s 

te
cn

ol
og

ía
s 

en
 l

as
 g

ac
et

as
 d

e 
C

A
IC

O
 y

 C
A

IS
Y.

 T
am

bi
én

 s
e 

el
ab

or
a 

y 
di

st
rib

uy
e 

m
an

ua
le

s 
té

cn
ic

os
 r

es
um

ie
nd

o 
lo

s 
re

su
lta

do
s 

de
 l

as
 d

e 
lo

s 
ex

ám
en

es
 y

 la
s p

ru
eb

as
. 

 
• 

Se
 p

la
ni

fic
an

 y
 e

fe
ct

úa
n 

se
m

in
ar

io
s, 

cu
rs

ill
os

 y
 c

ap
ac

ita
ci

on
es

 e
n 

ca
da

 g
es

tió
n.

 

3 

2-
2 

R
ea

ju
st

ar
 lo

s i
nd

ic
ad

or
es

 d
e 

co
nt

ro
l d

e 
en

fe
rm

ed
ad

es
, p

la
ga

s y
 m

al
ez

a 

In
fo

rm
e 

de
 C

ET
A

B
O

L,
 

D
oc

um
en

ta
ci

ón
 d

el
 p

ro
ye

ct
o,

 
en

tre
vi

st
as

. 

• 
Se

 t
ra

ns
m

ite
n 

té
cn

ic
as

 d
e 

co
nt

ro
l 

de
 e

nf
er

m
ed

ad
es

 y
 p

la
ga

s 
en

 o
po

rtu
ni

da
de

s 
de

 
ex

po
si

ci
ón

 c
om

o 
“D

ía
 d

e 
C

A
IC

O
” 

o 
“D

ía
 d

e 
C

A
IS

Y
” 

• 
En

 M
ar

zo
 d

el
 2

00
3,

 s
e 

re
aj

us
tó

 e
l 

m
an

ua
l 

té
cn

ic
o 

de
 i

nd
ic

ad
or

es
 d

e 
co

nt
ro

l 
de

 
en

fe
rm

ed
ad

es
, p

la
ga

s 
y 

m
al

ez
a 

en
 l

a 
so

ya
 y

 o
tro

s 
pr

od
uc

to
s. 

En
 c

ua
nt

o 
a 

la
 s

oy
a,

 s
e 

hi
zo

 u
n 

re
aj

us
te

 c
om

pl
em

en
ta

rio
 e

n 
N

ov
ie

m
br

e 
de

l 2
00

6.
  

3 

2-
3 

Fa
ci

lit
ar

 in
fo

rm
ac

ió
n 

re
la

ci
on

ad
a 

a 
la

 
or

ie
nt

ac
ió

n 
de

 fe
rti

liz
an

te
s y

 a
l u

so
 a

pr
op

ia
do

 d
e 

te
rr

en
os

 a
gr

íc
ol

as
 b

as
ad

o 
en

 e
l d

ia
gn

ós
tic

o 
de

l 
su

el
o.

 

In
fo

rm
e 

de
 C

ET
A

B
O

L,
 

D
oc

um
en

ta
ci

ón
 d

el
 p

ro
ye

ct
o,

 
en

tre
vi

st
as

. 

• 
Se

 p
ub

lic
a 

in
fo

rm
ac

ió
n 

re
la

ci
on

ad
a 

al
 d

ia
gn

ós
tic

o 
de

l 
su

el
o 

en
 o

po
rtu

ni
da

de
s 

de
 

ex
po

si
ci

on
es

 p
úb

lic
as

. 
• 

Se
 c

on
si

de
ra

 la
 e

la
bo

ra
ci

ón
 d

el
 m

an
ua

l t
éc

ni
co

 “
M

an
ua

l p
ar

a 
in

te
rp

re
ta

r e
l r

es
ul

ta
do

 d
el

 
an

ál
is

is
 d

el
 su

el
o”

 (P
ro

vi
si

on
al

) d
iri

gi
do

 a
 té

cn
ic

os
 d

e 
C

A
IC

O
 y

 C
A

IS
Y

  

3 

2-
4 

El
ab

or
ar

 m
an

ua
le

s t
éc

ni
co

s r
el

ac
io

na
do

s a
l 

ga
na

do
 b

ov
in

o 
de

 c
ar

ne
. 

In
fo

rm
e 

de
 C

ET
A

B
O

L,
 

D
oc

um
en

ta
ci

ón
 d

el
 p

ro
ye

ct
o,

 
en

tre
vi

st
as

. 

• 
Se

 p
ub

lic
a 

in
fo

rm
ac

ió
n 

re
la

ci
on

ad
a 

a 
la

s t
éc

ni
ca

s 
de

 c
on

tro
l d

e 
cr

ía
 e

n 
op

or
tu

ni
da

de
s d

e 
ex

po
si

ci
on

es
 p

úb
lic

as
. 

• 
Se

 p
re

pa
ra

 la
 e

la
bo

ra
ci

ón
 d

e 
m

an
ua

le
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el
 P

ro
ye

ct
o 

In
di

ca
do

r 
M

ed
io

s d
e 

O
bt

en
ci

ón
 d

e 
D

at
os

 
L

og
ro

s 
Fa

se
 

1-
1 

La
 B

as
e 

de
 d

at
os

 d
e 

in
fo

rm
ac

ió
n 

re
co

pi
la

da
 

es
 a

ct
ua

liz
ad

a 
ca

da
 m

es
 

1-
1 

B
as

e 
de

 d
at

os
 d

e 
in

fo
rm

ac
ió

n 
re

co
pi

la
da

, 
do

cu
m

en
ta

ci
ón

 d
el

 
pr

oy
ec

to
, e

nt
re

vi
st

as
 

• 
En

 la
 g

es
tió

n 
20

05
, s

e 
in

te
nt

ó 
ha

ce
r l

a 
fo

rm
ul

ac
ió

n 
de

 u
n 

pl
an

 d
e 

in
ve

rs
ió

n 
ne

ce
sa

rio
 p

ar
a 

in
st

al
ar

 u
n 

“C
en

tro
 d

e 
In

fo
rm

ac
ió

n”
, 

pe
ro

 s
e 

re
tra

sa
 l

a 
di

sc
us

ió
n 

co
n 

la
s 

co
op

er
at

iv
as

 
ag

ro
pe

cu
ar

ia
s, 

y 
en

 l
ug

ar
 d

el
 p

la
n 

de
 i

nv
er

si
ón

, 
se

 l
le

ga
 h

as
ta

 f
or

m
ul

ac
ió

n 
de

 u
n 

an
te

pr
oy

ec
to

 d
e 

ej
ec

uc
ió

n 
co

nj
un

ta
 c

on
 l

as
 c

oo
pe

ra
tiv

as
 y

 l
os

 p
ro

du
ct

or
es

, 
m

as
 u

na
 

ex
pl

ic
ac

ió
n 

a 
la

s c
oo

pe
ra

tiv
as

. 
• 

EN
 l

a 
ge

st
ió

n 
20

06
, s

e 
ex

pl
ic

a 
a 

C
A

IC
O

 s
ob

re
 l

a 
m

is
ió

n 
de

l 
“C

en
tro

 d
e 

In
fo

rm
ac

ió
n”

, 
da

to
s 

a 
to

m
ar

 y
 l

a 
di

st
rib

uc
ió

n 
de

 f
un

ci
on

e 
al

 r
ec

op
ila

r 
in

fo
rm

ac
ió

n 
or

ig
in

ad
a 

en
 l

os
 

pr
od

uc
to

re
s r

ec
ib

ie
nd

o 
po

st
er

io
rm

en
te

 su
 a

pr
ob

ac
ió

n.
  

• 
En

 l
a 

pr
im

er
a 

m
ita

d 
de

l 
añ

o 
20

07
, 

se
 d

ef
in

ió
 l

a 
es

tru
ct

ur
a 

bá
si

ca
 d

el
 “

C
en

tro
 d

e 
In

fo
rm

ac
ió

n”
 e

n 
la

 q
ue

 e
st

a 
se

rá
 u

na
 b

as
e 

de
 d

at
os

 q
ue

 u
til

iz
a 

3 
pr

og
ra

m
as

 c
om

er
ci

al
es

 
pa

ra
 a

pl
ic

ar
se

 e
n 

in
fo

rm
ac

io
ne

s 
de

 lo
s 

ám
bi

to
s 

de
 p

ec
ua

ria
, s

ue
lo

s 
y 

fe
rti

liz
an

te
s, 

ad
em

ás
 

de
 p

la
ga

s y
 e

nf
er

m
ed

ad
es

 (P
es

tic
id

as
) 

 
• 

D
eb

id
o 

a 
es

to
, n

o 
se

 ll
eg

ó 
al

 p
un

to
 d

e 
re

al
iz

ar
 a

ct
ua

liz
ac

io
ne

s m
en

su
al

es
. 

1 

1-
2 

Se
 re

al
iz

an
 

re
un

io
ne

s m
en

su
al

es
 d

e 
an

ál
is

is
 d

e 
té

cn
ic

as
 

re
co

pi
la

da
s 

1-
2 

G
ac

et
a 

m
en

su
al

 d
e 

C
ET

A
B

O
L,

 
do

cu
m

en
ta

ci
ón

 d
el

 
pr

oy
ec

to
, e

nt
re

vi
st

as
 

• 
En

 l
a 

ge
st

ió
n 

20
05

 s
e 

co
nt

in
uó

 c
on

 e
l 

de
ba

te
 p

ar
a 

co
ns

eg
ui

r 
co

ns
en

so
 d

en
tro

 d
e 

C
ET

A
B

O
L 

en
 re

la
ci

ón
 a

l i
nd

ic
ad

or
 e

st
ab

le
ci

do
. 2

00
5 

• 
En

 la
 g

es
tió

n 
20

06
, s

e 
hi

zo
 e

l a
ná

lis
is

 d
e 

la
 in

fo
rm

ac
ió

n 
a 

tra
vé

s 
de

 p
ru

eb
as

 y
 e

st
ud

io
s 

re
la

ci
on

ad
os

 e
fe

ct
ua

do
s 

ap
lic

an
do

 la
s 

gr
an

ja
s 

de
 p

ru
eb

a 
de

 C
ET

A
B

O
L,

 g
an

ad
o 

cr
ia

do
 p

or
 

C
ET

A
B

O
L 

y 
gr

an
ja

s d
em

os
tra

tiv
as

 d
e 

C
A

IC
O

 y
 C

A
IS

Y.
 

• 
En

 l
a 

pr
im

er
a 

m
ita

d 
de

l 
20

07
, 

C
ET

A
B

O
L 

se
 h

ac
e 

co
or

di
na

do
r 

y 
co

nj
un

ta
m

en
te

 c
on

 
té

cn
ic

os
 d

e 
C

A
IC

O
 y

 C
A

IS
Y,

 s
e 

in
ic

ió
 l

a 
re

co
pi

la
ci

ón
 e

 i
nt

ro
du

cc
ió

n-
ac

um
ul

ac
ió

n 
de

 
da

to
s. 

1 

1.
 S

e 
pr

ep
ar

a 
el

 si
st

em
a 

pa
ra

 
re

co
pi

la
r y

 v
er

ifi
ca

r l
as

 té
cn

ic
as

 e
 

in
fo

rm
ac

io
ne

s a
gr

op
ec

ua
ria

s. 
 

Ev
al

ua
ci

ón
 d

el
 R

es
ul

ta
do

 1
: 

D
es

de
 q

ue
 s

e 
de

fin
ió

 e
l s

of
tw

ar
e 

de
 la

 b
as

e 
de

 d
at

os
 e

n 
la

 s
eg

un
da

 m
ita

d 
de

l 2
00

6 
lo

s 
es

tu
di

os
 y

 la
 re

co
pi

la
ci

ón
 e

 in
tro

du
cc

ió
n 

de
 d

at
os

 e
nt

ra
ro

n 
en

 la
 

et
ap

a 
pl

en
a.

 
En

 la
 g

es
tió

n 
20

07
, s

e 
en

vi
ó 

un
a 

m
is

ió
n 

de
 e

st
ud

io
 a

 lu
ga

re
s 

qu
e 

fu
ng

en
 c

om
o 

m
od

el
o 

de
 o

br
as

, c
om

o 
se

r, 
el

 E
st

ad
o 

de
 P

ar
an

á 
en

 B
ra

si
l c

on
 e

l f
in

 d
e 

an
al

iz
ar

 la
 fo

rm
ac

ió
n 

de
l m

od
el

o 
de

 C
ET

A
B

O
L.

 
La

 o
rg

an
iz

ac
ió

n 
de

 la
 b

as
e 

de
 d

at
os

 c
on

tin
úa

 e
n 

su
s i

ni
ci

os
 y

 se
 d

eb
e 

fo
rta

le
ce

r e
n 

la
 se

gu
nd

a 
m

ita
d 

de
l p

ro
ye

ct
o.

 
Se

 c
on

si
de

ra
 q

ue
 e

l g
ra

do
 d

e 
av

an
ce

 e
s d

el
 3

0%
 

 
 2-

1 
Se

 d
is

tri
bu

ye
 

m
en

su
al

m
en

te
 la

 li
st

a 
de

 re
co

pi
la

ci
ón

 d
e 

da
to

s. 

2-
1 

Li
st

a 
de

 
re

co
pi

la
ci

ón
 d

e 
da

to
s, 

do
cu

m
en

ta
ci

ón
 d

el
 

pr
oy

ec
to

, e
nt

re
vi

st
as

 

• 
N

o 
ex

is
te

 e
l 

lo
gr

o 
de

 d
is

tri
bu

ci
ón

 d
e 

la
 l

is
ta

 d
e 

in
fo

rm
ac

ió
n 

re
co

pi
la

da
 q

ue
 e

s 
un

 
in

di
ca

do
r. 

1 

RESULTADOS 

2.
 S

e 
pr

ep
ar

a 
el

 si
st

em
a 

pa
ra

 p
on

er
 

en
 p

rá
ct

ic
a 

la
 d

ifu
si

ón
 d

e 
la

s 
té

cn
ic

as
 a

gr
op

ec
ua

ria
s v

er
ifi

ca
da

s. 
 

2-
2 

Se
 p

ub
lic

an
 

di
ve

rs
as

 in
fo

rm
ac

io
ne

s 
en

 la
s g

ac
et

as
 d

e 
la

s 
 

2-
2 

G
ac

et
a 

de
 la

s 
co

op
er

at
iv

as
, 

do
cu

m
en

ta
ci

ón
 d

el
  

• 
En

 l
a 

ge
st

ió
n 

20
05

, 
se

 i
ni

ci
ó 

pr
ov

is
io

na
lm

en
te

 c
on

 l
a 

pu
bl

ic
ac

ió
n 

de
 a

rtí
cu

lo
s 

de
 

co
m

un
ic

ac
ió

n 
de

 C
ET

A
B

O
L,

 l
o 

qu
e 

co
ns

tit
uy

e 
un

 i
nd

ic
ad

or
 d

e 
av

an
ce

, c
om

o 
ar

tíc
ul

os
 

en
vi

ad
os

 a
 la

s g
ac

et
as

. 
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R

es
um

en
 d

el
 P

ro
ye

ct
o 

In
di

ca
do

r 
M

ed
io

s d
e 

O
bt

en
ci

ón
 d

e 
D

at
os

 
L

og
ro

s 
Fa

se
 

co
op

er
at

iv
as

 
pr

oy
ec

to
, e

nt
re

vi
st

as
 

• 
En

 la
 p

rim
er

a 
m

ita
d 

de
 la

 g
es

tió
n 

20
07

, s
e 

en
vi

ar
on

 3
 a

rtí
cu

lo
s. 

 
2-

3 
Se

 e
la

bo
ra

n 
lin

ea
m

ie
nt

os
 

re
aj

us
ta

do
s d

e 
co

nt
ro

l 
de

 e
nf

er
m

ed
ad

es
, 

pl
ag

as
 y

 m
al

ez
as

 c
ad

a 
añ

o 

2-
3 

In
fo

rm
e 

an
ua

l d
e 

C
ET

A
B

O
L,

 
do

cu
m

en
ta

ci
ón

 d
el

 
pr

oy
ec

to
, e

nt
re

vi
st

as
 

• 
En

 c
ua

nt
o 

a 
lo

s 
lin

ea
m

ie
nt

os
 d

e 
co

nt
ro

l d
e 

en
fe

rm
ed

ad
es

, p
la

ga
s 

y 
m

al
ez

as
, e

st
as

 f
ue

ro
n 

el
ab

or
ad

as
 y

 d
is

tri
bu

id
as

 c
om

o 
m

an
ua

le
s 

té
cn

ic
os

 e
n 

N
ov

ie
m

br
e 

de
 2

00
6 

pa
ra

 la
 s

oy
a,

 e
n 

M
ay

o 
de

l 2
00

7 
pa

ra
 e

l m
aí

z,
 e

n 
O

ct
ub

re
 d

el
 2

00
7 

pa
ra

 la
 c

añ
a 

de
 a

zú
ca

r, 
y 

en
 N

ov
ie

m
br

e 
de

l 2
00

7 
pa

ra
 e

l a
rr

oz
. 

3 

2-
4 

Se
 e

la
bo

ra
n 

m
ás

 d
e 

do
s t

ip
os

 d
e 

m
an

ua
le

s 
té

cn
ic

os
 re

la
ci

on
ad

os
 a

 
fe

rti
liz

an
te

s d
e 

su
el

os
 

2-
4 

In
fo

rm
e 

an
ua

l d
e 

C
ET

A
B

O
L,

 m
an

ua
le

s 
té

cn
ic

os
 

• 
Se

 a
na

liz
a 

la
 e

la
bo

ra
ci

ón
 d

e 
m

an
ua

le
s 

té
cn

ic
os

”  
M

an
ua

l p
ar

a 
in

te
rp

re
ta

r 
el

 r
es

ul
ta

do
 d

el
 

an
ál

is
is

 d
el

 su
el

o”
 (P

ro
vi

si
on

al
) 

2 

2-
5 

Se
 e

la
bo

ra
n 

m
ás

 d
e 

3 
tip

os
 d

e 
m

an
ua

le
s 

té
cn

ic
os

 re
la

ci
on

ad
os

 a
l 

ga
na

do
 b

ov
in

o 
de

 c
ar

ne

2-
5 

In
fo

rm
e 

an
ua

l d
e 

C
ET

A
B

O
L,

 m
an

ua
le

s 
té

cn
ic

os
 

• 
En

 M
ar

zo
 d

el
 2

00
6,

 s
e 

el
ab

or
ó 

el
 “

M
an

ua
l t

éc
ni

co
 d

e 
m

an
ej

o 
y 

cr
ía

 d
e 

ga
na

do
 b

ov
in

o 
de

 
ca

rn
e”

 y
 e

n 
m

ar
zo

 d
el

 2
00

7,
 e

l 
“M

an
ua

l 
de

 m
an

ej
o 

pa
ra

 e
ng

or
de

 d
e 

ga
na

do
 b

ov
in

o”
. 

Ta
m

bi
én

 s
e 

tie
ne

 p
la

ni
fic

ad
o 

el
ab

or
ar

 e
l 

“M
an

ua
l 

re
la

ci
on

ad
o 

al
 s

is
te

m
a 

de
 r

ot
ac

ió
n 

de
 

cu
lti

vo
s”

  

3 

2-
6 

Lo
s r

es
ul

ta
do

s d
e 

la
s p

ru
eb

as
 se

 e
xp

on
en

 
an

ua
lm

en
te

 e
n 

el
 d

ía
 d

e 
pu

bl
ic

ac
ió

n 
de

 
C

ET
A

B
O

L 

2-
6 

In
fo

rm
e 

an
ua

l d
e 

C
ET

A
B

O
L 

• 
A

nu
al

m
en

te
, e

n 
lo

s 
dí

as
 d

e 
pu

bl
ic

ac
ió

n 
co

m
o:

 “
D

ía
 n

ac
io

na
l d

el
 tr

ig
o”

, “
D

ía
 d

e 
C

A
IC

O
”,

 
“D

ía
 d

e 
C

ET
A

B
O

L”
, s

e 
ex

po
ne

n 
lo

s r
es

ul
ta

do
s d

e 
la

s p
ru

eb
as

.。
 

4 

2-
7 

A
nu

al
m

en
te

, s
e 

re
al

iz
an

 m
ás

 d
e 

30
 

cu
rs

ill
os

 d
e 

di
ve

rs
os

 
tip

os
 

2-
7 

In
fo

rm
e 

an
ua

l d
e 

C
ET

A
B

O
L,

 
do

cu
m

en
ta

ci
ón

 d
el

 
pr

oy
ec

to
, e

nt
re

vi
st

as
 

• 
El

 n
úm

er
o 

de
 e

nc
ue

nt
ro

s 
de

 c
on

su
lta

 y
 c

ur
si

llo
s 

de
l 

ám
bi

to
 a

gr
íc

ol
a 

en
 l

a 
ge

st
ió

n 
20

05
 

fu
er

on
 4

1 
• 

El
 n

úm
er

o 
de

 e
nc

ue
nt

ro
s 

de
 c

on
su

lta
 y

 c
ur

si
llo

s 
de

l 
ám

bi
to

 a
gr

íc
ol

a 
en

 l
a 

ge
st

ió
n 

20
06

 
fu

er
on

 2
7 

 

3 

Ev
al

ua
ci

ón
 d

el
 R

es
ul

ta
do

 2
: 

Se
 a

va
nz

a 
en

 la
 d

ifu
si

ón
 p

or
 p

ub
lic

ac
io

ne
s e

n 
la

s g
ac

et
as

 d
e 

la
s c

oo
pe

ra
tiv

as
 y

 la
 fa

ci
lit

ac
ió

n 
de

 té
cn

ic
as

 a
 tr

av
és

 d
e 

cu
rs

ill
os

. C
ad

a 
m

an
ua

l e
s e

la
bo

ra
do

 
so

br
ep

as
an

do
 lo

s o
bj

et
iv

os
. A

de
m

ás
, e

n 
lo

s d
ía

s d
e 

pu
bl

ic
ac

ió
n 

de
 c

ad
a 

añ
o,

 se
 e

xp
on

en
 lo

s r
es

ul
ta

do
s d

e 
la

s p
ru

eb
as

 y
 se

 d
es

ar
ro

lla
n 

nu
m

er
os

os
 c

ur
si

llo
s. 

 
Se

 c
on

si
de

ra
 q

ue
 e

l g
ra

do
 d

e 
av

an
ce

 e
s d

el
 5

0%
 

 

3.
 S

e 
pr

ep
ar

a 
el

 si
st

em
a 

pa
ra

 
re

al
iz

ar
 p

ru
eb

as
, a

ná
lis

is
 y

 o
tro

s 
se

rv
ic

io
s d

e 
la

bo
ra

to
rio

 c
om

o 
in

st
itu

ci
ón

 re
co

no
ci

da
 p

or
 

or
ga

ni
sm

os
 o

fic
ia

le
s. 

3-
1 

Eq
ui

pa
m

ie
nt

o 
de

l 
la

bo
ra

to
rio

 d
e 

an
ál

is
is

, 
in

fr
ae

st
ru

ct
ur

a,
 

m
an

ua
le

s, 
la

 
or

ga
ni

za
ci

ón
 

ad
m

in
is

tra
do

ra
 sa

tis
fa

ce
 

la
 n

ec
es

id
ad

 c
om

o 
 

3-
1 

In
fo

rm
e 

an
ua

l d
e 

C
ET

A
B

O
L,

 
or

ga
ni

gr
am

a,
 m

an
ua

l 
de

 m
ed

id
as

 d
e 

se
gu

rid
ad

, 
do

cu
m

en
ta

ci
ón

 d
el

 
pr

oy
ec

to
, e

nt
re

vi
st

as
 

• 
En

 la
 g

es
tió

n 
20

05
, s

e 
in

ic
ió

 la
 p

re
pa

ra
ci

ón
 d

el
 p

ro
ye

ct
o 

de
 tr

ab
aj

o 
pa

ra
 la

 o
bt

en
ci

ón
 d

e 
ce

rti
fic

ac
io

ne
s 

(I
nc

lu
ye

nd
o 

m
od

ifi
ca

ci
on

es
 e

n 
in

fr
ae

st
ru

ct
ur

a 
y 

ré
gi

m
en

). 
Se

 e
la

bo
ra

ro
n 

m
an

ua
le

s d
e 

m
ed

id
as

 d
e 

se
gu

rid
ad

 y
 m

et
od

ol
og

ía
s d

e 
an

ál
is

is
. 

• 
En

 l
a 

ge
st

ió
n 

20
06

, 
se

 c
on

si
de

ró
 e

l 
ob

je
tiv

o 
y 

la
 c

ar
ga

 e
co

nó
m

ic
a 

de
 l

a 
ob

te
nc

ió
n 

de
 

ce
rti

fic
ac

io
ne

s 
y 

se
 

de
si

st
ió

 d
e 

la
 

m
is

m
a.

 A
un

qu
e 

no
 

se
 

ob
tu

vo
 c

er
tif

ic
ac

ió
n,

 
la

 
pr

ep
ar

ac
ió

n 
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Ver.2.0 

DISEÑO MATRIZ DEL PROYECTO (PDM) 
 
Nombre del proyecto： Centro Tecnológico Agropecuario en Bolivia, Fase 2 
Área de acción： Departamento de Santa Cruz 
Grupo beneficiario： Directiva y personal de las cooperativas Nikkei, Productores del área de acción, personal del MACA, personal de la Prefectura del Dpto. de Santa Cruz 
Período de cooperación： 01 de abril del 2005 al 31 de marzo del 2010 

Fecha: 10 de diciembre del 2007 
Síntesis del proyecto Indicadores evaluables Fuente de información Condiciones externas 

Objetivo superior 
Las técnicas agrícolas sustentables son difundidas 
en la zona del trópico húmedo del departamento de 
Santa Cruz. 

 
Después del año 2010, el monto / rendimiento de la 
producción agropecuaria de la zona del trópico húmedo 
del Dpto. de Santa Cruz, excede a la del año 2005 (año 
base), y se mantiene estable. 

 
Datos estadísticos de la CAO. 

 
・ No existen  grandes 

modificaciones en la 
política agraria 
boliviana. 

・ No existen grandes 
cambios en las políticas 
de fomento a la 
agropecuaria de parte 
de las cooperativas 
Nikkei e instituciones   
relacionadas. 

Objetivo del proyecto 
Se prepara el fundamento para que el Centro 
Tecnológico Agropecuario en la República de 
Bolivia (CETABOL) funcione como centro base 
para mejorar y difundir las técnicas agrícolas en la 
zona del trópico húmedo del departamento de 
Santa Cruz. 

 
1. Se preparan las normas para la ejecución de las 

actividades y el plan de manejo administrativo del 
CETABOL, incluido el organigrama, plan de 
estructura del personal, ejecución presupuestaria 
de todo el período. 

2. Las normas y los planes anteriormente 
mencionados, son reconocidos por la institución 
receptora.  

 
1. Documentos de normas 

para la ejecución de las 
actividades y el plan de 
manejo administrativo de 
CETABOL. 

2. Actas de las reuniones 
relacionadas a la 
transferencia. 

 
・ No hay cambios 

drásticos en las 
características del rubro 
agropecuario del Dpto. 
de Santa Cruz. 

Resultados 
1. Se prepara el sistema para recopilar y verificar 

las técnicas e informaciones agropecuarias. 
 

 
1-1. Se elaboraran mapas de suelo por textura de 20% de 

lote de productores de las colonias Okinawa y San 
Juan. 

1-2. Se establece la metodología para la prueba de 
selección de agroquímicos. 

 
1-3. Se establece la metodología para el muestreo e 

interpretación de resultados de análisis de suelo. 
 
 
1-4. Se establece la metodología para el mejoramiento 

genético de ganado de carne. 

 
1-1. Base de datos de las 

informaciones recopiladas 
 
1-2. Manual de metodología para 

la prueba de selección de 
agroquímico 

1-3. Manual de metodología para 
muestreo e interpretación de 
resultados de análisis de 
suelo 

1-4. Manual de metodología para 
el mejoramiento genético de 
ganado de carne 

2. Se prepara el sistema para poner en práctica la 
difusión de las técnicas agropecuarias 
verificadas. 

 

2-1. Se presentan anualmente 2 informes del estado de 
los mapas a las cooperativas. 

2-2. Algunos tipos de informaciones técnicas se publican 
en el periódico de las cooperativas Nikkei. 

2-3. Se presentan más de 40 informes selección de 
agroquímicos anualmente a las Cooperativas. 

2-4. Se elabora y actualizan los manuales técnicos de 
manejo de plagas, enfermedades y malezas de los 
principales 6 cultivos (soya, trigo, caña, arroz y 
maíz, macadamia). 

2-5. Se elaboran más de dos tipos de manuales técnicos 
relacionados a la fertilización del suelo. 

2-6. Se elabora informes de asesoramiento en manejo del 
suelo mayor a 3000 ha anualmente. 

2-7. Se introduce la metodología para el mejoramiento 
genético de ganado de carne a las cooperativas y  
productores. 

2-8. Se elaboran más de tres tipos de manuales técnicos 
referentes al ganado bovino de carne. 

2-9. Los resultados de ensayos se exponen cada año en 
el “día de CETABOL”. 

2-10. Se organizan al año más de 30 cursos de 
capacitación y otros. 

2-1. Lista de información 
recopilada 

2-2. Periódicos de las 
cooperativas Nikkei. 

2-3 Informe anual de CETABOL 
 
2-4. Informe anual de CETABOL 

y Manual técnico. 
 
 
2-5. Informe anual de CETABOL 

y Manual técnico. 
2-6. Informe anual de CETABOL 
 
2-7. Informe anual de CETABOL 
 
 
2-8. Informe anual de CETABOL 

y Manual técnico 
2-9. Informe anual de CETABOL 
 
2-10. Informe anual de 

CETABOL 
3. Se prepara el sistema para realizar pruebas, 

análisis y otros de laboratorio igual a una 
institución reconocida por organismos oficiales 
y al mismo tiempo se capacitara al personal 

 

3-1. Mediante una auditoria interna, Se confirma el nivel 
del laboratorio igual a una institución reconocida por 
organismos oficiales. 

3-2. El personal operativo del laboratorio y del campo 
experimental participan en cursos y cursillos de 
capacitación. 

 
3-3. Se efectúa más de 2,000 análisis de laboratorio en el 

ultimo año. 

3-1. Informe de auditoria interna 
 
 
3-2. Informe anual de CETABOL 

y autorización para realizar 
pruebas de eficiencia de 
agroquímicos. 

3-3. Informe anual de CETABOL. 

 
・ Las instituciones 

relacionadas en Bolivia 
respalda el Proyecto. 
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Ver.2.0 
4. Se prepara el sistema para proveer servicios 

técnicos para una producción agrícola 
estable. 

 

4-1. Se suministran cada año más de 50 cabezas de 
ganado reproductor. 

4-2. Se realizan más de 5 remates en el último año. 
4-3. Se ejecutan más de 80 contratos anuales recibidos 

sobre la producción de ganado de carne y leche. 
4-4. Se ejecutan contratos de trabajos agrícolas en más 

de 500 ha anualmente. 
 

4-1. Informe anual de CETABOL 
 
4-2. Informe anual de CETABOL 
4-3. Informe anual de CETABOL 
 
4-4. Informe anual de CETABOL 
 

 
・ No hay cambios 

significativos en las 
características del rubro 
agropecuario en las 
colonias japonesas. 

・ No hay ocurrencias 
imprevistas de insectos 
plagas y enfermedades. 

・ No se presentan 
fenómenos climáticos 
anormales. 

・ Los precios de los 
productos 
agropecuarios no 
empeoran más de lo 
previsto. 

Actividades 
 
1-1. Constituir el organismo para recopilar las 

técnicas e informaciones agropecuarias. 
1-2. Recopilar y verificar informaciones técnicas 

sobre el control de insectos plagas, 
enfermedades y malezas. 

1-3. Recopilar y verificar informaciones técnicas 
sobre la fertilización del suelo. 

1-4. Recopilar y verificar informaciones técnicas 
relacionadas al ganado bovino de carne. 

2-1. Construir la organización y los medios para la 
difusión de cada uno de los tipos de 
informaciones. 

2-2. Elaborar y Actualizar los manuales técnicos la 
guía de control de insectos plagas, 
enfermedades y malezas de los principales 
cultivos. 

2-3. En base al diagnóstico del suelo, asesorar en 
fertilización y suministrar información acerca 
del uso adecuado de los suelos. 

2-4. Elaborar el manual técnico y difundir la 
metodología de mejoramiento genético sobre 
ganado bovino de carne. 

2-5. Administrar el centro, considerando las 
necesidades de las colonias y de los 
productores de la región. 

2-6. Prestar apoyo al organismo receptor de 
CETABOL en los trámites de inscripción. 

3-1. Equipar el laboratorio con los equipos y 
comodidades para llevar a cabo los análisis 
de acuerdo a la norma patrón. 

3-2. Elaborar el manual de procedimientos 
analíticos y de medidas de seguridad para 
laboratorio. 

3-3. Capacitar al personal que administra el 
laboratorio y el campo experimental. 

3-4. Prestar apoyo al organismo receptor de 
CETABOL en el trámite para obtener la 
certificación. 

3-5. Realizar análisis de suelos, bromatológicos, 
aguas y pruebas de eficiencia de 
agroquímicos y otros. 

4-1. Expandir servicios de préstamos de ganado y 
administrar el corro de remate. 

4-2. Ejecutar contratos recibidos sobre la 
producción de ganado de carne y leche. 

4-3. Ejecutar contratos recibidos sobre trabajos 
agrícolas. 

 

Inversión 
Parte Japonesa 
 
1. Envío de Expertos 

Expertos de Largo Plazo 
 Director / Asesor Jefe 
 Subdirector / Coordinador 

Expertos de Corto Plazo 
De acuerdo a la necesidad 

 
2. Recepción de becarios 

Japón y a terceros países  
 
3. Provisión de materiales  
 
4. Infraestructura 

Edificio principal, internado, invernaderos, 
Laboratorios, planta seleccionadora de semillas, 
Infraestructura para prueba de ganancia de peso, 
Corro de remate, Hospedaje, Galpón de maquinarias, 
Garaje y otros 

 
5. Personal técnico y administrativo 
 
6. Costos de operación del proyecto 

 
Parte boliviana 
 
1. Asignación de contrapartes 

Cooperativas Japonesas 
 
2. Concesión de facultades 

especiales a los Expertos y 
facilidad aduanera de los 
materiales y equipos. 

 
3. Terreno 

De la zonal Okinawa 2 

Condiciones previas 
 
・ No hay cambio en el 

hecho de que CETABOL 
sea transferido en 2010 
a CAICO y CAISY. 
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1. INTRODUCTION （はじめに）  

 
１－１ Objective of the Evaluation Study （評価調査の目的）  

The mid-term evaluation was conducted with the following objectives:  

（中間評価調査は次の目的で実施される）  

 

(1) To evaluate the overall achievement of the Project based on the Record of Discussions 

(hereinafter referred to as “R/D”), the Minutes of Meetings (hereinafter referred to as 

“M/M”), Project Design Matrix (hereinafter referred to as “PDM”) and the Plan of Operation 

(hereinafter referred to as “PO”).  

（１）プロジェクトの達成度について、実施協議（以後 “R/D”と言う）、協議議事録（以

後 “M/M”という）、プロジェクトデザインマトリックス（以後 “PDM”という）、そして

活動計画（以後 “PO”と言う）に基づき、評価する。  

 

(2) To identify remaining problems and recommending necessary measures to be taken 

toward/after the termination of the Project to the respective governments, and,  

（２）課題を特定し、残された期間又は案件終了後に取るべき必要な方策について、

政府に提言する。そして、  

 

(3) To consider the lessons drawn from the Project activities in order to reflect them on 

future projects in the interest of making them more effective and efficient.   

（３）将来のプロジェクトをより効果的に、効率的に実施するために、プロジェクト

活動から得られた教訓を検討する。  

 

１－２ Composition of the Consultation Team （調査団構成）  

(1) Motofumi KOHARA  (Mr.), Team Leader 

 Director General, Rural Development Department, JICA 

（１）小原基文：団長   

JICA 農村開発部 部長  

(2) Shin-ichi NOGUCHI (Mr.), Planning Evaluation 

 Staff, Field Crop Base Farming Area I, Rural Development Department, JICA 

（２）野口伸一：計画評価  

   JICA 農村開発部 第 2 グループ 畑作地帯第 1 チーム 職員  

(3) Yutaka NOZAKI ((Mr.), Evaluation and Analysis 

 Senior Project Manager, Resources Development Management Division,  

 Pacific Consultants International 

（３）野崎 裕：評価分析  

  株式会社パシフィックコンサルタンツインターナショナル  

 総合開発事業部、水工部 プロジェクト部長  
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１－３ Schedule of the Study （調査日程）  

The Consultation Team spends 9 days from December 5 to December 13, 2007 for the project 

evaluation concerning to the Phase 2 project of the Technological Center on Agriculture and 

Livestock in the Republic of Paraguay (CETABOL). 

（ボリビア農牧技術センタープロジェクト第 2 フェーズ協力の評価のため、調査団は、

2007 年 12 月 5 日から 12 月 13 日までの 9 日間、調査を行った。）  

 

 

2. OUTLINE OF THE PROJECT  

（プロジェクトのアウトライン）  

 
２－１ Background of the Project （プロジェクト実施の背景） *英語のみ  

The San Juan Demonstration Farm was established at the San Juan settlement in 1961 and 

Nueva Esperanza Livestock Demonstration Farm was established in Okinawa 2nd settlement 

in 1970 in order to stabilize farming of Japanese descent farmers. At the merger of the two 

demonstration farms in 1985, administration of the San Juan Demonstration Farm was 

transferred to the San Juan Agricultural Cooperative. In 1990, the demonstration farms were 

reorganized to the Technological Center on Agriculture and Livestock in the Republic of 

Bolivia (CETABOL), and new activities such as upland farming, permanent corps and 

livestock raising were added.   

 

The original role of CETABOL was the technical assistance for agricultural development in 

Okinawa and San Juan settlements. Along with the progress of their development in terms of 

agricultural production, the function of CETABOL was reconsidered time after time.  

CETABOL has provided technical services to Bolivian societies directly or indirectly since 

late 1980's.   

 

Then, the Japan International Cooperation Agency (JICA) decided that the role of CETABOL 

under direct management by JICA was completed, judging from the development situation of 

those settlements and the recent Japanese strategy on cooperation. On the other hand, JICA 

recognized the necessity for further operation of CETABOL in a scheme of Project-Type 

Technical Cooperation for promotion of agricultural production of Santa Cruz prefecture by 

establishment of CETABOL as the technical research and extension station. After a series of 

discussions between JICA and the related organizations of Bolivia on the implementation of 

the project, Ministry of Agriculture and Livestock, Santa Cruz Prefecture and JICA agreed 

the project implementation and signed on the minutes of understandings (M/U) on February 

21, 2001. 

 

For five years from 2001, JICA conducted technical cooperation as the Technological Center 
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on Agriculture and Livestock in the Republic of Bolivia phase 1 (CETABOL1) project in 

order to provided various techniques and knowledge to farmers in that region. At the project 

evaluation implemented in 2004 for CETABOL1, the evaluation team concluded that the 

project would be expected to attain objectives by the end of terms. 

 

In September 2004, the Government of the Republic of Bolivia requested to the Government 

of Japan the phase 2 project (CETABOL 2) to enhance the outputs of CETABOL 1 project for 

sustainable agricultural development by Bolivian farmers and Japanese immigrant farmers. 

In response to this request, the Government of Japan determined that this proposed project 

would contribute to the agricultural development in the country. As such, in December 2004, 

JICA examined various cooperation plans through dispatching preparatory study mission, 

and identified necessity for the agricultural development as well as strengthening extension 

system. In March 2005, JICA dispatched a project design team and the Record of Discussions 

was signed for the commencement of the Project after series of discussion between the team 

and authorities concerned of the Republic of Bolivia. The Project started in April 2005 with 

duration of five years. In December 2007, the project evaluation study was conducted in 

order to evaluation the overall achievement of the Project, to identify the issues to be solved 

and necessary measures to be taken and draw the lessons. 

 

By the end of the Project, the Technological Center on Agriculture and Livestock in Bolivia 

(CETABOL) is expected to function as a core center for improvement and extension of 

agriculture techniques in Santa Cruz prefecture, which can provide researches, technical 

developments and extensions activities in considering the social needs. In 2010, the 

activities, functions and facilities of CETABOL are being transferred to new organization 

which will be established by the Nikkei Okinawa Agricultural Cooperative (CAICO) and the 

Nikkei San Juan Agricultural Cooperative (CAISY), and then CETABOL will be utilized 

continually for the agriculture development in Bolivia. 

 

２－２ Summary of the Project (according to PDMe (PDM for evaluation), ANNEX 1) 

The objectives of the Project are stipulated in the Maser Plan of the R/D as follows: 

（R/D のマスタープランで明記されているプロジェクトの目的は次のとおり） 

 

２－２－１ Overall Goal: （上位目標）  

Sustainable agricultural techniques are disseminated in tropical humid area of Santa Cruz 

prefecture.（サンタクルス県の熱帯湿潤地域において持続的な農業技術が普及され

る）  

 

２－２－２ Project Purpose: （プロジェクト目標）  

The foundation is prepared in order that the Technological Center on Agriculture and 

Livestock in the republic of Bolivia (CETABOL) functions as a core center for 
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improvement and extension of agricultural techniques in tropical humid area of Santa 

Cruz prefecture.（ボリビア農牧技術センターがボリビア国サンタクルス県の熱帯湿

潤地域における営農技術改善と普及の拠点として基盤整備される）  

 

２－２－３ Outputs: （成果）  

1. The system of collection and verification on agricultural techniques and information is 

prepared. 

2. The system of extension of verified agricultural techniques is prepared.   

3. The system to provide tests and analyses is prepared as a certificated institution.   

4. The system for providing technical services on stable agricultural production is 

prepared. 

1. 農業技術･情報を収集及び検証する体制が整備される  

2. 検証された農業技術を普及実践する体制が整備される  

3. 公的認証機関として検査・分析等を行える体制が整備される  

4. 安定的な農業生産のための技術支援サービスの実施体制が整備される  

 

２－２－４ Activities: （活動）  

1-1 To organize the section to collect agricultural techniques and information 

1-2 To collect and verify technical information on pests, diseases and weed control   

1-3 To collect and verify technical information on soil and fertilizer 

1-4 To collect and verify technical information on beef cattle production   

2-1 To prepare means and section for dissemination of various information   

2-2 To revise the guideline on pests, diseases and weed control 

2-3 To provide guidance on fertilizer application, and appropriate use of farmland   

2-4 To prepare technical manual on beef cattle 

2-5  To manage the center in considering nikkei migration needs and local needs 

3-1 To equip the laboratory with equipments and facilities to carry out analyses in 

accordance of the standards   

3-2 To prepare analysis method manuals and safety manuals   

3-3 To bring up the personnel for operation of the laboratory and experimental fields   

3-4 To support the organization, which CETABOL will be transferred to, in the process 

to obtain certification 

3-5 To carry out analyses of soils, fodder and water quality, and agrochemical effect 

tests   

4-1 To expand cattle loaning service, and to manage cattle auction 

4-2 To carry out entrusted services on milk/beef cattle production 

4-3 To carried out entrusted farming services. 

 

1-1 農業技術・情報を収集するための組織を構築する  

1-2 病虫害・雑草防除技術情報の収集及び検証を行う  
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1-3 土壌肥料に関する技術情報の収集及び検証を行う  

1-4 肉用牛に関する技術情報の収集及び検証を行う  

 

2-1 各種技術を普及するための手段･組織を構築する  

2-2 病虫害・雑草防除指針を改訂する  

2-3 土壌診断に基づいた施肥指導・農地の適正利用に関する情報を提供する  

2-4 肉用牛に関する技術マニュアルを作成する  

2-5 移住地及び現地のニーズに対応したセンターの運営を行う  

 

3-1 標準規格にあった分析が実施できるラボを整備する  

3-2 分析方法及び安全対策のマニュアルを作成する  

3-3 ラボラトリー及び試験圃場を運営する人材を育成する  

3-4 受け皿機関の認証取得の手続きを支援する  

3-5 土壌・飼料・水質分析及び農薬効果試験等を行う  

 

4-1 貸し牛制度の拡充と牛せり場の運営を行う  

4-2 乳･肉牛の生産に関する受託サービスを実施する  

4-3 農作業の受託サービスを実施する  

 

 

3. METHOD OF THE EVALUATION （評価の方法）  

 
３－１  Items of the Evaluation（評価項目） 

The Project Evaluation was conducted based on the item 1 to item 3.  

（プロジェクトの評価は、第 1 目から第 3 項目に従って実施される）  

 

(a) Item 1: Examination of Achievements （第 1 項目）達成度の検証  

Inputs, Progress of Activities and Attainment of Outputs and Project Purpose were examined 

with comparing the Project Plans (R/D, M/Ｍ , PDM and PO).  

プロジェクト計画書（R/D、M/M、PDM、PO）に基づいて、投入、活動の進捗、成果

とプロジェクト目標の達成度について検証する。  

 

(b) Item 2: Examination of the Process for Project Implementation 

（第 2 項目）プロジェクト実施プロセスの検証  

 

(c) Item 3: Five Criteria for Evaluation (第 3 項目 ) 評価 5 項目  

The Evaluation was conducted from the viewpoints of five evaluation criteria as shown 

below: 

次に示す 5 つの評価基準の視点から評価を実施する。  
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(1) Relevance （妥当性）  

Relevance of the Project plan is reviewed as the validity of project purpose and overall 

goal in connection with the development policy of the Paraguayan Government and 

needs of the beneficiaries and also the relationship between the objectives of different 

level in PDM.   

 

(2) Effectiveness （有効性）  

Effectiveness concerns the extent to which the Project Purpose in the PDM has been 

achieved, or is expected to be achieved, in relation to the Output produced by the 

Project.    

 

(3) Efficiency    (効率性 ) 

Efficiency of the project implementation is analyzed with the emphasis on the 

relationship between Output and Inputs shown in the PDM in terms of timing, quality 

and quantity.   

 

(4) Impacts     (インパクト ) 

Impact is intended and unintended, direct and indirect positive and negative changes as 

results of the Project.  It includes impact of the Project for the Overall Goal in the 

PDM, as the intended positive change.   

 

(5) Sustainability  (自立発展性 ) 

Sustainability of the Project is assessed in organizational, financial and technical 

aspects by examining the extent to which the achievement of the Project is sustained or 

expanded after the Project is completed. 

 

３－２ Methodology of the Evaluation（評価手法） 

The Project was evaluated by the Consultation Team. The Consultation Team visited project 

sites and had a series of hearings from the Japanese experts and the Project staff.   

 

In order to conduct the project evaluation precisely and efficiently, the Consultation Team 

utilized the PCM (Project Cycle Management) method. The method is based on the Project 

Design Matrix (PDM), which shows the logical inter-relationships among the components of 

the Project.   

 

The Consultation Team analyzed and evaluated the Project from the viewpoint of five 

evaluation criteria based on the PDM and summarized the results as Accomplishment and 

Evaluation Grids.  Finally, the Consultation Team made a set of recommendations and 

lessons learned.   
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4. PROJECT PERFORMANCE（プロジェクトの実績）  

 
４－１ Results of Inputs （投入実績） 

Inputs allocated for the Project from Japanese side are as follows: 

（プロジェクトに対する日本側の投入は次のとおり）  

 

(1) Dispatch of Japanese Experts (Specialists) 日本人専門家の派遣  

(1-1) Long-term Expert: 長期専門家  

Four (4) long-term experts for different fields have been allocated through the Project.  

Details of specialties and dispatching periods of each long-term expert are listed in the 

attached document (ANNEX 1). 

プロジェクト期間を通じて、異なる分野の 4 名の長期専門家が派遣された。それぞ

れの専門家の指導分野、派遣期間については、付属資料 1（投入実績）参照。  

 

(2) Provision of Equipment (as of December 2007) 機材 （2007 年 12 月時点）  

Total amount for the provision of equipments of the project is approximately 

US$ 336,000 (Bs. 2,570,000 and JPY 36,963,000 at the present exchange rate of US$ 1 = 

Bs 7.65 = JPY 110). Details of equipment are listed in the attached document (ANNEX 

1). 

プロジェクト機材の総額は、336,000 米ドル（ボリビア通貨 Bs 換算で 2,570,000、

日本円換算で 36,963,000 円、現在換算レートは US$ 1 = Bs. 7.65 = 110 円）。  

 

(3) Project Management Cost プロジェクト運営経費  

Total amount of project management cost from FY 2005 to 2007 budget is Bs. 10.2 

million approximately equivalent to US$ 1.3 million or JPY 146 million (adopting the 

present exchange rate at US$ 1 = Bs 7.65 = JPY 110). 

プロジェクト運営経費の総額は、1.3 百万米ドル（ボリビア通貨 Bs 換算で 10.2 百

万 Bs、日本円換算で 146 百万円、現在換算レートは US$ 1 = Bs. 7.65 = 110 円）。  

 

(4) Allocation of Project Staff プロジェクトスタッフの配置  

プロジェクトスタッフとして、総務班 3 名、サービス班 10 名、試験生産班 3 名の

計 16 名（2005 年 4 月）、同 3 名、9 名、3 名の計 15 名（2006 年 4 月）、同 3 名、8

名、2 名の計 13 名（2007 年）を配置した。また、圃場での作業員として、延べ 15

名（2005 年）、13 名（2006 年）、13 名（2007 年）を配置した。付属資料１（投入

実績）参照。  

 

４－２ Examination on Progress of Activities and Attainment Outputs and Project Purpose 

  （活動の進捗、成果とプロジェクト目標の達成度） 

Detail results of examination on Progress of Activities and attainment of Outputs and 
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Project Purpose can be referred to in the attached paper (ANNEX 2).  

（プロジェクト活動の進捗、成果とプロジェクト目標の達成度の詳細については、

付属資料 2（達成度グリッド）参照。）  

 

(1) Activity （活動）  

Based on the PDM, the Project Activities are composed of 18 topics, and the progress of 

each Activity on the survey is summarized below.  

（PDM によると、プロジェクト活動は 18 項目設定されている。これら活動の進捗

の要約は次のとおり）  

 

1) 農業技術･情報を収集及び検証する体制が整備される  

Activity 

（活動）  
Contents （項目）  Accomplishment （達成状況）  

1-1 農業技術・情報を収集

するための組織を構

築する  

 プロジェクトの初め 2 年間は、情報収集のための組

織の構想を検討した期間であったが、情報処理基本

ソフトの決定を経て、現在は情報収集、入力蓄積が

活発に行われている。ただし、情報の活用方法に関

連して、日系移住地農業の将来展望を考慮して、整

理する部分がある。  
 生産性に関する畜産、畑作関連データの入力作業が、

2006 年 度 後 半 か ら 開 始 さ れ た 。 採 用 ソ フ ト は 、

Programa Ganadero, Farm Works, ARCView の 3 種類で

ある。試験・調査結果は過去のものを含めて、電子

データ化している。  

1-2 病虫害・雑草防除技術

情報の収集及び検証

を行う  

 2006 年 3 月に大豆、小麦、コメ、柑橘、マカダミア

の防除指針を作成・配布した。また、生産者に説明

会を実施した。  
 インターネットの検索や生産者への巡回指導を通じ

て、病虫害情報を入手している。また、CAICO と連

携し、大豆の生育状況の調査等を実施し、病害虫発

生の状況を確認している。  
 CAICO と CAISY の依頼により、病害虫・雑草防除に

関する調査、勉強会を行っている。CETABOL の蓄積

した経験や見解を両農協関係者に伝える場でもあ

る。  
 収集データの入力及び試験調査の結果は印刷物にま

とめている。ただし、さらに統計処理が強化される

と良い。  
 4 種類の作物を対象に、CAICO と CAISY のそれぞれ

の展示圃において 2005 年から試験を実施している。

しかし、農協からの投入人材が十分でなく、試験が

停滞気味である。  

1-3 土壌肥料に関する技

術情報の収集及び検

証を行う  

 インターネットの検索や生産者への巡回指導を通じ

て、施肥情報を入手している。  
 土壌分析の結果を保証するために、ラボラトリーの

基準に関する書類を作成している。  
 施肥試験（ 2005～ 2009 年）を大豆、トウモロコｼ、イ

ネ、小麦を対象に、CAICO と CAISY の技術者と共同

で行っている。  
 収集データの入力及び試験調査の結果は、印刷物に

まとめている。  
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Activity 

（活動）  
Contents （項目）  Accomplishment （達成状況）  

1-4 肉用牛に関する技術

情報の収集及び検証

を行う  

 インターネットの検索や獣医サービスを通じて、情

報を収集している。  
 乾季飼料対策、遺伝的改良などの技術、独自の競り

場運営による販売の優位性確保を検証している。  
 ブラジルでの関連研修プログラムへの参加を通じ

て、情報を収集している。  
 センター内で実施した試験を、CAICO と CAISY の展

示牧場で発展的に実施している。ここでは、オキナ

ワ、サンファン地域の遺伝的改良のベースとすると

ともに、乾季補助飼料給与を導入する集約的管理を

モデルとして紹介している。  
 収集データ入力及び試験調査結果は、印刷物にまと

めている。  

 
2) 検証された農業技術を普及実践する体制が整備される 

Activity 

（活動） 
Contents （項目） Accomplishment （達成状況） 

2-1 各種技術を普及するた

めの手段･組織を構築す

る   

 CAICO と CAISY の新聞に各種技術を紹介している。

また、試験・調査結果をまとめて技術マニュアルを

作成、配布している。  
 各年度にセミナー、講習会、研修計画を作成し、実

施している。  

2-2 病虫害・雑草防除指針を

改訂する  

 「CAICO の日」「CETABOL の日」等の公開発表の機

会に、病害  虫防除技術を伝えている。  
 2006 年 3 月に、大豆等の病害虫・雑草防除指針技術

マニュアルを改訂した。大豆については、 2006 年

11 月には増補改訂した。  

2-3 土壌診断に基づいた施

肥指導・農地の適正利用

に関する情報を提供す

る  

 公開発表の機会に、土壌診断に関する情報を発表し

ている。  
 CAICO と CAISY の技術者向けの技術マニュアル（仮

題「土壌分析結果を解釈するためのマニュアル｣」

の作成を検討中である。  

2-4 肉用牛に関する技術マ

ニュアルを作成する  

 公開発表の機会に飼養管理技術に関する情報を発

表している。  
 集約的飼養管理に関する技術マニュアルの作成を

準備中である。  
 ｢肥育牛の飼養管理に関するマニュアル」（ 2006 年 3

月）を作成・配布した。  
 「輪換体系に関するマニュアル」は、次回の試験圃

での畑地と草地の交換を経て、2008 年 3 月までに作

成する予定である。  

2-5 移住地及び現地のニー

ズに対応したセンター

の運営を行う 

 土壌分析・診断、病中害診断、畜産関連のサービス

実施が、生産者との日常的なﾁｬﾈﾙになっており、問

題点の把握にも役立っている。 

 大豆さび病の発生など、最重要テーマについては関

連技術マニュアルを使って、戦略的に指導してい

る。 

 

3) 公的認証機関として検査・分析等を行える体制が整備される 
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Activity 

（活動） 
Contents （項目） Accomplishment  （達成状況） 

3-1 標準規格にあった分析

が実施できるラボを整

備する  

 分析ラボを標準規格に適合させるための内部企画

書を作成し、以下の作業を開始した。  
1．資機材や試薬類一覧、 2．改修計画、 3．安全対

策マニュアル、 4．分析方法マニュアル等  
 2005 年 8 月に内部の暫定規定を作成した。  
 2006 年 3 月に分析ラボを標準規格に当てはまるよう

に改修した。  

3-2 分析方法及び安全対策

のマニュアルを作成す

る  

 近隣諸国の化学分析ラボにおける安全対策（プエル

トリコやマドリッド）を調査し、暫定内部規定に機

材、試薬類の取り扱いについて記載した。  
 ISO 9001 が求める基準に沿って土壌・飼料分析法の

マニュアルを作成した。  

3-3 ラボラトリー及び試験

圃場を運営する人材を

育成する  

 移管協議委員会において、将来の人材育成計画を検

討中であるため、実際の人材育成はプロジェクト後

半期に行われる。  
 ISO 9001 認証取得のための研修にラボラトリー要

員が参加し、申請書類の作成資格を取得した。  

3-4 受け皿機関の認証取得

の手続きを支援する  

 移管後の業務で合意したものは、以下のとおりであ

る。  
 作物関連（農地利用計画の策定と土壌管理指導、農

薬効果試験、病害虫防除試験、品種選抜のための耐

病性評価）  
 分析関連（土壌、植物体、水質、飼料）、研修・普

及関連  
 受け皿機関の設置が未了のため支援はない。  

3-5 土壌・飼料・水質分析及

び農薬効果試験等を行

う  

 日常的に土壌、植物養分、水質、飼料等の分析及び

農薬効果試験を実施しており、依頼件数は増加して

いる。  
 公開発表の機会に、また日常的な土壌分析・診断サ

ービスを通じて、これら分析や試験の重要性を広く

アピールしている。  

 
4) 安定的な農業生産のための技術支援サービスの実施体制が整備される 

Activity 

（活動） 
Contents （項目） Accomplishment  （達成状況） 

4-1 貸し牛制度の拡充と牛

競り場の運営を行う  

 公開発表の際、畜産部会、獣医などのサービスを通

じて、優良牛の有効性を説明し、制度の拡充を図っ

ている。  
 種雄牛の貸付は年々漸増しており、生産規模の拡大

が必要である。  
 CAICO の競り場では、実施回数、出品頭数等が着実

に増加している。 2007 年 9 月に CAISY に対して、

競り場の設置を支援し、競り開催を準備中である。

4-2 乳･肉牛の生産に関する

受託サービスを実施す

る  

 獣医（繁殖）サービスは、CAICO を肩代わりする形

で実施しているため、独自の規定はない。  
 肉牛生産者は移住地の農家全体の 20～ 30％（ 60 戸）

であり、更にサイレージ生産は小さい数であるが、

依頼は毎年寄せられている。  
 獣医サービス（繁殖のみ）は､オキナワ移住地 6 戸

だが、対象頭数は 1,000 頭規模である。  
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4-3 農作業の受託サービス

を実施する  

 オキナワ移住地畑作生産者は全 200 戸で、播種、農

薬散布、収穫及び乳牛繁殖サービスを実施してい

る。  
 播種、農薬散布、収穫に関する規定がある。  
 大豆、小麦の収穫サービスへの需要が高い。  
 大豆、小麦への除草剤、殺菌剤、殺虫剤散布サービ

スへの需要が高い。  

 
 
(2) Achievement of Outputs （アウトプットの達成度）  
(2-1) Achievement of Output 1 （アウトプット１の達成度）  

データベースのソフトウエアが 2006 度後半に決定されて以降、調査、データ収

集・入力が本格化した。2007 年度には、事業モデルとなるブラジル国パラナ州等

へ調査団を派遣し、CETABOL モデルの形成を検証した。データベースの整備につ

いては緒についたばかりであり、プロジェクト後半期に強化していくべきである。

達成度は 30％程度と判断される。  

 

(2-2) Achievement of Output 2 （アウトプット 2 の達成度）  

農協新聞への掲載、講習会を通じた技術提供等によって普及を進めている。各種

マニュアルは、目標値を上回って作成している。また、毎年の公開日には試験結果

を発表しており、各種講習会も多数開催されている。達成度は 50％程度と判断さ

れる。  

 

(2-3) Achievement of Output 3 （アウトプット 3 の達成度）  

ISO 認証を目標として体制整備を目指したが、ボリビアの認証制度を検討した結

果、この取得を行わないことに方針を変更した。現在、それに準ずるラボ整備を継

続的に実施している。なお、準備した内部手順書等の精査は、突然のスタッフの離

職により停滞している。分析依頼は目標を上回っているが、本項目の見直しが必要

である。アウトプット 3 の達成度は 30％程度である。  

 

(2-4) Achievement of Output 4 （アウトプット 4 の達成度）  

育成種雄牛の貸付け、乳・肉牛の受託業務は目標値を上回っており、また競りの

回数も最終年度目標 5 回達成も期待できるペースである。これらは順調に進捗して

いると考える。達成度は 80％以上と判断される。  

 

(3) Achievement of Project Purpose （プロジェクト目標の達成度）  

 将来の CETABOL に関する業務実施規定及び管理運営計画は、現在策定中である

が、2008 年内に提示される。また、CAICO と CAISY による財団の設立手続きは、

ほぼ終了している。プロジェクト目標の達成度は 50％程度と判断される。  
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5. EVALUATION RESULTS （評価結果）  

 
Based on the results of survey in terms of the achievement of the Project Plan, the Project 

was evaluated on the five criteria as follows. Details of each evaluation can be referred to 

in the attached paper (ANNEX 3).   

（プロジェクト計画書の達成度に関する調査結果を受けて、次の通り評価 5 項目に

よる評価を実施した。詳細評価結果は、付属資料 3（評価グリッド）参照。）  

 

 

５－１  Relevance （妥当性） 

本プロジェクト実施の妥当性は高い。  

本プロジェクトでは、5 年間の第 1 フェーズ協力までに蓄積された技術を、農業

普及を通じて、対象地域社会の農業に展開し、またプロジェクト終了後の基盤整備

を図り、永続的にサンタクルス県を中心とした農業地域の開発に貢献できる体制作

りを行っている。また、プロジェクトでは、日系農協のみならず、ボリビアの関係

機関への協力も行っており、ボリビア国の農業政策及び対象地域やターゲット・グ

ループのニーズとも合致している。また、生産性向上により対象国の発展に貢献す

るという、日本国の国別事業実施計画との整合性もある。そのため、プロジェクト

実施の妥当性は十分にある。  

 

５－２ Effectiveness （有効性） 

プロジェクト実施の有効性は中程度である。  

CETABOL に永年にわたって蓄積されてきた、熱帯湿潤地域における農業生産に

関する知識と経験の中から、地域のニーズを考慮して絞り込んだ 4 課題に対して、

集中的に活動を展開しており、これによって、プロジェクト目標である地域の営農

センター組織作りに近づくと言える。プロジェクトの実施は、CAICO と CAISY の

両農協との協議の下、実施されている。地理的なことから CAICO との関わりが大

きい部分も見られるが、CAISY との連携や共同事業も増えている。そのため、プ

ロジェクト目標は、終了時までには達成されるであろうと予測される。  

一方、現行の PDM において、アウトプットとプロジェクト目標との関係に大き

な問題はない。しかし、プロジェクトの中間時点で詳細を確認すると、地域のニー

ズに基づいて活動している CETABOL の実態と若干の齟齬が生じている個所が確

認された。そのため、現行の PDM のアウトプットと関連する活動および指標等の

見直しが必要と考える。  

 

５－３ Efficiency （効率性） 

効率性は、全体として満足がいくレベルと判断される。  

プロジェクトの投入及び実施プロセスは、日本国側が主導的に実施しているため、

活動は計画に従って適正に実施されている。その際、過去の機材の有効活用、専門
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家の最低限の投入により実施されている。ただし、投入に関し、専門家の派遣に不

在期間が生じたことと、これまで育成してきた有能なプロジェクト要員の離職は、

効率性を低下させたといえる。  

 

５－４ Impact （インパクト） 

いくつかの正のインパクトが期待できる。  

本プロジェクトの技術普及の影響の範囲は、日系農家が中心であるが、ボリビア

関係機関に対する支援もプロジェクトは実施しており、技術支援を受けたボリビア

機関を通じて、CETABOL の有効性を理解し、同センターにアクセスする機会が増

えてくることが期待できる。  

また、上位目標の｢サンタクルス県の熱帯湿潤地帯において持続的な農業技術が

普及される」へのインパクトは、十分に期待されるが、プロジェクト終了後に

CETABOL の移管先の機関が担うとなると、容易ではないが、日系農協は CETABOL

を通じて、地域社会への農業技術普及強化を計画しているため、上位目標の達成が

期待できる。  

なお、CETABOL は、大学・短大等からの論文研究生・実習生の受け入れを継続

しており、国立牛改良センター（CNMGB）、熱帯農業研究センター（CIAT）等と

の共同研究も実施しており、ボリビアの人材育成および技術向上に大きく貢献して

いる。一方、負のインパクトは特に認められない。  

 

５－５ Sustainability （自立発展性） 

 課題はみられるものの自立発展性は確保できると考える。  

CETABOL の移管に向けて、CAICO、CAISY の両農協が受け皿機関を設置し、活

動を部分的に移管することが、2006 年 12 月に計画された。CETABOL の受け皿機

関である財団設立の準備は、ほぼ終了している。  

また、プロジェクト終了後の運営資金を独立採算で確保することは困難であり、

そのため移管先機関である日系農協から負担を行う必要性があるが、これについて

は、事業に必要な経費と農協が負担可能な額を試算し、現実的な事業計画策定を農

協側が行っている。また、CETABOL では案件終了後も継続的に事業が実施できる

ように、プロジェクト活動の見直しを図り、案件終了後を見据えた実施体制の構築

を進めている。ここでは、資金源の多様化や他機関との連携なども模索されており、

これらを積極的に進めることは、試験場の自立発展性の確保に大きく貢献できると

考える。施設や資機材の保守管理の状況は良好であり、今後の活用に支障はない。 

4 つの主要課題の内、病害虫、土壌診断・施肥、畜産に関しては、人材が確保さ

れているが、土壌分析はプロジェクト要員の計画外の離職の影響が見られるため、

体制の改善が緊急の課題である。  
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6. CONCLUSIONS （結論）  

 
 ボリビア国と日本国双方により合意された PDM に記述されているプロジェクト

目標、成果、活動等に基づき、本プロジェクト開始から現時点までの実績、成果、

実施プロセスを調査し、プロジェクトの妥当性及び効率性を中心に評価した。本プ

ロジェクトは総じて計画に基づき実施され、所期の成果を上げつつあるとの結論に

達した。  

 プロジェクトの上位目標や目標は、ボリビアの国家政策や日本国の ODA 事業実

施方針との整合性があり、プロジェクト実施の妥当性は高いといえる。また、関係

機関からの適切な投入が行われたことにより、プロジェクトは活動計画（ＰＯ）に

沿って、円滑に実施され、成果も発現しつつある。そのため、プロジェクト終了時

点において、プロジェクトの高い有効性が確保される可能性が大きい。今後、プロ

ジェクト終了後も継続的に移管先機関が運営できるように、協力の残りの期間で人

材面、制度面、財政面での実施体制強化を図り、より自立発展性確保に務めること

が重要となる。  

 

 

7. RECOMMENDATIONS AND LESSONS LEARNED 

（提言と教訓）  

 
７－１  Recommendations （提言） 

Based on the evaluation results, the Consultation Team recommends the Project Team to 

execute the followings by the termination of the Project period. 

（評価結果を受け、評価チームはプロジェクトチームに対して、プロジェクト終了

までに次の事項に対処することを提言する）  

 

(1) PDM の変更  

2005 年 3 月 30 日に合意された実施協議（R/D）及び協議議事録（M/M）で示さ

れているプロジェクト計画書 PDM（Ver. 1）を検討した結果、PDM の見直が必要で

あると考えられる。  

PDM （Ver.1）が策定された時点では、普及活動の他に試験圃場での試験研究も

重要視されおり、それに沿った計画書が策定された。しかし、プロジェクト目標で

ある、営農の基盤整備を実現させるため、まず地域社会にとって必要な農業技術を

普及させるための体制作りが重要となる。そこで、プロジェクト計画を次のように

変更することを提言する。  
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PDM 変更の主な視点は、次のとおりである。 

 

1） プロジェクト実施目的に変更はないことから、上位目標及びプロジェクト目

標は変更しない。 

2） プロジェクト目標達成に必要な試験場の基盤整備のためには、移管後の実施

体制の整備が必須事項である。そのため、成果の一項目に取り入れる。また、そ

のための活動に、試験場の収益の柱となる事業を示す。 

3） 成果レベルの項目を再整理し、アウトプット 2 の「技術指導の拡充」とアウ

トプット 4 の「技術支援サービスの実施体制整備」を 1 つにまとめ、新アウトプ

ット 4 の「業務実施体制整備」に集約する。また、そのための活動に既に実施さ

れている小農を対象とする活動を加えた。 

4） 活動は、アウトプットの変更に対応して加筆修正する。 

5） プロジェクト目標の達成度合いを評価する指標については、その達成度を測

定するに十分な項目でなかったことから、プロジェクト目標の指標を 3 つの観点

（「認知度」、「機能性」、「体制」）から見直し、設定する。 

 

変更箇所及び変更理由は、以下のとおりである。また、変更後の PDM は付属資料 4

（PDM ver2）参照。  

 

(2) 移管先機関による先行事業実施実現への支援  

 プロジェクト目標である「営農技術改善と普及の拠点としての基盤整備」を達成

させるため、CETABOL の移管先機関が、同プロジェクトの終了を待たずに、これ

に先立って事業を引き受け、運営ノウハウを習得しながら、CETABOL の実施体制

を整備することが重要となる。早期に移管手続きを完了させ、移管先機関が人を配

置し、移管後の体制を考慮しながら、事業が運営できるように、プロジェクトチー

ムはこれらについて、側面的支援を行うことが求められる。  

 

(3) 関係機関間の連絡強化、意見統一の促進  

 プ ロ ジ ェ ク ト 目 標 の 達 成 度 を 測 定 す る 指 標 の 一 つ と し て あ げ ら れ て い る

「CETABOL の業務実施規定及び管理運営計画の移管先機関による承認」を実現さ

せるため、プロジェクトチームは、関係機関である日系農協の意向を確認しつつ、

より現実的な計画書作成を導かなくてはならない。そのためにも、CAICO と CAISY

の定期連絡会議開催を支援し、それ以外の時期でも、各農協の窓口となる人材を通

じて、関係機関の意見のすり合わせを行うなど、情報の偏りや停滞を生じさせず、

関係者間の意見統一を進めるべきである。  

 

７－２  Lessons Learned from the Project （プロジェクトから得られた教訓）  

(1) Verifiable indicators in PDM should be set carefully in consideration of variation of 

target area and groups, and fundamental data and information concerning to the indicators 

should be monitored periodically in order to evaluate project smoothly and clearly. 
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対象地域、対象グループの範囲を考えながら PDM の指標を慎重に設定する必要があ

る。また、プロジェクトを適切に明確に評価するため、指標に用いられる基礎データ、

基礎情報を定期的にモニタリングする必要がある。  
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ァ
ン

移
住

地
域

の
遺

伝
的

改
良

の
ベ

ー
ス

と
す

る
と

と
も

に
、

乾
季

補
助

飼
料

給
与

を
導
入
す
る
集
約
的
管
理
を
モ
デ
ル
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

 
• 
収
集
デ
ー
タ
入
力
及
び
試
験
調
査
結
果
は
、
印
刷
物
に
ま
と
め
て
い
る
。

 

2 

2-
1 

各
種

技
術

を
普

及
す

る
た

め
の

手

段
･
組
織
を

構
築
す
る

 
C

ET
A

B
O

L
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

• 
C

A
IC

O
と

C
A

IS
Y
の
新
聞
に
各

種
技
術

を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
試
験
・
調
査
結
果
を
ま
と
め
て
技
術
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
、
配
布
し
て
い
る
。

 
• 
各
年
度
に
セ
ミ
ナ
ー
、
講
習
会
、
研
修
計

画
を
作
成
し
、
実
施
し
て
い
る
。

 
3 

活   動 

2-
2 
病
虫
害
・
雑
草
防
除
指
針
を
改
訂
す

る
 

C
ET

A
B

O
L

報
告

書
、

プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

• 
「

C
A

IC
O
の
日

」
、
「

C
ET

A
B

O
L
の
日
」
等
の
公
開
発
表
の
機
会
に
、
病
害

 虫
防
除
技
術
を
伝
え
て
い
る
。

 
• 

20
06

年
3
月
に

、
大
豆
等
の
病
害
虫
・
雑
草
防
除
指
針
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
訂
し
た
。
大
豆
に
つ
い
て
は
、

 
3 
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プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

要
約

／
計

画
活

動
 

デ
ー
タ
入

手
手
段

 
活

動
実

績
 

達
成
度

 

 
 

20
06

年
11

月
に

は
増
補
改
訂
し
た
。

 
 

2-
3 
土
壌
診
断
に
基
づ
く
施
肥
指
導
・
農

地
の

適
正

利
用

に
関

す
る

情
報

を
提

供

す
る

 

C
ET

A
B

O
L

報
告

書
、

プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

• 
公
開
発
表
の
機
会
に
、
土
壌
診
断
に
関
す
る
情
報
を
発
表
し
て
い
る
。

 
• 

C
A

IC
O
と

C
A

IS
Y
の
技
術
者
向

け
の
技

術
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
仮
題
「
土
壌
分
析
結
果
を
解
釈
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
｣
の
作
成
を
検
討
中
で
あ
る
。

 
3 

2-
4 

肉
用

牛
に

関
す

る
技

術
マ

ニ
ュ

ア

ル
を
作
成
す

る
 

C
ET

A
B

O
L

報
告

書
、

プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

• 
公
開
発
表
の
機
会
に
飼
養
管
理
技
術
に
関
す
る
情
報
を
発
表
し
て
い
る
。

 
• 
集
約
的
飼
養
管
理
に
関
す
る
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
準
備
中
で
あ
る
。

 
• 
｢
肥
育
牛
の
飼
養
管
理
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
（

20
06

年
3
月
）

を
作
成
・
配
布
し
た
。

 
• 
「
輪
換
体
系
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
、
次
回
の
試
験
圃
場
で
の
畑
地
と
草
地
の
交
換
を
経
て
、

20
08

年
3

月
ま
で
に
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

 

3 

2-
5 

移
住

地
及

び
現

地
の

ニ
ー

ズ
に

対

応
し
た
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
行
う

 
C

ET
A

B
O

L
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

• 
土

壌
分

析
・

診
断

、
病

中
害

診
断

、
畜

産
関

連
の

サ
ー

ビ
ス

実
施

が
、

生
産

者
と

の
日

常
的

な
チ

ャ
ネ

ル
に

な

っ
て
お
り
、
問
題
点
の
把
握
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

 
• 
大

豆
さ

び
病

の
発

生
な

ど
、

最
重

要
テ

ー
マ

に
つ

い
て

は
関

連
技

術
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
使

っ
て

、
戦

略
的

に
指

導

し
て
い
る
。

 

4 

3-
1 

標
準

規
格

に
あ

っ
た

分
析

が
実

施

で
き
る
ラ
ボ

を
整
備
す
る

 
C

ET
A

B
O

L
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

• 
分
析
ラ
ボ
を
標
準
規
格
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
内
部
企
画
書
を
作
成
し
、
以
下
の
作
業
を
開
始
し
た
。

 
1．

資
機
材
や
試
薬
類
一
覧
、

2．
改
修
計
画
、

3．
安
全
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

4．
分
析
方
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

 
• 

20
05

年
8
月
に

内
部
の
暫
定
規
定
を
作
成
し
た
。

 
• 

20
06

年
3
月
に

分
析
ラ
ボ
を
標
準
規
格
に
当
て
は
ま
る
よ
う
に
改
修
し
た
。

 

2 

3-
2 

分
析

方
法

及
び

安
全

対
策

の
マ

ニ

ュ
ア
ル
を
作

成
す
る

 
C

ET
A

B
O

L
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

• 
近

隣
諸

国
の

化
学

分
析

ラ
ボ

に
お

け
る

安
全

対
策

（
プ

エ
ル

ト
リ

コ
や

マ
ド

リ
ッ

ド
）

を
調

査
し

、
暫

定
内

部

規
定
に
機
材
、
試
薬
類
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
記
載
し
た
。

 
• 

IS
O

 9
00

1
が
求

め
る
基
準
に
沿
っ
て
土
壌
・
飼
料
分
析
法
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。

 
4 

3-
3 

ラ
ボ

ラ
ト

リ
ー

及
び

試
験

圃
場

を

運
営
す
る
人

材
を
育
成
す
る

 
C

ET
A

B
O

L
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

• 
移

管
協

議
委

員
会

に
お

い
て

、
将

来
の

人
材

の
育

成
計

画
を

検
討

中
で

あ
る

た
め

、
実

際
の

人
材

育
成

は
プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
後
半
期
に
行
わ
れ
る
。

 
• 

IS
O

 9
00

1
認
証

取
得
の
た
め
の
研
修
に
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
要
員
が
参
加
し
、
申
請
書
類
の
作
成
資
格
を
取
得
し
た
。
 

2 

3-
4 

受
け

皿
機

関
の

認
証

取
得

の
手

続

き
を
支
援
す

る
 

C
ET

A
B

O
L

報
告

書
、

プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

• 
移
管
後
の
業
務
で
合
意
し
た
も
の
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
1．

作
物
関
連
（
農
地
利
用
計
画
の
策
定
と
土
壌
管
理
指
導
、
農
薬
効
果
試
験
、
病
害
虫
防
除
試
験
、
品
種
選
抜

の
た
め
の
耐
病
性
評
価
）

 
2．

分
析
関
連
（
土
壌
、
植
物
体
、
水
質
、
飼
料
）
、
研
修
・
普
及
関
連

 
• 
受
け
皿
機
関
の
設
置
が
未
了
の
た
め
支
援
は
な
い
。

 

2 

3-
5 
土
壌
・
飼
料
・
水
質
分
析
及
び
農
薬

効
果
試
験

 等
を
行
う

 
C

ET
A

B
O

L
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

• 
日

常
的

に
土

壌
、

植
物

養
分

、
水

質
、

飼
料

等
分

析
及

び
農

薬
効

果
試

験
を

実
施

し
て

お
り

、
依

頼
件

数
は

増

加
し
て
い
る
。

 
• 
公

開
発

表
の

機
会

に
、

ま
た

日
常

的
な

土
壌

分
析

・
診

断
サ

ー
ビ

ス
を

通
じ

て
、

こ
れ

ら
分

析
や

試
験

の
重

要

性
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

 

4 

4-
1 

貸
し

牛
制

度
の

拡
充

と
牛

せ
り

場

の
運
営
を
行

う
 

C
ET

A
B

O
L

報
告

書
、

プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

• 
公

開
発

表
の

際
、

畜
産

部
会

、
獣

医
な

ど
の

サ
ー

ビ
ス

を
通

じ
て

、
優

良
牛

の
有

効
性

を
説

明
し

、
制

度
の

拡

充
を
図
っ
て
い
る
。

 
• 
種
雄
牛
の
貸
付
は
年
々
漸
増
し
て
お
り
、
生
産
規
模
の
拡
大
が
必
要
で
あ
る
。

 
• 

C
A

IC
O

の
競
り
場
で
は
、
実
施
回
数
、
出
品
頭
数
等
が
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

20
07

年
9
月
に

C
A

IS
Y

に

対
し
て
、
競
り
場
の
設
置
を
支
援
し
、
競
り
開
催
を
準
備
中
で
あ
る
。

 

3 

118



 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

要
約

／
計

画
活

動
 

デ
ー
タ
入

手
手
段

 
活

動
実

績
 

達
成
度

 

4-
2 

乳
肉

の
生

産
に

関
す

る
受

託
サ

ー

ビ
ス
を
実
施

す
る

 
C

ET
A

B
O

L
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

• 
獣
医
（
繁
殖
）
サ
ー
ビ
ス
は
、

C
A

IC
O

業
務
を
肩

代
わ
り
す
る
形
で
実
施
し
て
い
る
た
め
、
独
自
の
規
定
は
な

い
。

 
• 
肉
牛
生
産
者
は
移
住
地
の
農
家
全
体
の

20
～

30
％
（

60
戸
）
で
あ
り
、
更
に
サ
イ
レ
ー
ジ
生
産
は
小
さ
い
数
で

あ
る
が
、
依
頼
は
毎
年
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

 
• 
獣
医
サ
ー
ビ
ス
（
繁
殖
の
み
）
は
､
オ
キ
ナ
ワ

6
戸
だ
が
、
対
象
頭
数
は

1,
00

0
頭
規
模
で
あ
る
。

 

4 

4-
3 

農
作

業
の

受
託

サ
ー

ビ
ス

を
実

施

す
る

 
C

ET
A

B
O

L
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

• 
オ
キ
ナ
ワ
畑
作
生
産
者
は
全

20
0
戸
で
、
播
種
、
農
薬
散
布
、
収
穫
及
び
乳
牛
繁
殖
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い

る
。

 
• 
播
種
、
農
薬
散
布
、
収
穫
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
。

 
• 
大
豆
、
小
麦
の
収
穫
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
が
高
い
。

 
• 
大
豆
、
小
麦
へ
の
除
草
剤
、
殺
菌
剤
、
殺
虫
剤
散
布
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
が
高
い
。

 

4 

活
動
の
達
成
度
の
要
約
：

 
一
部
の
活
動
に
つ
い
て
は

, 
計
画
の
変
更
が
生
じ
た
が
、
多
く
の
活
動
は
概
ね
計
画
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
特
に
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

4
の

た
め
の
活
動
の
多
く
は
完
了
し
て
い
る
。

 
 

達
成
度
：

 
4：

完
了
（
既
に
完
了
し
て
い
る
）

 
3：

完
了
見
込
み
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で
に
完
了
見
込
み
）

 
2：

課
題
を
残
す
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で
に
完
了
が
見
込
め
な
い
）

 
1：

活
動
せ
ず
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
要

約
 

指
 

標
 

デ
ー
タ
入

手
手
段

 
実

 
 

 
績

 
段

階
 

1-
1 

収
集

情
報

デ
ー

タ

ベ
ー

ス
が

毎
月

更
新

さ

れ
る

 
 

1-
1 

収
集

情
報

デ
ー

タ

ベ
ー

ス
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
資

料
、

イ
ン

タ
ビ

ュ

ー
 

• 
20

05
年
度
に
、「

情
報
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
に
必
要
な
投
入
計
画
の
策
定
を
目
指
し
た
が
、
農
協

と
の

協
議

が
遅

れ
、

投
入

計
画

に
換

え
て

農
協

・
農

家
と

の
協

同
実

施
体

制
（

案
）

の
策

定
と

農
協
へ
の
説
明
に
と
ど
ま
っ
た
。

 
• 

20
06

年
度
に
、「

情
報
セ
ン
タ
ー
」
の
目
的
、
対
象
デ
ー
タ
、
試
験
・
調
査
に
よ
る
生
産
者
起
源

の
デ
ー
タ
収
集
の
作
業
分
担
を

C
A

IC
O
に
説
明

し
承
認
を
得
た
。

 
• 

20
07

年
度
上
期
に
、「

情
報
セ
ン
タ
ー
」
が
畜
産
、
土
壌
肥
料
、
病
害
虫
（
農
薬
）
分
野
の
情
報

を
対
象
に
、

3
種
の
市
販

ソ
フ
ト
を
用
い
た
デ
ー
タ
バ
ン
ク
と
す
る
基
本
構
想
が
決
ま
っ
た
。

 
• 
そ
の
た
め
、
デ
ー
タ
が
毎

月
更
新
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

 

1 

1-
2 

収
集

さ
れ

た
技

術

情
報

の
検

討
会

が
毎

月

開
催
さ
れ

る
 

1-
2 

C
ET

A
B

O
L
月
報
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

• 
20

05
年
度
は
、
設
定
指
標
に
関
し
て

C
ET

A
B

O
L
内
部
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
の
た
め
の
議
論

を
継
続
し
た
。

 
• 

20
06

年
度
に
情
報
の
検
証
を
、

C
ET

A
B

O
L
内
の
試
験
圃
場
、

C
ET

A
B

O
L
飼
養
家

畜
、

C
A

IC
O

と
C

A
IS

Y
の
展

示
圃
場
を
活
用
し
て
実
施
す
る
試
験
及
び
関
連
調
査
を
通
じ
て
行
っ
た
。

 
• 

20
07

年
度
上
期
に
、

C
ET

A
B

O
L
が
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、

C
A

IC
O
と

C
A

IS
Y
の
技
術

者
と
連
携
し
て
、
デ
ー
タ
収
集
・
入
力
蓄
積
を
開
始
し
た
。

 

1 

1.
 農

業
技

術
･
情

報
を

収
集

及
び

検

証
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
る

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

1
の
評
価
：

 
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が

20
06

度
後

半
に
決
定
さ
れ
て
以
降
、
調
査
、
デ
ー
タ
収
集
・
入
力
が
本
格
化
し
た
。

 
20

07
年
度
に
は
、
事
業
モ
デ
ル
と
な
る
ブ
ラ
ジ
ル
国
パ
ラ
ナ
州
等
へ
調
査
団
を
派
遣
し
、

C
ET

A
B

O
L
モ
デ
ル
の
形
成
を
検
証
し
た
。

 
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
に
つ
い
て
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
半
期
に
強
化
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

 
達
成
度
は

30
％
程
度
と
判
断
さ
れ
る
。

 
 2-

1 
情

報
収

集
リ

ス
ト

が
毎
月
配

布
さ
れ
る

 

2-
1 

情
報

収
集

リ
ス

ト
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
• 
指
標
で
あ
る
情
報
収
集
リ
ス
ト
の
配
布
実
績
は
な
い
。

 
1 

2-
2 

農
協

の
新

聞
に

各

種
情
報
が

掲
載
さ
れ
る

 

2-
2 

農
協

の
新

聞
、

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、

イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

 

• 
20

05
年
度
に
、
進
捗
指
標
と
す
る

C
ET

A
B

O
L
通
信
記
事
掲
載
、
農
協
新
聞
へ
の
投
稿
で
暫
定

的
に
開
始
し
た
。

 
• 

20
07

年
度
上
期
に
は
、

3
編
を
投
稿
し
た
。

 
3 

2-
3 
病
虫
害
・
雑
草
防
除

指
針

の
改

訂
版

が
毎

年

作
成
さ
れ

る
 

2-
3 

C
ET

A
B

O
L
年
報
、

防
除

指
針

、
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

資
料

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

• 
病
虫
害
・
雑
草
防
除
指
針
は
、

20
06

/1
1
に
大
豆

、
20

07
/5

に
小
麦
、

20
07

/1
0
に
サ
ト
ウ
キ
ビ

、

20
07

/1
1
に
コ
メ

に
関
し
て

、
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
作
成
・
配
布
し
た
。

 
3 

2-
4 

土
壌

肥
料

に
関

す

る
技
術
マ

ニ
ュ
ア
ル
が

2
種
類
以
上
作
成
さ
れ
る

 

2-
4 

C
ET

A
B

O
L
年
報
、

技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル

 
• 
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
仮
題
「
土
壌
分
析
結
果
を
解
釈
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
｣
」
の
作
成
を
検

討
し
て
い
る
。

 
2 

ア ウ ト プ ッ ト 

2.
 検

証
さ

れ
た

農
業

技
術

を
普

及

実
践
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
る

 

2-
5 

肉
用

牛
に

関
す

る

技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

3種
類
以
上
作
成
さ
れ
る

 

2-
5 

C
ET

A
B

O
L
年
報
、

技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル

 

• 
20

06
/3

に
｢
肥
育
牛
の
飼
養
管
理
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
、

20
07

/3
に
｢
肉
牛
の
飼
養
管
理
技
術

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し

た
。
ま
た
、
「
輪
換
体
系
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

20
07

年
度
に

作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

 
 

3 
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プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

要
約

 
指

 
標

 
デ

ー
タ
入

手
手
段

 
実

 
 

 
績

 
段

階
 

2-
6 

試
験

結
果

が
毎

年

C
ET

A
B

O
L
公
開
日
に
発

表
さ
れ
る

 
2-

6 
C

ET
A

B
O

L
年
報

 
• 
毎
年
、「

国
家
小
麦
の
日
」
、「

C
A

IC
O
の
日
」
、「

C
ET

A
B

O
L
の
日
」
等
の
公
開
日
に
、
試
験

結

果
を
発
表
し
て
い
る
。

 
4 

2-
7 
毎
年

30
回
以
上
各

種
講

習
会

等
が

開
催

さ

れ
る

 

2-
7 

C
ET

A
B

O
L
年
報
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

• 
20

05
年
度
の
農
事
相
談
、
講
習
会
等
は

41
件
で

あ
っ
た
。

 
• 

20
06

年
度
の
農
事
相
談
、
講
習
会
等
は

27
件
で

あ
っ
た
。

 
3 

ア
ウ
ト
プ

ッ
ト

2
の
評
価
：

 
農
協
新

聞
へ
の

掲
載
、

講
習
会

を
通
じ

た
技
術

提
供
等

に
よ
っ

て
普
及

を
進
め

て
い
る

。
各
種

マ
ニ
ュ

ア
ル
は

、
目
標

値
を
上

回
っ
て

作
成
し

て
い
る

。
ま

た
、

毎
年
の
公
開
日
に
は
試
験
結
果
を
発
表
し
て
お
り
、
各
種
講
習
会
も
多
数
開
催
さ
れ
て
い
る
。

 
達
成
度
は

50
％
程
度
と
判
断
さ
れ
る
。

 
 3-

1 
分
析
ラ
ボ
の
機
材
、

設
備
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
運

営
組

織
が

公
的

認
証

機

関
と

し
て

の
要

求
を

満

た
す

 

3-
1 

C
ET

A
B

O
L
年
報
、

組
織

図
、

分
析

方
法

・

安
全

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

• 
20

05
年
度
に
、
認
証
取
得
の
た
め
の
作
業
企
画
書
（
体
制
、
設
備
改
修
を
含
む
）
の
整
備
を
開

始
し
た
。
安
全
対
策
、
分
析
方
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。

 
• 

20
06

年
度
に
、
認
証
取
得
の
目
的
、
経
済
負
担
を
考
慮
し
、
こ
れ
を
断
念
し
た
。
な
お
、
認
証

は
取

得
し

な
い

も
の

の
、

基
準

に
沿

っ
た

分
析

が
で

き
る

た
め

の
品

質
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
整

備
は
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

 

1 

3-
2 

ラ
ボ

及
び

試
験

圃

場
を

運
営

す
る

人
材

が

技
術
講
習

会
・
研
修
に
参

加
す
る

 

3-
2 

C
ET

A
B

O
L
年
報
、

農
薬

効
果

試
験

免
許

、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

• 
20

07
年
度
上
期
に
、
分
析
ラ
ボ
の
主
任
格
ス
タ
ッ
フ
が
退
職
し
、
後
任
を
採
用
し
た
が
、
業
務

は
停
滞
し
て
い
る
。

 
1 

3-
3 
毎
年

30
件
以
上
の

分
析

及
び

試
験

結
果

報

告
書
が
作
成
さ
れ
る

 

3-
3 

C
ET

A
B

O
L
年
報
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

• 
20

05
年
度
の
農
家
等
の
外
部
か
ら
の
分
析
依
頼
は
、

14
9
件
（
農
薬
は

19
件
）
で

あ
る
。

 
• 

20
06

年
度
の
分
析
依
頼
は
、

13
7
件
（
農
薬
は

9
件
）
で
あ
る
。

 
• 

20
07

年
度
上
期
（
７
月
末
時
点
）
の
分
析
依
頼
は
、

63
件
で
あ
る
。

 
4 

3.
 公

的
認
証

機
関
と
し
て
検
査
・
分

析
等
を
行
え
る
体
制
が
整
備
さ
れ
る

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

3
の
評
価
：

 
 

IS
O
認

証
を

目
標
と
し
て
体
制
整
備
を
目
指
し
た
が
、
ボ
リ
ビ
ア
国
の
認
証
制
度
を
検
討
し
た
結
果
、
こ
の
取
得
を
行
わ
な
い
こ
と
に
方
針
を
変
更
し
た
。
現
在
、

そ
れ
に
準

ず
る
ラ
ボ
整
備
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、
準
備
し
た
内
部
手
順
書
等
の
精
査
は
、
突
然
の
ス
タ
ッ
フ
の
離
職
に
よ
り
停
滞
し
て
い
る
。

 
分
析
依
頼
は
目
標
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
本
項
目
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

3
の
達
成
度
は

30
％
程
度
で
あ
る
。

 
 4-

1 
毎
年

50
頭
以
上
の

育
成

種
雄

牛
の

貸
付

け

が
行
わ
れ
る

 

4-
1 

C
ET

A
B

O
L
年
報
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

• 
20

05
年
度
に
は
、

3
回
に
わ
た
っ
て

68
頭
を
貸
し
付
け
た
。
年
度
末
時
点
で
は
、
合
計

41
農

家
に
対
し
て

16
1
頭
を
貸
付
け
て
い
る
。

 
• 

20
06

年
度
に
は
、

2
回
に
わ
っ

て
40

農
家
に

17
3
頭
を
貸
付
け
て
い
る
。
貸
付
希
望
者
が
供

給

を
上
回
っ
て
い
る
。

 
• 

20
07

年
度
上
期
に
は
、

1
回
の
貸
付
を
実
施
し
た
。

 
 

4 

4-
2 
最
終
年
に
お
い
て

5
回

以
上

の
牛

の
競

り
が

行
わ
れ
る

 

4-
2 

C
ET

A
B

O
L
年
報
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

• 
20

05
年
度
に
、
競
り
は

2
回
行

わ
れ
、
生
産
者

4
名
が
売
り
手
と
し
て

24
5
頭
が

売
買
さ
れ
た
。

 
• 

20
06

年
度
に
、
競
り
は
計

3
回

行
わ
れ
、
売
り
手

3
名
で
計

66
1
頭
が
売
買
さ
れ
た
。

 
• 

20
07

年
度
上
期
に
、
競
り

は
1
回
実
施
さ
れ
た
。

 
4 

4.
 安

定
的

な
農

業
生

産
の

た
め

の

技
術

支
援

サ
ー
ビ

ス
の

実
施

体
制

が

整
備
さ
れ
る

 

4-
3 
毎
年

30
件
以
上
の

4-
3 

C
ET

A
B

O
L
年
報
、

• 
20

05
年
度
の
受
託
業
務
は
、

56
件
（
獣
医

43
、
サ
イ
レ
－
ジ
生
産

10
、
乾
草
生

産
3）

で
あ
っ

 
4 
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プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

要
約

 
指

 
標

 
デ

ー
タ
入

手
手
段

 
実

 
 

 
績

 
段

階
 

乳
･
肉

牛
に

関
す

る
受

託

業
務
が
実

施
さ
れ
る

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
た
。

 
• 

20
06

年
度
の
受
託
業
務
は
、

58
件
（
獣
医

46
、
サ
イ
レ
ー
ジ
生
産

3、
乾
草
生
産

9）
で
あ
っ

た
。

 
• 

20
07

年
度
上
期
の
受
託
業
務
は
、

40
件
で
あ
っ
た
。

 
 

4-
4 
毎
年

20
0 

ha
以
上
の

農
作

業
の

受
託

業
務

が

実
施
さ
れ
る

 

4-
4 

C
ET

A
B

O
L
年
報
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

• 
20

05
年
度
の
収
穫
、
農
薬
散
布
等
の
農
作
業
の
受
託
業
務
は
、

1,
39

5 
ha
（
収
穫

38
0 

ha
,農

薬
散

布
99

2 
ha
、
播
種

20
 h

a）
で
あ
っ
た
。

 
• 

20
06

年
度
の
受
託
業
務
は
、

48
9 

ha
（
収
穫

21
5h

a、
農
薬
散
布

20
9 

ha
、
播
種

65
 h

a）
で
あ

っ
た
。

 
• 

20
07

年
度
上
期
の
受
託
業
務
は
、

24
5 

ha
（
収
穫

17
3 

ha
、
農
薬
散
布

72
 h

a）
で
あ
っ
た
。

 
 

4 

ア
ウ
ト
プ

ッ
ト

4
の
評
価
：

 
育
成
種
雄
牛
の
貸
付
け
、
乳
・
肉

牛
の
受
託
業
務
は
目
標
値
を
上
回
っ
て
お
り
、
ま

た
競
り
の
回
数
も
最
終
年
度
目
標

5
回
達
成

も
期
待
で
き
る
ペ
ー
ス
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
と
考
え
る
。

 
達
成
度
は

80
％
以
上
と
判
断
さ
れ
る
。

 
1.

 C
ET

A
B

O
L
の
業
務
実

施
規

定
及

び
管

理
運

営

計
画
（
組
織
図
、
人
員
の

配
置
計
画

、
予
算
書
、
収

支
計
算
書

等
）
が
策
定
さ

れ
る

 

1.
 C

ET
A

B
O

L
の
業
務

実
施

規
定

及
び

管
理

運

営
計

画
書

、
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

資
料

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

• 
業
務
実
施
規
定
及
び
管
理
運
営
計
画
に
関
し
、
移
管
先
機
関
で
あ
る

C
A

IC
O

と
C

A
IS

Y
が
策

定
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
計
画
に
つ
い
て
は
、

20
08

年
度
前
半
期
で
提
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

 
• 
な

お
、

組
織

図
、

人
員

の
配

置
計

画
、

予
算

書
の

素
案

は
既

に
策

定
さ

れ
て

い
る

が
、

現
在

、

再
度
、
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 
• 

C
A

IC
O
、

C
A

IS
Y
に
よ
る

受
入

機
関
で
あ
る
財
団
の
設
立
手
続
き
は
、
ほ
ぼ
終
了
し
た
。

 

2 

2.
 上

記
規

定
及

び
計

画

書
が

移
管

先
機

関
に

承

認
さ
れ
る

 

2.
 移

管
関

係
会

議
議

事
録

 
• 
業
務
実
施
規
定
及
び
管
理
運
営
計
画
が
未
策
定
な
た
め
、
承
認
に
至
っ
て
は
い
な
い
。

 
1 

プ ロ ジ ェ ク ト 目 標 

C
ET

A
B

O
L

が
ボ

リ
ビ

ア
国

サ
ン

タ

ク
ル

ス
県

の
熱
帯

湿
潤

地
域

に
お

け

る
営

農
技

術
改
善

と
普

及
の

拠
点

と

し
て
基
盤
整
備
さ
れ
る

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
評
価
：

 
将
来
の

C
ET

A
B

O
L
に
関
す
る
業
務
実
施
規
定
及
び
管
理
運
営
計
画
は
、
現
在
策

定
中
で
あ
る
が
、

20
08

年
内
に
提
示
さ
れ
る
。

 
ま
た
、

C
A

IC
O
と

C
A

IS
Y
に
よ

る
財
団
の
設
立
手
続
き
は
、
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
る

。
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
度
は

50
％
程
度
と
判
断
さ
れ
る
。

 
達
成
度
：

 
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
に
つ
い
て
は
､
達
成
度
を
以
下
の

4
段
階

に
設
定
す
る
｡
 

A
：
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
､
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
て
い
る
。
（
達
成
率

80
%
以
上
）

 
B
：
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
､
あ
る
程
度
達
成
さ
れ
て
い
る
。
（
達
成
率

60
～

80
%
）

 
C
：
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
､
半
分
程
度
し
か
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
（
達
成
率

40
～

60
%
）

 
D
：
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
､
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
（
達
成
率

40
%
未
満
）
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評
価

グ
リ

ッ
ド

 
実

績
・

実
施

プ
ロ

セ
ス

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
名

：
ボ
リ

ビ
ア
農

牧
技
術

セ
ン
タ

ー
（

C
E

TA
B

O
L
）

 
第

2
フ
ェ

ー
ズ

 
〈
現
状
・
実
績
に
基
づ
い
て
検
証
〉

 評
価

設
問

 
 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
 

デ
ー

タ
収

集
 

方
法

 
評

 
価

 
段

階
 

投
入

は
計

画
ど

お
り

か
（

計

画
値
と
の
比
較

）
。

 
 

実
績

グ
リ

ッ
ド

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
内

部
資

料
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

）
、

専
門

家
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

要
員

（
プ
ロ
要
員
）

 

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

付
属
資

料
1「

投
入
実
績
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
投
入
は
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
に

実
施
さ

れ
た
。
た
だ
し
、「

次
長

/業
務
調
整
」
長
期
専
門
家
の
不
在
期
間
が

5
ヶ

月
間
、「

場
長

/チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
長
期
専
門
家
の
不
在
期
間
が

4
ヶ
月
間

あ
っ
た
。

 

B
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
計

画
ど

お

り
産

出
さ

れ
て

い
る

か
（

目

標
値
と
の
比
較

）
。

 

1.
 
農

業
技

術
･
情

報
を

収
集

及

び
検

証
す

る
体

制
が

整
備

さ

れ
る

 
2.

 
検

証
さ

れ
た

農
業

技
術

を
普

及
実

践
す

る
体

制
が

整
備

さ

れ
る

 
3.

 
公

的
認

証
機

関
と

し
て

検

査
・

分
析

等
を

行
え

る
体

制

が
整
備
さ
れ
る

 
4.

 
安

定
的

な
農

業
生

産
の

た
め

の
技

術
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

実

施
体
制
が
整
備
さ
れ
る

 

実
績

グ
リ

ッ
ド

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、

専
門

家
、

プ
ロ
要
員

 

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

付
属
資
料

2「
実

績
グ
リ
ッ
ド
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
間

時
点
で

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
度
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
１
「
情
報
収
集
検
証
体

制
整
備

」
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

3「
検
査
・
分
析
体
制
整
備
」
の
達
成
度
は

30
%
程

度
で
あ
る
一
方
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

4「
技
術
支
援

サ
ー
ビ
ス
体
制
整
備
」
は

80
%

の
達
成
と
大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
。

 

B
 

実 績 の 検 証 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成

の
見

込
み

は
あ

る
か

（
目

標

値
と
の
比
較
）
。

 
 

実
績

グ
リ

ッ
ド

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、

専
門

家
、

プ
ロ
要
員

 

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

指
標
で

あ
る
「

C
ET

A
B

O
L
の
業
務
実
施
規
定
お
よ
び
管
理
運
営
計
画
が
策
定
さ

れ
る
」
に
つ
い
て
、
移
管
後
の
事
業
項
目
な
ど
は
決
定
さ
れ
た
が
、
具
体
的
な
計

画
案
は
策
定
中
で
あ
る
。

 
現
在
、
移
管
先
機
関
で
あ
る

C
A

IC
O
と

C
A

IS
Y
と

協
議
を
続
け
て
お
り
、
当
初

の
計
画
か
ら
は
遅
れ
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
内
で
の
計
画
策

定
、
承
認
は
実
施
さ
れ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

 

B
 

活
動

は
計

画
ど

お
り

に
実

施

さ
れ
て
い
る
か

。
 

 
実

績
グ

リ
ッ

ド
、

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
資

料
、

専
門

家
、

プ
ロ
要
員

 

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
詳
細
活

動
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
活
動
は
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
に
実
施

さ
れ
て

い
る
。

 
A

 
実 施 プ ロ セ ス の 検 証 

技
術

移
転

の
方

法
に

問
題

は

な
い
か
。

 
 

専
門
家
、
プ
ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

日
系
農

家
、
ボ
リ
ビ
ア
小
農
等
、
対
象
者
を
明
確
に
し
、
各
種
営
農
講
習
会
の
開

催
、
相
談
の
受
付
等
を
通
じ
て
、
技
術
移
転
を
実
施
し
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は

、
移
住
地
等
の
現
地
を
訪
問
し
、
現
地
で
実
際
に
発
生
し
て
い
る
課
題
を

確
認
し

な
が
ら
、
講
習
会
の
開
催
な
ど
を
合
わ
せ
て
積
極
的
に
実
施
し
て
お
り
、

対
象
者

か
ら
の
反
応
は
徐
々
に
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

 

A
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
マ

ネ
ジ

メ

ン
ト

体
制

に
問

題
は

な
い

か
。

 
 

専
門
家
、
プ
ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
C

ET
A

B
O

L
内
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
体
制
に
問
題
は
み
ら
れ
な
い
が
、
各
班

を
横

断
し

た
課

題
で

の
調

整
を

行
う

シ
ス

テ
ム

が
構

築
で

き
れ

ば
よ

り
良

く
な

る
。

 
B

 

実
施
機
関
や

C
/P

の
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
は

高

い
か
。

 
 

関
係

機
関

、
専

門
家

、
プ

ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
日
系
農

協
の
試
験
場
運
営
へ
の
積
極
的
な
参
画
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、

C
A

IC
O

に
比
べ

C
A

IS
Y
は
距
離
的
な
理
由
に
よ
り
参
画
の
程
度
が
小
さ
い
。

 
B

 

適
切
な

C
/P

が
配
置
さ
れ
て

い
る
か
。

 
 

実
績

グ
リ

ッ
ド

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、

専
門

家
、

プ
ロ
要
員

 

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

C
/P

は
決
定
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

20
07

年
度
か
ら
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
要
員
で

あ
っ
た
者
が
、

C
A

IC
O

職
員
と
し
て
、

C
ET

A
B

O
L

と
の
調
整
業
務
を
担
当
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

C
A

IS
Y
職
員
に
対
し

て
、

3
ヶ
月
間

C
ET

A
B

O
L
で

研
修
を

行
い
、
現
在
、
そ
の
職
員
が
業
務
の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

 

B
 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
や

関

係
組

織
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ

の
参

加
度

合
い

や
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

に
対

す
る

認
識

は
高

い

か
。

 

 
関

係
機

関
、

専
門

家
、

プ

ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
開
始
当
初
は
、
移
管
先
の
日
系
農
協
の
関
与
の
程
度
は
、
大
き

く
な
か

っ
た
。
現
在
は
、

C
A

IC
O
と

C
A

IS
Y
の

2
つ
の
農
協
間
で
定
期
的
に
移

管
に
関

す
る
協
議
が
行
わ
れ
て
お
り
、

C
ET

A
B

O
L
へ
の
関
与
は
以
前
よ
り
大
き

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

 
ま
た
、

C
ET

A
B

O
L
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
需
要
は
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を

上
回
る
ほ
ど
に
増
加
し
て
お
り
、

C
ET

A
B

O
L
に
対
す
る
期
待
は
大
き
く
な
っ
て

い
る
。

 
さ

ら
に

、
サ

ン
タ

ク
ル

ス
県

を
中

心
と

し
た

大
学

・
短

大
等

か
ら

の
論

文
研

究

生
・

実
習

生
の

受
け

入
れ

を
継

続
し

て
い

る
。

ま
た

、
国

立
牛

改
良

セ
ン

タ
ー

（
C

N
M

G
B
）
、

熱
帯

農
業

研
究

セ
ン

タ
ー

（
C

IA
T）

等
と

の
共

同
研

究
を

実
施

し
て
お

り
、

C
ET

A
B

O
L
は
ボ
リ

ビ
ア
国
に
お
い
て
重
要
な
機
関
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
る
。

 

B
 

そ
の

他
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の

実
施

過
程

で
生

じ
て

い
る

問

題
は

あ
る

か
。

そ
の

原
因

は

何
か
。

 

 
関

係
機

関
、

専
門

家
、

プ

ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

第
1
フ
ェ
ー
ズ

協
力
か
ら
徐
々
に
、
長
年
継
続
し
た

C
ET

A
B

O
L
圃
場
内
で
の
試

験
研
究
を
整
理
し
、
日
系
農
協
や
日
系
農
家
、
ま
た
ボ
リ
ビ
ア
農
家
と
の
関
係
強

化
を
進
め
、
地
域
の
営
農
技
術
の
普
及
機
関
に
な
る
べ
く
、
体
制
を
整
備
し
て
い

る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
が
、
今
以
上
に
積
極

的
に

地
域

に
係

わ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
“地

域
社

会
の

た
め

の
C

ET
A

B
O

L”
と
い
う
こ
と
を
よ
り
認
識
す
る
よ
う
心
が
け
が
求
め
ら
れ
る
。

 

Ｂ
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評
価

グ
リ

ッ
ド

 
評

価
5
項

目
 

 
評

価
設
問

 
5
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
 

デ
ー

タ
収

集
 

方
法

 
評

 
価

 
段

階
 

対
象

地
域

・
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

合

致
し
て
い
る
か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

関
係

機
関

、
専

門
家

、

プ
ロ
要
員

 

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
サ
ン
タ
ク

ル
ス
県
は
、
ボ
リ
ビ
ア
国
で
農
産
物
の
約

80
%
を
生
産
す
る
重
要
な
農
業

県
で
あ
り

、
営
農
技
術
の
改
善
と
普
及
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る
。

 
A

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
の

必
要

性
は
あ
る
か
。

 
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

の
ニ

ー
ズ

に
合
致
し
て
い
る
か
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、

関
係
機
関
、
プ
ロ
要
員

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
地
域
農
業
従
事
者
を
含
む
農
業
関
係
者
の
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
て
い
る
。

 
A

 

当
該

国
の

開
発

政
策

と
の

整
合

性

は
あ
る
か
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、

関
係
機
関

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

ボ
リ
ビ
ア

国
の
国
家
開
発
計
画
で
あ
る
、「

国
家
農
牧
農
村
開
発
計
画
」
と
「

EB
R

P
（
ボ
リ
ビ

ア
版
貧
困
削
減
ペ
ー
パ
ー
）
」
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
課
題
、「

競
争
力
強
化

を
通
じ
た

農
村
開
発
の
振
興
」
と
合
致
し
て
い
る
。

 
A

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
の

優
先

度
は
あ
る
か
。

 
日

本
の

援
助

政
策

・
国

別
事

業
実

施
計
画
と
の
整
合
性
は
あ
る
か
。

 
国
別
援
助
方
針
等

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
国
別
事
業
実
施
計
画
に
お
い
て
、
同
国
の
地
域
社
会
レ
ベ
ル
で
の
農
牧
業
の
発
展
や

生
産
・
所
得
の
拡
大
を
通
じ
た
貧
困
削
減
が
援
助
の
重
要
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
整

合
性
が
あ
る
。

 
A

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
当

該
国

の
対

象

分
野

･
セ

ク
タ

ー
の

開
発

課
題

に

対
す

る
効

果
を

上
げ

る
戦

略
と

し

て
適
切
か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

関
係
機
関

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

ボ
リ
ビ
ア

国
政
府
は
、
国
家
の
貧
困
削
減
を
農
業
セ
ク
タ
ー
の
生
産
性
向
上
を
通
じ

て
実
施
す

る
戦
略
を
取
っ
て
お
り
、
農
業
技
術
の
普
及
は
具
体
的
な
手
段
と
し
て
適

切
で
あ
る

と
考
え
る
。

 
A

 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

選
定

は

適
正
か
。

 
関

係
機

関
、

専
門

家
、

プ
ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

対
象
地
域

主
要
農
民
で
は
、
小
規
模
農
家
（
ボ
リ
ビ
ア
農
家
）
か
ら
大
規
模
農
家
（
日

系
農
家
）
ま
で
を
含
み
対
象
が
幅
広
く
、
絞
り
込
み
が
明
確
で
な
い
が
、
農
家
の
営

農
内
容
に

沿
っ
て
提
供
す
る
技
術
を
選
定
し
て
対
応
し
て
い
る
た
め
、
問
題
は
生
じ

て
い
な
い

。
 

A
 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
以

外
へ

の

波
及
性
は
あ
る
か
。

 
関

係
機

関
、

専
門

家
、

プ
ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

C
ET

A
B

O
L
が
受
け
入
れ
て
い
る
、
大
学
・
短
大
等
か
ら
の
論
文
研
究
生
・
実
習
生

へ
は
、
波

及
効
果
が
あ
る
。

 
ま
た
、
技
術
が
提
供
さ
れ
た
日
系
農
家
を
通
じ
て
、
更
に
周
辺
農
家
に
対
す
る
は
波

及
効
果
が

期
待
で
き
る
。

 

B
 

効
果

の
受

益
や

費
用

の
負

担
が

公

平
に
分
配
さ
れ
る
か

。
 

関
係

機
関

、
専

門
家

、

プ
ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
効
果
の
受

益
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
に
公
平
に
分
配
さ
れ
て
い
る
。

 
費
用
の
負

担
に
つ
い
て
は
、
一
部
日
系
農
協
負
担
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
当
初
想
定

し
て
い
た

も
の
よ
り
も
未
だ
小
さ
い
状
況
に
あ
る
。

 
B

 

妥 当 性 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

は
手

段

と
し
て
適
切
か

。
 

日
本

の
技

術
の

優
位

性
は

あ
る

か
。

 
JI

C
A
担
当
事
業

部
、
専

門
家
、
プ
ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

試
験
・
研

究
技
術
に
つ
い
て
は
、
以
前
の
協
力
で
蓄
積
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現

時
点
で
も
十
分
に
活
用
で
き
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

 
た
だ
し
、
そ
の
技
術
の
レ
ベ
ル
の
他
に
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
で
き
る
か
が
、
対
象

者
か
ら
の
評
価
を
決
め
る
こ
と
も
あ
る
。
病
害
虫
情
報
な
ど
、
緊
急
を
要
す
る
課
題

に
つ
い
て
は
、
早
期
に
回
答
出
来
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
な
ど
の
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。

 

Ｂ
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評
価

設
問

 
5
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
 

デ
ー

タ
収

集
 

方
法

 
評

 
価

 
段

階
 

事
前

評
価

以
降

、
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

を
取

り
巻

く
環

境
（

政

策
、

経
済

、
社

会
等

）
の

変

化
は
な
い
か
。

 

 
関

係
機

関
、

専
門

家
、

プ
ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
ボ
リ
ビ
ア
国
政
府
の
政
策
で
、
よ
り
小
規
模
農
家
支
援
が
強
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

 
A

 

妥
当
性
の
要
約

：
 

本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
施
の
妥
当
性
は
高
い
。

 
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、

5
年
間
の
第

1
フ
ェ
ー
ズ

協
力
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
技
術
を
、
農
業
普
及
を
通
じ
て
、
対
象
地
域
社
会
の
農
業
に
展
開
し
、
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
の
基
盤
整
備
を
図
り
、
永
続

的
に
サ
ン
タ
ク
ル
ス
県
を
中
心
と
し
た
農
業
地
域
の
開
発
に
貢
献
で
き
る
体
制
作
り
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
日
系
農
協
の
み
な
ら
ず
、
ボ
リ
ビ
ア
の
関
係
機
関
へ
の
協
力
も
行
っ
て
お
り
、

ボ
リ
ビ
ア
国
の
農
業
政
策
お
よ
び
対
象
地
域
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
ニ
ー
ズ
と
も
合
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
生
産
性
向
上
に
よ
り
国
の
発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う
、
日
本
国
の
国
別
事
業
実
施
計
画
と
の
整

合
性
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
妥
当
性
は
十
分
に
あ
る
。
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投
入

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

実
績

、

活
動

の
状

況
に

照
ら

し
合

わ
せ

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成

の
見
込
み
は
あ
る
か

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

専
門
家
、
プ
ロ
要
員

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

付
属
資
料

1「
投
入
実
績
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
長
期
専
門
家
派
遣
で
空
白
期
間

が
生
じ
た
も
の
の
、
他
の
投
入
と
活
動
は
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
た
。
た
だ

し
、
一
部

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
達
成
度
が
未
だ
小
さ
く
、
今
後
の
集
中

的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

 
案
件
終
了
後
の
事
業
計
画
が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
は
変
更
し
な
い
も
の
の
、
一
部
活
動
を
再
整
理
し
て
、
よ
り
現
実
的
な
計
画
書
を

作
成
す
べ
き
と
考
え
る
。
そ
の
改
定
を
経
て
、
活
動
を
実
施
す
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
目
標
は
十
分
に
達
成
さ
れ
る
見
込
と
思
わ
れ
る
。

 

Ｂ
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
達

成

さ
れ
る
見
込
み

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
を

阻

害
す
る
要
因
は
あ
る
か
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、

専
門
家
、
プ
ロ
要
員

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

指
標
に
関
し
て
は
、
半
分
程
度
が
達
成
さ
れ
た
。
な
お
、
移
管
先
で
あ
る
日
系
農
協

側
の
準
備
作
業
が
遅
れ
ぎ
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
こ
れ
を

側
面
支
援
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
で
あ
る
基
盤
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
。

 

B
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
十

分

で
あ
る
か
。

 
専
門
家
、
プ
ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

達
成

度
に

差
が

あ
る

も
の

、
PD

M
を

見
直

し
、

そ
れ

に
基

づ
い

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
れ
ば
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
に

貢
献
す
る
。

 
Ｂ

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

と
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

目
標

と
の

関
係

は
適

切

か
（
因
果
関
係

）
。

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
目

標
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件

は
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
。

外
部

条
件

が
満

た
さ

れ
る

可

能
性
は
高
い
か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

専
門
家
、
プ
ロ
要
員

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
主
に
大
豆
、
コ
メ
、
小
麦
の
畑
作
と
畜
産
を
中
心
と
す
る
営
農
形
態
に
大
き
な
変
化

は
み
ら
れ
ず
、
現
時
点
に
お
い
て
も
外
部
条
件
と
な
る
。

 
A

 

有 効 性 

有
効
性
の
要
約

：
 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
施
の
有
効
性
は
中
程
度
で
あ
る
。

 
C

ET
A

B
O

L
に
永
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
熱
帯
湿
潤
地
域
に
お
け
る
農
業
生
産
に
関
す
る
知
識
と
経
験
の
中
か
ら
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
て
絞
り
込
ん
だ

4
課
題
に
対
し
て
、
集
中
的
に
活
動
を
展

開
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
で
あ
る
地
域
の
営
農
セ
ン
タ
ー
組
織
作
り
に
近
づ
く
と
言
え
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
は
、

C
A

IC
O

と
C

A
IS

Y
の
両

農
協
と
の
協
議
の
下
、
実
施
さ
れ

て
い
る
。
地
理
的
な
こ
と
か
ら

C
A

IC
O

と
の
関

わ
り
が
大
き
い
部
分
も
見
ら
れ
る
が
、

C
A

IS
Y

と
の
連
携
や
共
同
事
業
も
増
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
、
終
了
時
ま
で
に
は
達
成
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
る
。

 
一
方
、
現
行
の

PD
M

に
お
い
て

、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
と
の
関
係
に
大
き
な
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
時
点
で
詳
細
を
確
認
す
る
と
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て

活
動
し
て
い
る

C
ET

A
B

O
L
の
実
態
と
若
干
の
齟
齬

が
生
じ
て
い
る
個
所
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
現
行
の

PD
M

の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
と
関
連
す
る
活
動
お
よ
び
指
標
等
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。

 
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

は
適

切

か
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、

専
門
家
、
プ
ロ
要
員

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
付
属
資
料

1「
投
入
実
績
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
部
を
除
き
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は

ほ
ぼ
適
切
に
産
出
し
て
い
る
。

 
B

 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

達
成

度
は

適
切
か
。

 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
達

成
を

阻
害

す
る

要
因
は
あ
る
か
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、

専
門
家
、
プ
ロ
要
員

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
大
き
な
阻
害
要
因
は
な
い
。

 
B

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
産

出
す

る
た

め

に
十
分
な
活
動
で
あ

っ
た
か
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、

専
門
家
、
プ
ロ
要
員

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
一
部
の
活

動
に
つ
い
て
は
計
画
の
変
更
が
生
じ
た
が
、
多
く
の
活
動
は
概
ね
計
画
ど

お
り
に
実

施
さ
れ
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
産
出
し
て
い
る
。

 
A

 

効 率 性 

活
動

と
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
と

の

関
係

は
適

切
か

（
因

果
関

係
）
。

 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
を

産
出

す
る

た
め

に
十
分
な
投
入
で
あ
っ
た
か
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、

専
門
家
、
プ
ロ
要
員

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
投
入
は
、
量
、
質
、
時
期
と
も
に
概
ね
適
正
で
あ
り
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
に
有

効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

 
A
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活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
至

る

ま
で

の
外

部
条

件
は

、
現

時
点

に

お
い
て
も
正
し
い
か

。
 外

部
条
件

に
よ
る
影
響
は
な
い
か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

専
門
家
、
プ
ロ
要
員

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
「
ラ
ボ
ラ

ト
リ
ー
の
認
証
制
度
に
大
き
な
変
化
が
な
い
」
は
、
外
部
条
件
で
は
な
く

な
っ
た
。

 
B

 

専
門

家
の

派
遣

は
適

切
で

あ
っ

た

か
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、

専
門
家
、
プ
ロ
要
員

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

長
期
専
門

家
は
「
場
長

/チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
、
「
次
長

/業
務
調
整
」
の

2
名
と

し
て
、
必
要
最
小
限
の
体
制
と
し
た
。

 
し
か
し
、
専
門
家
の
派
遣
で
、
次
長
の
不
在
期
間
が

5
ヶ
月
間

、
場
長
の
不
在
期
間

が
4
ヶ
月
間
あ

り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
不
適
切
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

 

C
 

供
与
機
材
は
適
切
で

あ
っ
た
か
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、

専
門
家
、
プ
ロ
要
員

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
供
与
機
材

は
、
規
模
お
よ
び
質
的
に
適
切
に
投
入
さ
れ
、
適
切
に
管
理
使
用
さ
れ
て

い
る
。
た

だ
し
、

20
06

年
度
に
は
前
倒
し
調
達
を
実
施
し
た
。

 
B

 

プ
ロ

要
員

の
配

置
は

適
切

で
あ

っ

た
か
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、

専
門
家
、
プ
ロ
要
員

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
要
員
は
、
移
管
に
向
け
て
適
正
な
人
数
に
削
減
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

計
画
外
の

人
材
離
職
が
発
生
し
、
実
施
、
効
率
性
を
低
下
さ
せ
た
。

 
C

 

施
設

の
投

入
は

適
切

で
あ

っ
た

か
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、

専
門
家
、
プ
ロ
要
員

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
土
地
や
施
設
及
び
資
機
材
は
、
第

1
フ
ェ
ー

ズ
ま
で
に
調
達
さ
れ

た
も
の
を
継
続
的
に
有
効
活
用
し
て
お
り
、
追
加
投
入
を
極
力
小
さ
く
し
た
。

 
A

 

活
動

の
た

め
の

適
正

な
規

模
・

質
の

投
入

が
タ

イ
ミ

ン

グ
良

く
実

施
さ

れ
た

か
。

実

施
さ
れ
て
い
る

か
。

 

研
修

員
の

受
入

は
適

切
で

あ
っ

た

か
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、

専
門
家
、
プ
ロ
要
員

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
研
修
員
の
受
入
は
、
当
初
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
見
直
し
を
行
い
、
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。

 
評

価

せ
ず

 
類

似
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

比
較

し
て

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
投

入
予

定
の

コ

ス
ト
に
見
合
っ
た
も

の
か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

関
係
機
関
、
専
門
家

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
（

本
案

件
と

類
似

す
る

過
去

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

な
い

た
め

、
本

項
目

に
つ

い
て

は
、
評
価

せ
ず
）

 
評

価

せ
ず

 
妥

当
な

コ
ス

ト
で

あ
っ

た

か
。

 
類

似
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

比
較

し
て

投
入

コ
ス

ト
に

見
合

っ
た

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

が
見

込
め

る

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

関
係
機
関
、
専
門
家

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
（

本
案

件
と

類
似

す
る

過
去

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

な
い

た
め

、
本

項
目

に
つ

い
て

は
、
評
価
せ
ず
）

 
評

価

せ
ず

 

効
率
性
の
要
約

：
 

効
率
性
は
、

全
体
と
し
て
満
足
が
い
く
レ
ベ
ル
と
判
断
さ
れ
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
投
入
及
び
実
施
プ
ロ
セ
ス
は
、
日

本
側
が
主
導
的
に
実
施
し
て
い
る
た
め
、
活
動
は
計
画
に
従
っ
て
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
過
去
の
機
材
の
有
効
活
用
、
専
門
家
の
最
低
限
の

投
入
に
よ
り
実

施
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
投
入
に
関
し
、
専
門
家
の
派
遣
に
不
在
期
間
が
生
じ
た
こ
と
と
、
こ
れ
ま
で
育
成
し
て
き
た
有
能
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
要
員
の
離
職
は
、
効
率
性
を
低
下
さ
せ
た
と
い
え

る
。

 
投

入
・

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
実

績
、

活
動

の
状

況
に

照
ら

し
合

わ
せ

て
、

上
位

目
標

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
効

果
と

し
て

発
現

が
見

込
ま

れ

る
か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

関
係

機
関

、
専

門
家

、

プ
ロ
要
員

  

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標
の
達
成
に
よ
る
上
位
目
標
へ
の
波
及
効
果
は
、
明
確
に
確
認
す

る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
が
、
今
後
、
期
待
さ
れ
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
出
て
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
目

標
の
達
成
が
確
実
な
も
の
に
な
れ
ば
、
上
位
目
標
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効

果
と
し
て

発
現
が
見
込
ま
れ
る
。

 

B
 

上
位

目
標

の
達

成
に

よ
り

当
該

国

の
開

発
計

画
へ

の
イ

ン
パ

ク
ト

は

見
込
め
る
か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

関
係

機
関

、
専

門
家

、

プ
ロ
要
員

  

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

対
象

地
域

で
あ

る
サ

ン
タ

ク
ル

ス
県

は
、

ボ
リ

ビ
ア

国
最

大
の

農
牧

業
地

域
で

あ

り
、
上
位

目
標
の
達
成
は
ボ
リ
ビ
ア
国
の
開
発
計
画
へ
の
効
果
が
十
分
に
期
待
で
き

る
。

 
B

 

イ ン パ ク ト 

上
位

目
標

は
達

成
さ

れ
る

見

込
み
か
。

 

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要

因
は
あ
る
か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

関
係

機
関

、
専

門
家

、

プ
ロ
要
員

  

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
ボ
リ
ビ
ア
国
政
府
の
農
業
政
策
が
大
き
く
変
更
が
あ
れ
ば
影
響
す
る
。

 
B
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上
位

目
標

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標

は
乖
離
し
て
い
な
い

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

関
係

機
関

、
専

門
家

、

プ
ロ
要
員

  

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

C
ET

A
B

O
L
は
、
日
系
農
協
と
共
同
し
て
、
非
日
系
農
家
も
支
援
の
対
象
に
加
え
、

技
術
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

C
ET

A
B

O
L
及
び
日
系

社
会
に
よ
る
ボ
リ
ビ
ア
国
の
地
域
社
会
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。

 
B

 

上
位

目
標

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

目
標

と
の

関
係

は
適

切
か

（
因
果
関
係
）
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
か

ら
上

位
目

標
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
は

現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
。

外

部
条

件
が

満
た

さ
れ

る
可

能
性

は

高
い
か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

関
係

機
関

、
専

門
家

、

プ
ロ
要
員

  

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

ボ
リ
ビ
ア
国
の
農
業
政
策
に
大
き
な
変
更
は
予
測
さ
れ
ず
、
日
系
農
協
や
関
係
機
関

の
地
域
農
業
振
興
に
対
す
る
方
針
も
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
予
測
さ
れ
な
い
た
め
、
外

部
条
件
が
満
た
さ
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
高
い
。

 
A

 

上
位

目
標

以
外

の
効

果
・

影
響

が

想
定

さ
れ

る
か

。
特

に
マ

イ
ナ

ス

の
影

響
に

つ
い

て
は

そ
れ

を
軽

減

す
る

た
め

の
対

策
は

取
ら

れ
て

い

る
か
。

 

関
係

機
関

、
専

門
家

、

プ
ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
現
時
点
で

、
見
あ
た
ら
な
い
。

 
A

 
波

及
効

果
（

正
・

負
）

は
あ

る
か
。

 
そ

の
他

の
マ

イ
ナ

ス
の

影
響

は
あ

る
か

。
そ

れ
を

取
り

除
く

た
め

の

方
策
は
何
か
。

 

関
係

機
関

、
専

門
家

、

プ
ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
現
時
点
で
、
見
あ
た
ら
な
い
。

 
A

 

イ
ン
パ
ク
ト
の

要
約
：

 
い
く
つ
か
の

正
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
期
待
で
き
る
。

 
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
技
術
普
及
の
影
響
の
範
囲
は
、
日
系
農
家
が
中
心
で
あ
る
が
、
ボ
リ
ビ
ア
関
係
機
関
に
対
す
る
支
援
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
実
施
し
て
お
り
、
技
術
支
援
を
受
け
た
ボ
リ
ビ
ア
機
関
を
通
じ
て
、

C
ET

A
B

O
L
の
有
効
性
を
理
解
し
、

C
ET

A
B

O
L
に
ア
ク
セ
ス
す
る
機
会
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

 
ま
た
、
上
位
目
標
の
｢
サ
ン
タ
ク
ル
ス
県
の
熱
帯
湿

潤
地
帯
に
お
い
て
持
続
的
な
農
業
技
術
が
普
及
さ
れ
る
」
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
十
分
に
期
待
さ
れ
る
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
に

C
ET

A
B

O
L
の
移
管
先

の
機
関
が
担
う
と
な
る
と
、
容
易
で
は
な
い
が
、
日
系
農
協
は
ボ
リ
ビ
ア
農
牧
技
術
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
へ
の
農
業
技
術
普
及
強
化
を
計
画
し
て
い
る
た
め
、
上
位
目
標
の
達
成
が
期
待
で
き
る
。

 
な
お
、

C
ET

A
B

O
L
は
、
大
学
・
短
大
等
か
ら
の
論
文
研
究
生
・
実
習
生
の
受
け
入
れ
を
継
続
し
て
お
り
、
国
立
牛
改
良
セ
ン
タ
ー
（

C
N

M
G

B
）
、
熱
帯
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
（

C
IA

T）
等
と
の
共

同
研
究
も
実

施
し
て
お
り
、
ボ
リ
ビ
ア
の
人
材
育
成
及
び
技
術
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
一
方
、
負
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
特
に
認
め
ら
れ
な
い
。

 
政

策
支

援
は

協
力

終
了

後
も

継
続

す
る
か
。

 
関
係
機
関

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
ボ

リ
ビ

ア
国

政
府

側
の

財
政

的
な

支
援

は
ほ

と
ん

ど
期

待
で

き
な

い
が

、

C
ET

A
B

O
L
は
、
地
域
の
重
要
な
試
験
研
究
・
普
及
機
関
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

 
B

 
政

策
・

制
度

面
の

支
援

は
あ

る
か
。

 
関

連
規

制
、

法
制

度
は

整
備

さ
れ

て
い
る
か
。
整
備
さ
れ
る
予
定
か
。

関
係
機
関

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
現
時
点
で
、
問
題
と
な
る
関
連
規
制
、
法
制
度
は
見
い
だ
せ
な
い
。

 
B

 

協
力

終
了

後
も

効
果

を
上

げ
て

い

く
た

め
の

活
動

を
実

施
す

る
に

足

る
組
織
能
力
は
あ
る

か
。

 

関
係

機
関

、
専

門
家

、

プ
ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
終
了
時
点
で
の
事
業
計
画
、
実
施
体
制
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

移
管
先
機

関
で
あ
る
日
系
農
協
が
実
施
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
よ
り
実
現
可
能
な

計
画
作
り

と
な
る
予
定
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
こ
の
計
画
書
に
基
づ

き
、
試
験
場
の
実
施
体
制
整
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
期
待
さ
れ
る
組
織
能
力

が
整
え
ら

れ
る
と
考
え
る
。

 

B
 

自 立 発 展 性 

組
織

・
財

政
的

に
活

動
は

継

続
し
て
行
わ
れ

る
か
。

 

移
管

先
機

関
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に

対
す

る
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

は
十

分

に
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

 

関
係

機
関

、
専

門
家

、

プ
ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
当
初
は
、
移
管
先
の
日
系
農
協
の
関
与
は
あ
ま
り
高
く
な
か

っ
た
が
、
現
在
は
、
両
農
協
間
で
定
期
的
に
移
管
に
関
す
る
協
議
が
行
わ
れ
て
お
り
、

関
与
は
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

20
07

年
か
ら
、
両
農
協
に

C
ET

A
B

O
L
と
の
調
整

担
当
者
が
赴
任
し
、

C
ET

A
B

O
L
と
の
関
係
は
親
密
に
な
っ
た
。

 

B
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経
常

経
費

を
含

む
予

算
の

確
保

は

行
わ

れ
て

い
る

か
。

当
該

国
側

の

予
算

措
置

は
十

分
に

講
じ

ら
れ

て

い
る
か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、

関
係

機
関

、
専

門
家

、

プ
ロ
要
員

 

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
受
け
入
れ

機
関
で
あ
る
両
農
協
は
、

C
ET

A
B

O
L
の
役
割
に
沿
っ
た
規
模
の
出
資
を

行
う
こ
と

が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

 
B

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

り
将

来

の
予

算
が

増
え

る
可

能
性

は
ど

の

程
度

あ
る

か
。

予
算

確
保

の
た

め

の
対
策
は
十
分
か
。

 

関
係
機
関
、
プ
ロ
要
員

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

の
事

業
規

模
は

、
移

管
先

の
日

系
農

協
の

計
画

に
沿

っ

て
、
現
在
よ
り
小
さ
く
な
り
、
農
協
が
支
出
で
き
る
現
実
的
な
予
算
額
と
な
る
。
な

お
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
以
後
も
継
続
的
に
事
業
実
施
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
現

在
、
収
入

に
貢
献
す
る
事
業
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

 

B
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
用

い
ら

れ
る

技

術
移

転
の

手
法

は
受

容
さ

れ
つ

つ

あ
る
か
。

 

関
係

機
関

、
専

門
家

、

プ
ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
地
域
の
ニ

ー
ズ
を
く
み
取
り
、
そ
れ
を
反
映
し
た
活
動
実
施
が
可
能
と
な
り
つ
つ
あ

る
。
な
お
、
技
術
的
な
長
期
専
門
家
の
指
導
が
な
く
て
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
要
員
自

身
で
活
動

を
推
進
で
き
る
体
制
が
出
来
て
い
る
。

 
A

 

資
機

材
の

維
持

管
理

は
適

切
に

行

わ
れ
て
い
る
か
。

 
関

係
機

関
、

専
門

家
、

プ
ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
資
機
材
は

大
き
な
問
題
は
な
く
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
。

 
A

 

移
管

後
の

活
動

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

に
取
り
込
ま
れ
て
い

る
か
。

 
関

係
機

関
、

専
門

家
、

プ
ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
十

分
に

考
慮

さ
れ

て
い

る
が

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

基
づ

い
て

活
動

し
て

い
る

C
ET

A
B

O
L
の
実
態
に
沿
っ
て
、
不
十
分
な
項
目
を
整
理
し
て
い
る
。

 
B

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
移

転
さ

れ

た
技
術
は
定
着

す
る
か
。

 

移
管

先
機

関
が

移
管

後
の

活
動

を

維
持

で
き

る
可

能
性

は
ど

の
程

度

あ
る
の
か
。

 

関
係

機
関

、
専

門
家

、

プ
ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
農
協
側
は
現
実
的
な
負
担
を
行
う
こ
と
と
し
、
ま
た
将
来
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た

め
に
、
収
益
に
貢
献
す
る
事
業
の
強
化
を
進
め
て
い
る
。
課
題
は
見
ら
れ
る
も
の
の

移
管
後
も
活
動
は
継
続
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 
B

 

環
境

へ
の

配
慮

不
測

に
よ

り
持

続

的
効

果
を

妨
げ

る
可

能
性

は
な

い

か
。

 

関
係

機
関

、
専

門
家

、

プ
ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
環
境
に
配

慮
し
た
、
持
続
可
能
な
農
法
を
実
践
し
て
お
り
、
問
題
は
少
な
い
。

 
A

 

自
立
発
展
性
は

高
い
か
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

自
立

発
展

性
を

阻
害
す
る
要
因
は
あ
る
か
。

 
関

係
機

関
、

専
門

家
、

プ
ロ
要
員

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
移
管
先
機
関
の
財
政
が
大
き
く
悪
化
し
な
い
限
り
、
大
き
な
阻
害
要
因
は
見
い
だ
せ

な
い
。
ま
た
、
人
材
の
継
続
性
は
重
要
な
要
因
で
あ
る
、

 
B

 

自
立
発
展
性
の

要
約
：

 
 
課
題
は
み
ら

れ
る
も
の
の
自
立
発
展
性
は
確
保
で
き
る
と
考
え
る
。

 
C

ET
A

B
O

L
の
移
管
に
向
け
て
、

C
A

IC
O
、

C
A

IS
Y
の
両
農
協
が
受
け
皿
機
関
を
設
置
し
、
活
動
を
部
分
的
に
移
管
す
る
こ
と
が
、

20
06

年
12

月
に

計
画
さ
れ
た
。

C
ET

A
B

O
L
の
受
け
皿
機
関
で
あ
る
財
団

設
立
の
準
備
は
、
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
る
。

 
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
の
運
営
資
金
を
独
立
採
算
で
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
た
め
移
管
先
機
関
で
あ
る
日
系
農
協
か
ら
負
担
を
行
う
必
要
性
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
事
業
に
必

要
な
経
費
と
農
協
が
負
担
可
能
な
額
を
試
算
し
、
現
実
的
な
事
業
計
画
策
定
を
農
協
側
が
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

C
ET

A
B

O
L
で

は
案
件
終
了
後
も
継
続
的
に
事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

の
見
直
し
を
図
り
、
案
件
終
了
後
を
見
据
え
た
実
施
体

制
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
資
金
源
の
多
様
化
や
他
機
関
と
の
連
携
な
ど
も
模
索
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
と
は
、
試

験
場
の
自
立
発
展
性
の
確
保
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
と
考
え
る
。
施
設
や
資
機
材
の
保
守
管
理
の
状
況
は
良
好
で
あ
り
、
今
後
の
活
用
に
支
障
は
な
い
。

 
4
つ
の
主
要
課
題
の
う
ち
、
病
害
虫
、
土
壌
診
断
・
施
肥
、
畜
産
に
関
し
て
は
、
人
材
が
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
土
壌
分
析
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
要
員
の
計
画
外
の
離
職
の
影
響
が
見
ら
れ
る
た
め
、
体
制
の
改
善

が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

 
 

注
：
評
価
段
階
 
 

A
：
高
 

B
：
中
高
 

C
：
中
低
 

D
：
低
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PROJECT DESIGN MATRIX (PDM) 
 
Project Title: Technological Center on Agriculture and Livestock in Bolivia, Phase 2 
Target Area: Santa Cruz Prefecture  Period: April 1, 2005 to March 31, 2010 
Target Group: Personnel of Nikkei Agricultural Cooperatives, Farmers in the Target Area, Personnel of MACA, Personnel of Government of Santa Cruz Prefecture 
 Date: December 10, 2007 

Narrative Summary Objectively Verifiable Indicators Means of Verification Important Assumptions 
Overall Goal 
 Sustainable agricultural techniques are 

disseminated in tropical humid area of Santa 
Cruz prefecture. 

 
 After the year of 2010, the amount/yield of 

agricultural production in the tropical area of 
Santa Cruz prefecture exceed those of the year 
2005 (benchmark year), and keep stable. 

 
 Agricultural statistics of CAO 

 
- The agricultural 

development policy in 
Bolivia is not changed 
significantly. 

- The agricultural promotion 
policies of Nikkei Agricultural 
Cooperatives and related 
institutions are not changed 
significantly. 

Project Purpose 
 The foundation is prepared in order that the 

CETABOL functions as a core center for 
improvement and extension of agricultural 
techniques in tropical humid area of Santa 
Cruz prefecture. 

 
1. The regulation of CETABOL and the operation 

plan, which includes organization chart, staffing 
plan, budgetary plan and expectation of balance, 
are prepared. 

2. Those regulation and plan are approved by the 
new managing organization.   

 
1. Regulation and operation 

plan of CETABOL 
 
 
2. Records of Meetings on 

Transference 

 
- The cropping system in 

Santa Cruz prefecture is not 
changed significantly. 

Outputs 
1. The system of collection and verification on 

agricultural techniques and information is 
prepared.   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. The system of extension of verified 

agricultural techniques is prepared.   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. The system to provide tests, analyses and 

others of similar level as the certificated 
institution is prepared, and at the same time 
the personnel trainings are carried out. 

 
 
 
 
4. The system for providing technical services 

on stable agricultural production is prepared.  

 
1-1 The soil maps are prepared by soil texture in 20% 

of agricultural lands of producers in Okinawa 
colony and San Juan colony. 

1-2 The methodology on agrochemical effect tests is 
established. 

1-3 The methodologies on soil diagnosis and fertilizer 
application guidance based on soil analysis are 
established. 

 
1-4 The methodology on genetic improvement of beef 

cattle is established. 
 

 
2-1 The preparations of producer’s soil maps are 

informed to the cooperatives annually 2 times. 
2-2 Several kinds of technical information are placed 

in newspapers of Nikkei Agricultural Cooperatives. 
2-3 More than 40 reports on agrochemical effect tests 

are presented to the cooperatives every year. 
2-4 The technical manuals on pests, diseases and 

weed control of the main 6 crops (soybean, 
wheat, sugarcane, rice, maize and macadamia) 
are prepared and revised. 

2-5 More than 2 technical manuals on soil and 
fertilizer are prepared. 

2-6 The guidance reports on soil and fertilizer at more 
than 3,000 ha of cultivated areas are prepared 
every year. 

2-7 The methodology on genetic improvement of beef 
cattle is introduced to the cooperatives and 
producers. 

2-8 More than 3 technical manuals on beef cattle are 
prepared. 

2-9 The research results are presented at CETABOL 
field days every year. 

2-10 More than 30 seminars and trainings are carried 
out every year. 

 
3-1 The laboratory is confirmed as similar level of the 

certified laboratory by internal audits. 
3-2 The personnel in charge of the laboratory and 

experimental fields participate in technical 
seminars and trainings. 

3-3 More than 2,000 laboratory analyses are carried 
out in the final year. 

 
4-1 More than 50 bulls are loaned every year. 
4-2 The auctions of cattle are held more than 5 times 

in the last year. 
4-3 More than 80 entrusted works on milk/beef cattle 

production are carried out every year. 
4-4 The entrusted farm works on more than 500 ha 

are carried out every year. 

 
1-1 Database on information 
 
 
1-2 Methodology manual on 

agrochemical effect tests 
1-3 Methodology manual on soil 

diagnosis and fertilizer 
application guidance based 
on soil analysis 

1-4 Methodology manual on 
genetic improvement of beef 
cattle 

 
2-1 List of information 
 
2-2 Newspapers of Nikkei 

Agricultural Cooperatives 
2-3 CETABOL Annual Reports 
 
2-4 CETABOL Annual Reports, 

Technical Manuals 
 
 
2-5 CETABOL Annual Reports, 

Technical Manuals 
2-6 CETABOL Annual Reports 
 
 
2-7 CETABOL Annual Reports 
 
 
2-8 CETABOL Annual Reports, 

Technical Manuals 
2-9 CETABOL Annual Reports 
 
2-10 CETABOL Annual Reports 
 
 
3-1 Internal audit reports 
 
3-2 CETABOL Annual Reports, 

Certification on 
Agrochemical Effect Test 

3-3 CETABOL Annual Reports 
 
 
4-1 CETABOL Annual Reports 
4-2 CETABOL Annual Reports 
 
4-3 CETABOL Annual Reports 
 
4-4 CETABOL Annual Reports 
 

 
- The related institutions in 

Bolivia support the Project. 
- The certification system of 

laboratory is not changed 
significantly. 
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- The cropping system in the 

Japanese settlements is not 
changed significantly. 

- Unexpected incidence of 
pests and diseases do not 
occur. 

- Abnormal weather does not 
occur. 

- Prices of farm products do 
not aggravated 
unexpectedly. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Activities 
 
1-1 To organize the section to collect agricultural 

techniques and information. 
1-2 To collect and verify technical information on 

pests, diseases and weed control. 
1-3 To collect and verify technical information on 

soil and fertilizer. 
1-4 To collect and verify technical information on 

beef cattle production. 
2-1 To prepare means and section for 

dissemination of various information. 
2-2 To prepare and revise technical manuals on 

pests, diseases and weed control of the main 
crops. 

2-3 To provide guidance on fertilizer application, 
and appropriate use of farmland. 

2-4 To prepare and distribute technical manuals 
on genetic improvement of beef cattle. 

2-5 To mange the center in considering Nikkei 
migration’s needs and local needs 

2-6 To support registration procedure of the 
receptacle organization. 

3-1 To equip the laboratory with equipments and 
facilities to carry out analyses in accordance 
of the standard. 

3-2 To prepare analysis method manuals and 
safety manuals. 

3-3 To bring up the personnel for operation of the 
laboratory and experimental fields. 

3-4 To carry out analyses of soils, fodder, water 
quality and others. 

4-1 To expand cattle loaning service, and to 
manage cattle auction. 

4-2 To carried out entrusted services on milk/beef 
cattle production. 

4-3 To carried out entrusted farming services. 
 

Inputs 
Japanese Side 
 
1. Dispatch of Experts 

Long-term Experts: 
Director/Chief advisor, 
Deputy director / Project coordinator 

Short-term Experts:  
As necessity 

 
2. Training of Personnel 

In Japan and Third Countries 
 
3. Provision of Machinery and Equipment 
 
4. Facilities 

Main building, seminar house, laboratories, seed 
selection house, examination facility of cattle, 
cattle auction place, houses, warehouses, garage, 
etc. 

 
5. Technical and Administrative Personnel 
 
6. Project Operation Costs 

 
Bolivian Side 
 
1. Counterpart Personnel 

Nikkei Agricultural 
Cooperatives 

 
2. Granting of privileges, 

exemptions and benefits to the 
Japanese experts, that 
includes equipment and 
machinery. 

 
3. Land 

from the Okinawa second 
settlement 

Pre-conditions 
 

- CAICO and CAISY do not 
change their mind to 
undertake the CETABOL in 
2010. 
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PDM（プロジェクト・デザイン・マトリックス） 
 

プロジェクト名：ボリビア農牧技術センター（CETABOL） 第 2 フェーズ 国名：ボリビア共和国 

対象地域：サンタクルス県 協力期間：2005 年 4 月 1 日～2010 年 3 月 31 日 

ターゲットグループ：日系農協役職員、対象地域農牧業従事者、ボリビア農牧省職員、サンタクルス県職員 

 作成日：2007 年 12 月 10 日 

プロジェクトの要約 指  標 指標データ入手手段 外部条件 

上位目標 

 サンタクルス県の熱帯湿潤地域において持

続的な農業技術が普及される 

 

1. 2010 年以降のサンタクルス県の熱帯湿

潤地域の農業生産（量・額）が、常に

2005 年（基準年）の農業生産（量・額）を

超え、安定的に維持される 

 

 東部農牧会議所

（CAO）農業統計 

 

・ ボリビアにおける農業政策に

大きな変更がない 

・ 日系農協や関係機関の地域

農業振興に関する方針が大

きく変更されない 

プロジェクト目標 

 ボリビア農牧技術センターがボリビア国サ

ンタクルス県の熱帯湿潤地域における営農

技術改善と普及の拠点として基盤整備され

る 

 

1. ボリビア農牧技術センターの業務実施

規定および管理運営計画（組織図、人

員の配置計画、予算書、収支計算書

等）が策定される 

2. 上記規定および計画書が移管先機関に

承認される 

 

1. ボリビア農牧技術セ

ンター（CETABOL）の

業務実施規定および

管理運営計画書 

2. 移管関係会議議事録 

 

・ サンタクルス県の営農形態

が大きく変わらない 

アウトプット 

1. 農業技術･情報を収集および検証する体制

が整備される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 検証された農業技術を普及実践する体制

が整備される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 公的認証機関と同等の検査・分析等を行え

る体制が整備せれるとともに人材が育成さ

れる 

 

 

 

 

4. 安定的な農業生産のための技術支援サー

ビスの実施体制が整備される 

 

１-１ オキナワとサンファン移住地の生産者

の 20％の農地の土質に関する土壌図

が作成される 

1-2 農薬効果試験の実施方法が確立される

 

1-3 土壌分析に基づく土壌診断と施肥指導

の実施方法が確立される 

 

1-4 優良肉牛の遺伝的改良の手法が確立さ

れる 

 

2-1 生産者の土壌図作成に関して、両農協

に年 2 回報告される 

2-2 農協の新聞に各種情報が掲載される 

2-3 農薬効果試験に関して両農協に対して

年 40 編以上の報告書が提出される 

2-4 主要な 6 栽培作物（大豆、小麦、サトウ

キビ、米､トウモロコシ、マカダミア）に関

する病虫害・雑草防除の技術マニュア

ルが作成・改訂される 

2-5 土壌肥料に関する技術マニュアルが 2

種類以上作成される 

2-6 年に 3,000 ha 以上の土壌肥料に関する

指導報告書が作成される 

2-7 優良肉牛の遺伝的改良手法が両農協

および生産者に導入される 

2-8 肉用牛に関する技術マニュアルが 3 種

類以上作成される 

2-9 試験結果が毎年 CETABOL 公開日に発

表される 

2-10 毎年30回以上の各種講習会等が開催

される 

 

3-1 内部監査で、分析ラボが公的認証機関

と同等水準であることが確認される 

3-2 ラボおよび試験圃場を運営する人材が

技術講習会・研修に参加する 

3-3 最終年において、2,000 点以上の分析が

実施される 

 

4-1 毎年 50 頭以上の育成種雄牛の貸付け

が行われる 

4-2 最終年において、5 回以上の牛のせりが

行われる 

4-3 毎年 80 件以上の乳･肉牛に関する受託

業務が実施される 

4-4 毎年 500 ha 以上の農作業の受託業務

が実施される 

 

 

1-1 収集情報ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 

 

 

1-2 農薬効果試験の実施

方法マニュアル 

1-3 土壌分析に基づく土

壌診断と施肥指導の

実施方法マニュアル 

1-4 優良肉牛の遺伝的改

良の手法マニュアル 

 

2-1 情報収集リスト 

 

2-2 農協の新聞 

2-3 CETABOL 年報 

 

2-4 CETABOL 年報、技術

マニュアル 

 

 

2-5 CETABOL 年報、技術

マニュアル 

2-6 CETABOL 年報 

 

2-7 CETABOL 年報 

 

2-8 CETABOL 年報、技術

マニュアル 

2-9 CETABOL 年報 

 

2-10 CETABOL 年報 

 

 

3-1 内部監査報告書 

 

3-2 CETABOL 年報、農薬

効果試験免許 

3-3 CETABOL 年報 

 

 

4–1 CETABOL 年報 

 

4–2 CETABOL 年報 

 

4-3 CETABOL 年報 

 

4-4 CETABOL 年報 

 

・ボリビア側の関係諸機関の協

力が得られる 
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・ 日系農協の営農形態が変わ

らない 

・ 想定外の病虫害が発生しな

い 

・ 異常気象が発生しない 

・ 農産物の価格が予想外に悪

化しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動 

1-1 農業技術・情報を収集するための組織を構

築する 

1-2 病虫害・雑草防除技術情報の収集および

検証を行う 

1-3 土壌肥料に関する技術情報の収集および

検証を行う 

1-4 肉用牛に関する技術情報の収集および検

証を行う 

2-1 各種情報を普及するための手段･組織を構

築する 

2-2 主要な栽培作物の病虫害・雑草防除技術

マニュアルを作成し改訂する 

2-3 土壌診断に基づいた施肥指導・農地の適

正利用に関する情報を提供する 

2-4 肉用牛の品種改良方法に関する技術マニ

ュアルを作成し普及する 

2-5 移住地および現地のニーズに対応したセン

ターの運営を行う 

2-6 受け皿機関の登録手続きを支援する 

3-1 標準規格にあった分析が実施できるラボを

整備する 

3-2 分析方法および安全対策のマニュアルを作

成する 

3-3 ラボラトリーおよび試験圃場を運営する人

材を育成する 

3-4 土壌・飼料・水質分析等を行う 

4-1 貸し牛制度の拡充と牛せり場の運営を行う 

4-2 乳･肉牛の生産に関する受託サービスを実

施する 

4-3 農作業の受託サービスを実施する 

 

投 入

日本側 

1． 専門家派遣 

 長期専門家 

 場長／チーフアドバイザー 

次長／業務調整 

 短期専門家 

 必要に応じ 

2． 研修員受入 

 本邦および第三国 

3． 機材供与 

 携行機材として整備 

4． 施設 

 本館、研修棟、網室、分析室、種子選

別所、肉用牛検定施設、せり場、宿

舎、農機具舎、車庫、他 

5． プロジェクト要員の配置 

6． プロジェクト運営の経費 

 

ボリビア側 

1． C/P の配置 

 日系農協 

2． 専門家に対する特権

免除の付与、機材の

通関 

3． オキナワ第 2 移住地

からの土地の無償貸

与 

前提条件 

 

・ 日系農協がボリビア農牧技

術センターの移管を引き受け

ることが変更されない 
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中間評価用PDMe（評価用プロジェクト・デザイン・マトリックス） 
PDMver.1 を使用 

 

プロジェクト名：ボリビア農牧技術センター（CETABOL） 国名：ボリビア共和国 

対象地域：サンタクルス県 協力期間：2005 年 4 月 1 日～2010 年 3 月 31 日 

ターゲットグループ：日系農協役職員、対象地域農牧業従事者、ボリビア農牧省職員、サンタクルス県職員 作成日：2005 年 3 月 30 日 

プロジェクトの要約 指  標 指標データ入手手段 外部条件 

上位目標 

 サンタクルス県の熱帯湿潤地域において持

続的な農業技術が普及される 

 

1. 2010 年以降のサンタクルス県の熱帯湿

潤地域の農業生産（量・額）が、常に

2005 年（基準年）の農業生産（量・額）を

超え、安定的に維持される 

 

 東部農牧会議所

（CAO）農業統計 

 

・ ボリビアにおける農業政策に

大きな変更がない。 

・ 日系農協や関係機関の地域

農業振興に関する方針が大

きく変更されない。 

 

プロジェクト目標 

 ボリビア農牧技術センターがボリビア国サ

ンタクルス県の熱帯湿潤地域における営農

技術改善と普及の拠点として基盤整備され

る 

 

1. ボリビア農牧技術センターの業務実施

規定及び管理運営計画（組織図、人員

の配置計画、予算書、収支計算書等）

が策定される 

2. 上記規定及び計画書が移管先機関に

承認される 

 

 

1. ボリビア農牧技術セ

ンターの業務実施規

定及び管理運営計画

書 

2. 移管関係会議議事録 

 

・ サンタクルス県の営農形態

が大きく変わらない 

アウトプット 

1. 農業技術･情報を収集及び検証する体制が

整備される 

 

 

 

2. 検証された農業技術を普及実践する体制

が整備される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 公的認証機関として検査・分析等を行える

体制が整備される 

 

 

 

 

 

 

4. 安定的な農業生産のための技術支援サー

ビスの実施体制が整備される 

 

1-1 収集情報データベースが毎月更新され

る 

1-2 収集された技術情報の検討会が毎月開

催される 

 

2-1 情報収集リストが毎月配布される 

2-2 農協の新聞に各種情報が掲載される 

2-3 病虫害・雑草防除指針の改訂版が毎年

作成される 

2-4 土壌肥料に関する技術マニュアルが 2

種類以上作成される 

2-5 肉用牛に関する技術マニュアルが 3 種

類以上作成される 

2-6 試験結果が毎年 CETABOL 公開日に発

表される 

2-7 毎年 30 回以上各種講習会等が開催さ

れる 

 

3-1 分析ラボの機材、設備、マニュアル、運

営組織が公的認証機関としての要求を

満たす 

3-2 ラボ及び試験圃場を運営する人材が技

術講習会・研修に参加する 

3-3 毎年 30 件以上の分析及び試験結果報

告書が作成される 

 

4-1 毎年 50 頭以上の育成種雄牛の貸付け

が行われる 

4-2 最終年において 5 回以上の牛のせりが

行われる 

4-3 毎年 30 件以上の乳･肉牛に関する受託

業務が実施される 

4-4 毎年 200ha 以上の農作業の受託業務が

実施される 

 

 

1-1 収集情報ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 

 

1-2 CETABOL 月報 

 

 

2-1 情報収集リスト 

2-2 農協の新聞 

2-3 CETABOL 年報、防除

指針 

2-4 CETABOL 年報、技術

マニュアル 

2-5 CETABOL 年報、技術

マニュアル 

2-6 CETABOL 年報 

 

2-7 CETABOL 年報 

 

 

3-1 CETABOL 年報、組織

図、分析方法・安全対

策マニュアル 

3-2 CETABOL 年報、農薬

効果試験免許 

3-3 CETABOL 年報 

 

 

4–1 CETABOL 年報 

 

4–2 CETABOL 年報 

 

4-3 CETABOL 年報 

 

4-4 CETABOL 年報 

 

・ボリビア側の関係諸機関の協

力が得られる  

・ラボラトリーの認定制度に大

きな変更がない 

135

a02601
テキストボックス
付属資料5　PDM（和文）Ver.1（案件開始版）



 
 

・ 日系農協の営農形態が変わら

ない 

・ 想定外の病虫害が発生しない

・ 異常気象が発生しない 

・ 農産物の価格が予想外に悪化

しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動 

1-1 農業技術・情報を収集するための組織を構

築する 

1-2 病虫害・雑草防除技術情報の収集及び検

証を行う 

1-3 土壌肥料に関する技術情報の収集及び検

証を行う 

1-4 肉用牛に関する技術情報の収集及び検証

を行う 

 

2-1 各種技術を普及するための手段･組織を構

築する 

2-2 病虫害・雑草防除指針を改訂する 

2-3 土壌診断に基づいた施肥指導・農地の適

正利用に関する情報を提供する 

2-4 肉用牛に関する技術マニュアルを作成する 

2-5 移住地及び現地のニーズに対応したセンタ

ーの運営を行う 

 

3-1 標準規格にあった分析が実施できるラボを

整備する 

3-2 分析方法及び安全対策のマニュアルを作

成する 

3-3 ラボラトリー及び試験圃場を運営する人材

を育成する 

3-4 受け皿機関の認証取得の手続きを支援す

る 

3-5 土壌・飼料・水質分析及び農薬効果試験等

を行う 

 

4-1 貸し牛制度の拡充と牛せり場の運営を行う 

4-2 乳･肉牛の生産に関する受託サービスを実

施する 

4-3 農作業の受託サービスを実施する 

 

投 入

日本側 

1． 専門家派遣 

 長期専門家 

 場長／チーフアドバイザー 

次長／業務調整 

 短期専門家 

 必要に応じ 

2． 研修員受入 

 本邦および第三国 

3． 機材供与 

 携行機材として整備 

4． 施設 

 本館、研修棟、網室、分析室、種子選

別所、肉用牛検定施設、せり場、宿

舎、農機具舎、車庫、他 

5． プロジェクト要員の配置 

6． プロジェクト運営の経費 

 

ボリビア側 

1． C/P の配置 

 日系農協 

2． 専門家に対する特

権免除の付与、機

材の通関 

3． オキナワ第 2 移住

地からの土地の無

償貸与 

前提条件 

 

・ 日系農協がボリビア農牧技術

センターの移管を引き受けるこ

とが変更されない 

 

注：プロジェクト名「ボリビア農牧技術センター」は「ボリビア農業総合試験場（CETABOL） 第 2 フェーズ」と同義である 
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